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2年目迎える 
日本リ—グ 


U 日、東京、大阪で前期戦の乂ぶた 


製簡ぉ百待里の り— グ乂リをはた 
した二 1 遊レ大巧〔広島 ) のチ！ム。 

ぶ T は、昨年既、日本り—ダ搔 
取をふくむ卑圈 4 大身イトル躯お 


の立む面機(能木】をはじめ、実 
山ナンバIワンといわれる日本ビ 
クタ^(哉城)、チ—ム結成の年目 
を迎えたブうザー王業(愛知〕、秘 


かに野望を揣やすジャスコご二重〕 
と5立お木(梅木)、舞き返しの.態 
單をととのえた大蹄亀封(埼玉)、 
を：：：の新進太な强な(お昭一の卜 

ップ エィト。 

いずれも「リ T ダチヤンビホン 
」の栄光へなみなみならぬヌァィ 
卜を燃やしている。 

趕チ ー ムのま力による華整、泉 
快、程妙な個人がも、ホきなみど 
ころ だ。日本棉をが、この大会を 
モスクツ ■ホ リン ビッグへ、 国 巧 
でめ最初 Q ステ y プにしているこ 
とも、各チーム、を遵手をい「を 
う隹いたたせている。 

また、男ぶ合わせてが人のブレ. 


ッシュマンボ释’場するめも興睐深 
ぃ。徊人表彰では、新たに「愚商 
得点率 (シ ュ—卜率)宵」が鼠け 
もれた。 

シュート率を割り.おす試みは、 
全国太をでは初めてで、このため 
日本り[ダは、棉现記餘用紙の制 
をとスコアラ[制度を今シー•スン. 
から操巧している 巾 じ'巧までの辆 
点王截彰もつづけられる。 

なお、巧ぶり]ダでは、前後期 
なわせてかが人の7アン觀间を目 
瓶としている。 

别揭日鹿のうち、渗院淫毕の闡 
係で？月3 口または W 日の裝更が 
あるかもしれない。 



日本 A ンドボ ' ^ル界をささえる 
口本り f ダなその間志と息邸は炎 

のよぅに絕えたぎる- 'シンボル 

マ—クのを巧を裳で入遇げ其とな 
つた和田砖ホさん(大阪〕：！ r その 
デザィン{右指.〕をこぅ説がする。 

2 年目を迎えた口をリ 3 ダは 6 
巧 up 乘巧、乂阪で卽菩。 

柄の -’ 细關をが巧し，が期は 7 
月 U 口までげ部がで、渡顶は W 月 
日日からじ巧抓 R までの都巧で国 
巧最商レベルの撒突を異邮ずる。 

黃子は、2遵聴を：！：指すぶ W 特 
娃架(愛知)を韦頌に、ヨ t □ッパ 
埼りのホ目本千ヤンビオン•漂、ボ 
驼描(ぶむ).，ぶから拽ヘィ/’1ジ 
チュンデの•夕 I クホ ー 义本田技研 
鈴鹿(一二亟)、即戦ぶを如え盘颗お 
々のぶ崎音気(攝韦 ') と|二巧(東 
お〕、西おかたい大販ィーダルス 

(犬败)栽わな關ぶをのぞかせる口 
福劉(に鳥、旧チームを.日新 








I さあ開幕、燃える日本リーグ 2 チ I ム— 

常 2 凹日本り 一ががいよいよ 開幕。 

み チ J ム と. も、巧主界、巧； から背力骄 人を迎えリ t ダ チヤン ビオンの 兼ぶ Qjjig し怠 欲に闽 
ちた敢情で スタ t トラィンに 並んで いる。 

奋地の常1敞スポ！ツラィタ1を'わずらわしホ|ムチ^ムの新戰力をリポ[卜してもら つた。 

——- ^担当記者の新戦カリポ|卜| 

大同、蒲生(中大)加え。ハヮ ー アップ 


の男女四す—ムはが年の巧 
子チャンビホン太材轴裸巍をはじ 
め、いずれも摄腊を狙える她爱撇 
いだ。 

< 大同特韩爵(愛知】 V 舆チ 
]ムの中で一番を舉な髓ぶれをそ 
ろえでいる。 タウ H — 卜で 開かれ 
た帯】！！アジ T 選ず棉のを日本巧 
表チ—ムに運ばれた連ずは、禍川 
実、難み1中井、が原、化輪、中 
韦蒲を(新人、み大化)。なんと 
小ーニ乂中た人をしめている。しか 
も八王 M が FP 。 こめほか、 GK の 
挪雲かつては.ホショナルプレ 
I 中]。「これだがの遇ホを揃え 
V いで该勝化来なけれお」といえ 

るはどで 

ところが、巧年のを：：！本総をで 
稱永谣お(ぶ鳥)に驳れておかしく 
なった。 4 巧の 4 強リ ー ダ(に 
島)でも读おに腺てな加った。メ 


朝口新聞 C あが屋> 運動部 

改口智洋 

y バ[が良すがごるため、かえって 
播をで马をれると欢ずに狂いが川 
る王うだ。 yl ダ P 适胁を姐うた 
めには、こうい『た点を h かを怠 
しなくてはをも-ない。 

学車界からただ一人五輪邁ホに 
遗技れた斩人離れした棉をがはい 
ったのはぶきい-これでち郞は 
巾并、賴をと並ぶボ、乎巧 
身長-八四センチと固巧では兄れ 
をかった大型となる。そしでサィ 
ドに巧翰が入る。これにトップの 
藤中、聊化、松原とそろえば、户 
ショ - K ルチームのが巧だ。中裝驗 
轉は「目穂は搂滕だが、普にもど 
つて-からやり匿す。フホ[メー 
シ3ンでないフホ J /1シヨンを 
作'るデイブ占ン K は、ゾ E ン■マ 
V •ツーマン〇褲化がはいってパ 
ワ ly ップしたことだし、ぶ；；^の 
第’一朋萬を時化を蜜くス ぶー トに 


円-あ y ! ダをしたい」と愚気みん 
でいるのだが。 

本迈は该巧型に蛮ぼう 

A 本苗技辆锦盛 C 【一亟】 V 昨年は 
一一を、 C の順.位をずることがまず 
化決だという。大同、補をにが年 
は故れているが、「今年はさらに 
基がついを感にがしない.でもない 
」と骑気.だ。；平 k シ3 4 x ルプレ— 
ャ—の新集を無子が饒窟上の理か 
で遇郁したからだ。なかでも新実 
を欠いた こし」 は チ！ ムにとっで技 
術面だけでなく大きなマィホスと 
なることは去を化来ない。 

このチ f ムのホ、む運手でちる ナ 
シ S 十ル I プ レ！ ホ？め佐雜も新 
舆とのコンビネーシ 3 ソで力を発 
辄していたからだ。ホ格の面でを 
小逝化しでしま「た。 

こうしたなかで、即戦力となる 
西凹(京麗大出〕の加人は明るい 
詰趙だ。 M 野輕巧は「若ずボレギ 
ユラ f となりずまでと遣ったム f 
ドになっている。外からなてる巢 
手がホなくな『たたが、ポストを 


うまく怯い、也る ( ンドボ；ルを 
長抱十」という。そのためにポ K 
卜にはいままであまり鼓をに化て 
いをかった量澗が起巧されている 
GK に柴旧というを R 本のゴ—ル 
を守る番手がいをため、ある植度 
の失点は化げる。費岡が1 A ニセ 
ンチめ裝身をいかし、が龐 1 巧上 
の新コンビでどれだけ点を破るか 
ボ化目される。 

部因が少ないことと試合経験す 
をを補うをめ、帮極时に对外試な 
をしている'。これで「大聞、湧糸 
のどちらかをがい、 リー ダを岡も 
くする」ことが出来るか。 

若手、新人め力がヵギ 
<ブラザーエ業{:遣巧〕：> セ人の 
新人を補袖した。そのをかで、即 
戦力となりそうなのは趙巧{.淸水 
商'レと平井(哄阜南高}。昨年の凹 
拉よむち上が当がの吕賴だがも神 
猛督が就せ十年 H になるため、こ 
こらでひとつ植齡をの愚绍込みに 
もえていることもたしかだ P 
链腺するわめには、いまのまぉ 
では、ちょっと力不胜という疆じ 
がする。それは师サィドにいをお 
々本と向师出が退部したためど。 

この チ！ ムはセット•ホフ H ソス 
でめ稱ぶケ—スはあまりない。口. 
ンダシュートをげてる遥をが典を 
いため、ディフてンスをかためて 
から辿攻を中もとした速い展關の 
み&で嵩ぶをとるというパジ]ン 


を巧恵としている。そしてごこで 
走る.めは丽サイドの二人だった。 
このためチ]ム为としては落も担 
といえる。：应、木下、新人の植 
旧の起用を予をしているも做の、 
木下は絕餘.不足、植のはホカ师に 
やや間趣がある。關集までにどれ 
だけ力をつける.如だ。 

兵割(旅柳}〜锁打の楠石が故障 
〔るとザ)、前顯め墙绍をあ-きらめ- 
をけれほならな いのも誤算に なり 
は L をい か。 

子 t ムのかなめで、モントリオ 
I ル 巧表のル藉主轉は「雨おはモ 
亥タワにぜひ巧^て.欲しい運ず。 

チ t ムにとっては残念 だが 完全に 
沿し、鞭期でが張ってくれれば… 
:•。その請新人，捣旧の嵩辖の 
あるプレ I に烟枯しでいる」。も 
种顆督も、楠お抜きでジャスコ.に. 
述撇^: 3 月、日月/强 0 に不发 
はないょクで「稷陵争いに加わる」 
と強扇だが。 

質量ともに充実上昇へ 
A ジャス nC 兰垂 ) > が 年の远手 
がを县褲注をぅえに、过古(ホ郁 
巧韓ぉ。宮崎.〔津み商ぉ)竜が ( 
山腸.ホ高山。中原〔山口，美妳中 
央商な。横山ご兀巧 i 、 山喊ホ 
高出.ーボ補強されて邵負十五人に 
をっを。いままで面が粮め谴手を 
中心に十人では品白試合もぉホな 
かったし、 r ロンダ1フン笑をに 
は、コンディションの問題で後半 










意気ごむビクタ！、苦しい重磯 


体力をけすふことも多か「た」 と 
い' ろ' だけに、この補強ほ.あら.呼る 
意報でぶき.な力となる だろぅ。 

GK 义战 、 F P の楷 T 、 柯巧を 
モントリオ r ルに进るなどを秀な 
遇をが多く、巧 i 時巧の一昨年 
国体、逢日產遣が通ず堤の こ夕 
ィトル取るなど実力は十みにある 
それだけにこのレベルまで骄人が 
追い今く Q にはまだ時間がかかり 
モうだ。もともと大きな差は义。亡 
t ド.だという。このため、是り込 
みに蓝点を擅いて浊牌をしている 

鈴木拉督は 「 A ブラ K 進化を化 


いたいし。昨年狂化という最かな 
成稍に辟ったをめ、まだ上なにと 
いう計算のょうだが、 r リ—グ语 
雌を」という気掉はもちるんをる 
の愚す力から みて、 今シ—ズンは 
倭踞してもおかしくない。ただ、 
上巧チ！ムとはいい試<口をするが 
下位チ！ムに取りこぼ t をずる占 
いうムラのあるのがいをだけない 
節木齡督が「おさを斟巧す.る」と 
いう撮岡おか氏.('一一丸) U 曰か大 
山. 亢扇豈〔千泄)磕皆 U を nt チ 
に迎えで椿神的にどれだけ成長す 
るか。 


こ岛ところ，立巧、担：：？！；ジ 
* K n をの活題に巧され気蛹の、 
閱票古ず凹テ—ふは、独.目のホラ 
1を.強めて'》徳撇"を星してい 
る日 

A 日本ビクタ 1 C 苯城) V . 溫戦ム 
] ドのぶモリ I グ Q 中で郵かに憑 
勝をおら『ているの；がビクターだ 
昨年の>ンバ t かを GK の渡迈と 


共同谦信社 C 牽累運動部 

ル出飯昭 

チサンスィ ー ヵーの頭鞋の二人が 
抜けたが、 G 技は破巧一とともにナ 
シ S ナル チ ー ムに理ばれた鲜木が. 
礎化、担む速い蟲聰ら若ホが大喊 
に遥ホしておリ 、エ] K の-加藤、 
禪楷らがい「をうグレ ー に 施 吏き 
を姑えて、うまく惦の.プ^ 1-^ — 
をリ t ドしている。むしろ戦力的 
には了ッブしたといえる。きらに 
ボ K トプレーに隔立った鉛ぎをぶ 
せた蓮兒が、；； J ドマ]夕にたけ 
ないだけのわく まし さをつけたこ 
とも好材树だ。 

敢て不度なが'料をさがせば、チ 
I ムが時が I 本誦モになって、乗 
っでいる.ときはいいが、逆に苦境 
になつと齒卓がをったょうにチ I 
ムをががバタバラになってしまろ 
ことだ。この成さえ商せば、欢整- 
の幅、 裳顆ぶともお数のものを持 
「ているだけにかなりやりをう。 

もっともラィバルと豆られ.るジ 
ャ义 コ 、 立 石なども報め手を持っ 
ていないだけに、今年はピクタ] 
のを年の與であった*優-腿"を现 
実味をおびてきそさだ。弛巧酷督 
も「ことしはチ]ム如が T ッブし 
たし、念翻達成を目指してがんな 
りたい」と話している。 

A 最京重 被(東京) V が f 化に 


入る健間をみせ、本来なら命シ— 
ズンは搔瞬をねらえるはずの棄機 
だが，政壁のま她•が上、巧巧が 
遇部しおうえ、大黒柱のホに掠も 
遇ず瑞關はしているをぶか、実掠 
は711チ專み I 。また新人の補植も 
ままならま載は鉛れモ5にない。 

これまでの重機の玫學'バターン 
とい之ば、ボールを凹して姐手を 
ゆさぶって、ディブ H ン义0穴を 
ホお頤ボ那ヴ达ムでシコ—卜して 
巧点ずるというも巧だ。それだけ 
に多少強引にもがれをんで骑シュ 
I 卜を放つ小：^腹の巧在ほ太きか 
っち今季の浮ホは.この，.ジを 
どこまでうバーの来るかにかかっ 
ているといをるか 

そういう意味でお口、满山にか 
かる昔巧は巫い。二人ともリ I ド 
ホブマンとしての-萬質は十分で、 
ボール回しもうまい。また r チ I 
ムの袖にをらねば…』の‘扫党も化 
てきち若宇に切り操わったとこ 
るで今季は思い巧ったチ—ムヵラ 
[のを迴も必要だ。「走るお磯 i 
め巧板を立てるためにもこめ二人 
をうまくおかしたいところか。一 
歩問違さと最下：！^滞—の最思の 
隶越.を專..えられるが、とにかく当 
ってみることが大事なときのよう 
だが：‘。 

積糧さ加わり-暴れか 
八日立垢木(梅木〕 V 今旋風。 
を證きおこす可能性を持つ驶挣の 


A 立ち琶熙(能本〕 V 昨年奪の 
全 R 本秘八口を最棲にナ t ふめけ 
ん則卓だった島田と戯山が扣遐 
して乎1ムがぐんと若おえ.った 
そのお面、一一人の睹けた巧はが 
常にホ香いと井齡背は言ぅ。技 
術がはもち諭りこと、！？#，蹄で 
も木きなマィ十 K 
チ！ムツータとム 
! ドづ くり. のため 
にご一月には补節、 

な鹤にぉかけて碰 
化を招を.やっお。 

ホ カは GK の和田、 FP 巧山 
て、擦田、が if 和山はみンが 
なく守®範西がにい。隨合遺手 
棉でも巧 二 一のピンチを栽ってい 
る。ム下は適攻巧員でチャンス 
^— ^ ホ]。島田の了女をカバ I 
しようと懸命に巧力しでいる。 


紀野、綻叫は□ングヒッタ] e 一一 
人で赖出の了十をぅめることがで 
きるか。 

じの四乂を追って着々、力をつ 
けているのが、平て、林、池潮。 

平下はステップ シ ュ—卜がいい、 
排はフ王ィントプレ ー ディフて 

埋まるか島出、蔵田の{八 

熊 本 口々新陋述動部 

内尾 

ンスもよくなってきた。池淵は'^ 
強いシュ ー トボ武器。 一 二人とも梨 
力家で、ホ監智の陆訓にもよく耐 
克でいる。 

新人では姫野、桑原、羽立が即 
挪力、姬潭は昨年のインタ]:;イ 
齒悴で挺勝した乂か逮のェース。 

チザンスゾ t 力—で担があり、か 


间りのきく酱撒な運ず。票厮は 
同じく2位の能本子商のボイン 
トゲッタ！。ロンダヒツタ I で 
器用な遇手。スカイブレーもぅ 
まい。おなは控挡の神蜡薦出身 

フてイントがシャ—ブだ。 

B 本リ 3 ダはロングラン。が 
年窃骚.験からスタ 
ミ十の滕おと言ろ 
そこで、ホ年も冬 
亨 場は藤本贴教育柿 
那がの新立氏の協 
力でボリジンエ！卜など十二置 
罔のサーキットトレ[ニンダで 
虛樞お力の强化をやってきた。 
問賴は臨凹、聞叫の巧をどぅ迎 
めるか。井監督は「蒂一回の骗 
をとしてはずかしくをい試八口を 
… J と控え日= 




ホ T ムな 

を s 本候補だったお挺が辟めた 
が、新人を五人も採るなどチ T ム 
強化は愚破的だ。しかち次測を日 
本の H 1 スとしでを抖される島巧 
ボー屆をくましく成良し、釋肖迸 
征で应すを痛めた靖山も「り—ダ 
開幕には4•み，問に合ぅし、をく壳 
にしていない」とお張り巧り。' 

ことし名古直で郎かれた齊五园 
灼 SN がでもそれまで二一年埋統し 
て最下かだったのが、々度は一如 
忙2位に邏化し、遇手たちはすっ 
か巧旨悟をつけた。神に目につい 
ためが、于ャンスとぶると橫柿的 
にシュ ー トを献つ若ホの愚椒で、 
ダン'ダン、シュ]卜をがっていた 

速 H 巧瞎間おい鋪稱で筋力を徹 
底码に锻え、立石やジャスコ、ビ 
タク！に島けないだけめスタミナ 
もつけを。強巧 R 程に喘えての n 
ソディショニンダも万全。 

が藤監巧は「蜡戦がず想される 
リ J ダだが、その中でも一忠ビク 
夕！をブ< ~ 夕します，。もをろんビ 
クタ—戰も含めて、勝でると览わ 
ゲ [ ムにはどんどん攻め込んで.み 
たい」と選を姑上にフ r ィトを燃 
やし.でいる々 

若さに，あふれた日立贿木のブレ 
— はまきに今ず、みチ[ムの背咸 
になること.は閒違いなきそクだ。 

走りこみの成果れける 
八大晓适気(埼玉)：> 今か]ズン 


から-は，走る大崎，が見られそぅ 
だ。といさのほこのところをく足 
の動かなかった r 大崎 J のィゾ！ 
ジを黃えるため、挣口監督は二月 
瑚おの 一 化かおから賴昭的に選手 
を锻え、一日四時問おくもをる続 
晋ばかりに$した。その成果が 
出て純消鋪をでは速攻でチ！ム得 
ぶの大部かをわたき山した。この 
帮いで乗りこめれば面白い。. 

戰力的には新人が I 人入っただ 
けで、昨年のメンバ I に変動はな 
い。だが瞄所に巧さを暴恣してい 
たがシ T - スンと変わって、今シ[ 
ズンは猛練国に殺えたこともあづ 
てか適手ひとりひとりが精#:; r に 


八寓ホ薬品(大阪) v わが掃で初 
のお独子！ムおか猎耶〔胁师)を 
して、戦カアップを図って急た成 
果をお禪するかどうか、大きを烟 
待がかけられていも。薪人はぶ ( 
氏站搔道火'〕 I 人だけだから、ほ 
な骗有勢力で戦うことになる。 

総合 概 力が 了ップ しでいるのは 
圃違いない 。ベテラン 本野や緯ぶ 
お橋が相変わらず得がだし、中塑 
め G 反祸井を性.じめを口本ブレー 
ヤ t の穂琼、主得のを川やが 本め 
ブレ— もを定してきた。そのうえ 
一 基-と トリ ホ、 昨年新人ド' の りみ 


成長した。 

昨年は1点基で躲れを試息が巧 
試なかをったが、を口齡嘗は「精 
种顶でかなり锻えたので今带は運 
に1点差で勝てるようになったと 
風う」と抽負をのぞかせるな 

またこの経験不おの解消が、う 
まくチ！ム0]夕のとれたチーム' 
に生まれ雷わるきっかけとなり、 
一人め.ミスをみんなでホバ—し、 
がプレ r はみん也で誉め合うよう 
になった。ここ数シ J ダン、下位 
に巧述を統けできただけに、今シ 
1 ズンはおかるい蔚適が多く、リ 
1グの目になりそうを藝いだ A 


中段新聞述動部 

早川文司 

や戸山弗、藤本が急迹に成居して 
きたのをム強い。 

をの成長な、やはり欧 W 遠征が 
衷なけになっている。日借に加左 
て「やらなけれぼ」といろな党が 
生まれて舍たことである。さちに 
周四の大きな期巧磕も、選ホをそ 
ぅさせずにいられをい责挂ちにか 
り 化て ている ぶ 

ホ原監醫は「楼臟をねらって腊 
がから煎ばす」ときっぼむ 富ぅ口 
その-をめには昨年菩れ のを 日本摇 
な 原酷は フロックで、 空けみでな 
く チヤ レ ンジする気持ちを僚えつ 


けたいとしている。「熙題は精神 
時強さをつけること。まだ，お人 
がし，のプレ t が曲るかがめウく 
得点とホ点の差を出来るだけつけ 
る試か運びをしたい」とも^。 
子 t ムヵラ！である肺人の轴徵あ. 
るプレ[をひ「さげて、"れ倒大 
同夕に睹ける嵩気込みはが年にも 
増して强'い。 

競り勝でる綺神力も 

A 日新塾锅(広島 〕V 「昨年のリ 
I ダでは i 点羞の白けが2試か、 
3ぶ差が1試を南った。これを I 
つで.も I j つでも蝶って G 位加日化 
に」。 W 岡監督のリーダへ臨む胸 
の巧だ。 

そこえめ禍えも菩々と遇んでい 
る。これまで週一二凹だっお紙稱を 
お巧に增やした。この二回增は、 
ランニン ダなど基醒ホぶヴ くりの 
わめだ。巧^歷したリ—ドしで 
いても、終盤造おきれるスぶミナ 
不足約消のをめでおる。 

と同時に「勝つことのむずおし 
を」をいやといぅほど味わった。 
どから織習試みををく取り，入れた 
りして「號り擺でる摇补力の強さ」 
を春った。 

新人はずをの巧押がを巧泰•泉 
( GH <) と森(新居裝エが〕。泉 
は昭戦力としで迎持されているし 
葉業面ジニニ了で昨年尊固廉祀し 
た閣木、施田、それに G 技が野の 
-1 年自トリオが成；おしできを。コ 


^ T ハンドボール」 —— 
のホ日月号(巧诚号〕目巧 

巧 2 凹罔本り]ダ 
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湧永薬品に欧州遠征の自信 





























- ♦男 モ展壺火同帖嫌額と扇お 
-薬品が霜抜けたお在とみられる 
第一ーダル—プは、本巧技研節 
r 1一最、大蹄軍 I 巧戲一重で 
-ホ阪ィ1ダルス、円^1^頸、立 
1叢レ大竹が迫う展硝。 

日本.リ I グを疵りあげるをめ 
I には、こゆ卞想されるランキン 
-ダめ下化ダル！プが、上な集団 
I を一つでも、二つでも貪えばよ 
ぃゎけだ。 

しかし、大同と肆がの摩诺は 
; かなりのもので、帖のチ]ムが 
I 避いこむのは容鼓ではなさそう 
第 1 過の大尚 X 一二鼠、强3過 
; の辖を x 大崎をたりで一抓乱な 
- と、前期はもとより、瑶朋 ( 
一げ/:::月】棄でも、まったく嘘 
I 気ないペナントレ I スになっで 
i しまう。 

がホ、兩者に肉はくしを本 m 

占、一一強との対戰が祕盤に組ま 

一れており、それまで無酷で進ん 

でくれば规おが.もて玉う。 

一二厨、大職は、どう彼にのる 

.かが聯貨。大崎は、前年、馈を 

に±をつけた時の-ような間志が 

I あれば、新人の力も高く、 - H 植 

;携稱が望める。 

大阪ィ I ダルスは、ず年も一 

j 歡々々ホ固く運ぶ作戦、梅れな 

I い。シーズンホフを基礎体力と 

i 掩神面強化に赞したという円新 

(も上化を哲かす力はホ々にある 
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W 菱レは、キャ y ァちみだが、 

良.期戰を策り切るには手駒が不1 

驾 

♦ホす展望去年の ビッグス リ 
1のうち、ホ職健巧は2位の日 
本ビクク^ ^ だけ。 

1位のおわ軍磯、3おの東な 
軍機は，をれモれ去年の得点腺 
がユニホ3ムを拘ぎ、特に里機 
は A クラス 極播にもを巧しそう 
だ0 

それに巧って ジ ャスコ、ブさ 
ザ I 工業、日立が沐がぶかに戰 
力を整備し、前同な止の涯戦橫 
摇である.。 

ぶ子は、新人の同化に時阳が 
かか fi 、 シ t ズソ上 ホ 期はあ定 
感における。を 艦で おり魁すの 
は どこも ムリと みられ、 2 贩ラ 
ィンで 並ぶというす想 さえ 立つ 
そうなれば巧白い。 

上位慢活を祖う大嘟軍気は巧 

ず 同よう 父み に活気がのぞく^ 

油邮ならぬ有を だ。 

新加盟の大巧が巧は、9人の 

新人を迎え大張り切りだが、当 

たりの砸い化単于[ム に気 おく 

れしないことが 巧 、む。 

妝めは.げしい灰でだけに、2 

み巧間どうリズムを揃えるか、 

ペンチワー^夕が一つ幻カギで、 

レ半 ごフ！ につづく軍一一絲メ シ 

バ]巧力も類愤に晋いでこよう 


ントロ（ルタワーの源若はいぜん 
がプレ--を風せる。あえでいえは 
大砲ぶをが恥、脑宾いブレ！に徹 
して，入：？^え©齡出，.をねらう 
脇若ち巧は「ミ I ティンダもが 
年とはム—ドが全然遥う。みんな 
燃えている」と乂張り切りぶ。弱 
点ときれるデイフ正ンスも1:6 
から〇 ;日に切り替えてボードを 
画めた。"溫空巧ち•から晚おを 
図ろうと懸命である。 

不屈の精神でお 風 

<;1二董レイョンホ^^(ぶ島};>三 
暇喃会を破って梓望のリ—ダ入り 
をおたした菩びは大きい。一一十 A 
がに削部という実業がの古第だが 
不況の 报をまともに受けて 悼 年、 
ことしと補強はゼロ、還をも±1 
人とがない。しかし「円極と した 
リ]ダに A れた」威傑をじっくり 
とかみしめ「昨年*リーグ加盟を 
断念したくやしさ」(本！卜爲轉) 
をはね返し、問志補々である ゥ 

チームみ守の興は、ミュンヘン 
•オリンビクク扳補だった犬印。 
巧手をぐいぐいと引っばる。その 
うえ、普本、岩本、大棘、武田を 
若をがんをつけ、みれ替え戦でも 
チーム平分がけ得点を爭げて自盾 
をつけている。 

「リーダ乂りの專びはぁるが、 
i 齡も短易ではをい。まず1勝に 
全九を举ばたい」と木丫驗嘗はお 
え口だが、.あわよくば前•後期2 


僻ずつ.学げで、，む位な巧1ともく 
るんでいる。 

ただ綿圈が動務 (111 ぶけ制)の 
聞操でそろって曲來ない憐みがあ 
る。だから体日は出身者の多い岩 
聞ェおなどで棄戰錬習に励む。「 
一人一々の力が化チ ー ふに化べて 
华るので、コンビネ]シヨソプレ 


1 で乘り切る」は木下监督だが、 
きがしい懸境を容ら'切り ffl く裤 A 
はどこにも劣らない。 

用具^^:なども固己良阻しをがら 
梳ける怡熱は「がきだから」だけ 
ではあ-るまい。ず屈の掠神で リ ー 
ダに新風を吹きみむ々 


胜ハ彩放つイーダル K 、 大和 

サン 和’イ 新聞 C 大厮〕遵動部 

巧旧寿彦 


大脫が本奶地の-大阪ィーグルス 
(男)と大巧毅巧(是は異おを玻つ 
なを。 

ィーダルスは、ハンドボ—ルは 

もとより各競な Q P 本 y I ダのな 
かで唯 I の クラブ チ t ム。 

永巧麵巧は、本袍的.に于 S ム編 
成して3年！ m でり E グんりした新 
毅、大做の女子奥策树がトププゾ 
I ンで祀禪するのは、昭和如年の 
レナウン大阪ぶ来巧こと。 

<丈阪ィ—グルス(大阪〕 V 日本 
リ—ダのプロダラムの概に最防出 
岛校の項があ.る。海チームはまさ 
に極々銷多。が*自お大 * しかな 
いのがこの大販 VE ダルスで 

「日本リ^ ^ ダがでをて、各チ I 
ムは猛烈に戦力強化をはかってい 
る。それをのに、こっちは* 口か 
大化*という方补がちるもので愚 
近 C ンドボ I ル部出身のが選手が 
大阪で就職するケ3スボかなくな 


り、補强が思うようにいかないん 
です」と井上監督はいう。 

そんなわけで新戦力は[ハンド 
ボ t ル化身じみな く、 バス ' ケット 
ポ t ル部めレギュラ I だうた山：！ 
蜡一君 (1 AI トル巧)。「きょ年 
ぶ爭を巧藥しわんですが、バスヶ 
ットをやっでただけあって、ボ I 
ルカットがうまい 0 . 防御のセンス 
が抜碑」と、ずりめ.故世をとしで 
勘待をかけでいる。 

W ずり，といえば，を H 本のゴ 
1ルをずる G 氏本凹をみ、むに河原 
晌と早川のベテラントリオボホ十. 
/である。 

攻め留 S 本狂は福ホ稳、高搞、 
池本。「平均身段1乂 —トル W 弱 
とがはかさいが、うち挪得⑩.コン 
ビネーションでずりなめる。教科 
書 0 お手本の樣うな試ををします 
日操は3化试巧」(井上監巧)と 
体格巧に劣るかを頭で補うか戦だ 










日体大〇技による「イ]グルス 
灰のを」 ができ、わずかながをも 
爵をの苯えもで善た。「〇扫誰证 
の巧に馈いるた垃にも頌张る」井 
上監督は.意気に愚じでいる。 

A-K お銀行(ぶ吸〕 V 昭和四十お 
年み巧に創部。男子の極を薬！：：即の 
強力を-バックアップを得で五小年 
頃から急速に台萌した太和敏巧。 
固下、 昇 竜の的いとあって全排あ 
げで喊カホ制。一举に化還ホを 大 
量補弾してのけた。 

卵觸カボ三人もいる a 王 IKG 
K 中馬が人れ替え戳で骨がしたの 
でホ山(骗本み高)を醋(新居浜 
南).の二 G 区を補強.。熙水監督は 
「中垣が試かに化れるようになる 
のはセ月頃。それまでが丸山でい 
く稻り」とルー年—でアナをゥめ 
る策を立てでいる。 

このほかスビ！ドがる「てカツ 
トインやポストプレ ー のうまい齿 
me 能 f 立)、上背があづてディ 
ブゴン K のよい東木(国み実業〕と 
が崇ががそろっている。 

「半数がル t キ t なので確かに 
こわい。でも調子づけば，若さ， 
も或器になるはず」と臘氷酷督は 
$、深.江両语コーチのあを身成 
にを臨の恒頼を哺せている。 

エ IK はいうまでもなくを口者 
案業四遷拽め一良になった火型邊 
手•ち本とカンの.いいブレ ，をす 
る當崇。二人とをやる気满々ゼ。 

「平均年齡十九庶。こわいもの 


知らずで生きか：きしたフレッシュ 
を試なをおぶせします」といぅ.醒 
水監巧、まず I ‘滕をめ-ざし、リ t 


ダが終っていたら。おな强巧"に 
いたといさようになりたいを禍を 
はずませている.。 


巻き返し狙う大崎、一一一景 


NHK 麗動部 

杉山 


茂 


昨年の日本リ！ダ男子は完をに 
両蔚東値。大嗎最気 C 掉玉〕が4枯 
S 民(東な；一が目な、 H 粗の一二陽前 
会(樂お)ほ入れ替え職でも欺れ、 
藝を消してしまっを。 

今年は1太峭、一二景とも意祕的 
な補骑で、どうにか上値戦線へ顯 
を化すところまで.、ぶを盛り返せ 
を夕である.。 

A 大聰留気男すV 「植腿とまで 
はいかをくても、巧化争いへ我る 
ような チ！ ムに..-」というのが、 
ここ旣年、太*關係者のいい.つづ 
けでいる耳葉々 

名門す3ふにありがちな過まの 
與光の巫み-が、祐要姑 b に湛ホた 
ちを毒踰させ、スランプが强にお 
ちい。ていたのだが、昨年あたり 
から、去れがふ 'っ切れてきた。 

索が臨が(龍疆乎)も「欠々に好 
材料が多い」と、巧滕四む韓 m 叫 
における お 実、 バヴ t ヒッタ T 能 

彼(大阪お乂)、 G に岡部(邮火) 
の加人を，るば、自情を一巧すり 
特に、异廳はアジ了選手摘参加 
でいっそう空間攻聖.に乃をつけた 
撒のお術はリーダの看板になり 


さる。 

ベテラン稱本の力を稱りていた 
GK 阵も岡部の加入が刺滅となっ 
て原 E の進境といぅ思わぬ成果を 
をみ、チ^~ムの' ム ， t ドも壶り上っ 
てぃる。 

スビ—ドとスタ I ナ養成のおみ 
過平お3凹の槪常隸ををこなすな 
ど秘かに照準をホ同、靖永に当て 
ている、とみていい。 

八 I 二 豈 V 5巧6月、破けのあい 
で進む乂时に王をつけたり、その 
年のを日本撼ムロで準捏搬するなど 
一気に岡巧最上化へ强りでたが、 
そのあとは、ばめ速さと得意 
のバス攻擊を党えをかてしまった 
せいか，ましい試<11をつづけてい 
るり 

巧藤新顆督(龍遇を)は、突破口 
を酷木 (3 IH<y 巧理(中夫)、按蔚 
•お独 CU 大)ら新撒..の喪遮丸にか 
け「都会みなプレ ー に野を味を加 
えたい」といぅ 0 

佐々木、山村、 W 島、が田、中 
馬ら多驳な投を誇るキャリア盟か 
な巧をと、新人のパ73がかみあ- 
えば、 たしかにちがった味の 111 蔚 


が期巧できる。 

閒盛はを選手の所属がバラ•ハう 
で、練稱時間が思うにまかせず、 
化上りが遇れ詞味なこと。 

なにしろ、が 田 (昨ザの聘点王) 
などは、を勤箱地がホンコンで、 
り—ダ直前に蹄国ずるというのだ 

から-塞。 

「日木リーダ前のを日本実業四 
でまとめあげるつもりどった：のだ 
が…；」と巧滕樞醫は、同火会を 
3月 ($) 移けをうら-むが「なん 
とか、2日肖の大同職で、新しい 
’：.一鼠の力が 讯せ るようにも「てい 
きをい」と踊志は壳分だ。 

日本り T ダを谦のためには恵巧 
の乎 r ふが強くなら.なければ、と 
いう間摇者め芦もぶきいだけに三 
就の-卷き返しを見がりおい。 

小学をを優待…軍が協会 

2 年 日を迎えた S 本リ—ダは、 
赛脯奔チ I ム、關禪地とも前年の- 
な省から、 新しい試みを種極时に 
操用しているが、チ！ム側では、 
ホ—ムゲ—ムで、忠廣バス屯化 立 
てるプうンが多く、また、唯一の 
クうブチ ] ム■太阪ィ！グルスに 
を提グル—ブともいうべき「ィ] 
ダル.ス友のを」がをまれたのはを 
目される。 

聞催地侧の企晒は、本誌^.切ゎ 
(5 リ如 日}までに温っていな 
いが、昨年につづいてホ！プニン 
グゲ—ムをうけもつ東な協会〔ず 


京都品川臣東五お四一の一一の.も， 
大峭軍気工業巧。的 I 四巧三—七 
ーセー〕では、小学ホの镑待(入 
お無料〕をなめ、禪体入遇をホし 
こんだダル I プには、プログラム 
の' サ—ビスをどを朽ぅことにして 
いる。 

^^お田さん(細)が入選—— 
及募のシンボルマーウ 
H ぶリ t ダで巧本誌など 
を適に、日木リ [ グの履腿旗 
記患口 g などあらゆる八ん式事業 
に使用できるシンボ ] ルマ ] 
夕をを國 4 .らお樂していたボ 
到点 ® 応集がぁり、 y3 ダ遵 
営愛员な常巧惡員会の菩查の 
枯禁、火岐ホの雨巧粹夫きん 
の作ぷ〔 1 資掲聴)を入愚と 
決め、 4 另日茹表した。 

が田さんは、「日本りーダ 
とハンドボ t ル祀の情规をテ 
t マに制作、お.の円はボ t 
ルと yt ダめお•棘 I ■团相 
を衷親、ぶぶは園志と意欲を 
示す寒(ほのお)だ」と誦明し 
ている。 

和田さんにはが忿トロフィ 
と、副貫3巧円などが贈られ 
る。羞彰ぶは6ぶ U 日大敝。 

また、'次の3氏 (4 麻.)が 
な作としで発表されおで 
蜡架至知 C 大宮が)，宮の信 
雄 (2 点、大扳巧)、旧^文 
(ホ阪巧) U 敬 i 












DA 


HON 


は無公害時代のパイオニア I グ 




《世界のホシタ)をまえるホ：ンダイプムと陆 
フエ尹ブレイを： t 台!ごした"先駆者の續神。 
です。先人の追従でなく、あくまでも有5のをで 

よりよし、鑛品をより早く世に出すごと . それは 

究極助にはスボーツ精神と同じ"自分との闘し、 です。 


本田巧研工業 ㈱ 鈴鹿製作戸ぶ 

ま県節鹿ホ平田卿巧日 7 巧く化お:> 78 ,にに西日 13 



ファイトを風こ、々、きたてる信頼が。 



■サイズ/^む，■力3-/: 


• WT ベりや口： t を mt す * た A の供な巧》の合巧巧わ巧 • { «広ち日 P 2 化ち1 
の W 巧を>モ=■スポンジ，夕 V シヨンのがり の巧いホ化、 

>3た性に すかれ、な•な足 沿いに巧快な ]« を'む化のた々じ，のれのみ V いをユ * 
w をいただいてお U まず， 
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大同特殊缠 (愛 却-制 f 位} 
ホ ー 十 I 金灌 正の 耶 
部長 雜巧擠一 
監督 中揭火輔 
コ—チ 野巧 清 
離中惠一一 

マネ ジ *1: 尸沢蓝を 
Ki 柳 川 辆能本ホ商视脚 
じ倉を お 治鞋国 H . W 
^^2^>£藤中廉二@日ホ 大 圳 
感女 年ホ武三.®同おをホ.剛 
4 概馈化二 冠 白が 火 欄 
5巧铃 博舜中 ホ 跳 
R 柳川 実@顆本 I エ捐 
了おお*遣®を都馬大邮 
8中ぶ 诚明⑩ 安下を高® 
日□淸化睛赃巾 大地 
化補の 勝を® 熊 右 一 H 训 

項永肇品 (に拉 ，前年 2姑) • 
ホ！ナ]巧永懷助 
部長 .村み 明卿 
監督 ホ原則と 
コ J チ 倦ぶ拐お 
マネ ジャ！掘が秀人 
KI 今ホ嵌さ大敝結大隅 
巧 视ホ榮 人中を火腳 
F 城津 W 昭轉乂 扱 爲火柳 
3 木敢 英@ 也 火剛 
4 女德靖豊度®大阪経大欄 
5緖方尉雄 愈 日お大削 
6商橋な夫® S 化大鹏 


7 戸巧政站感中 大抓 
8爾本廣 生® 中 火 抓 
日楷本義樹@み 火蜡 
の山本袖 一一慰 お城大师 
U 戸 巧盤一® 化 大师 
: S 口遣 龙に 協檀要 S 
巧ず 原 即を按 烏 偃 逍乂剛 

本田な研货賓一吉を•前年 3 抗) 
ホ—ナ £ ル林鴨带 
邢長 北が 5 
馨 細耻齋男 

コ！ チ 崔藤雪 一 
マネ ジャ]みの 陸.一 
K 1 藥の 里み な 火诚 
S 轴野秀 興み な 火 W 
F 2 田上 殺：一一感法 大机 
3 女を 鶴單 If 大刚 
4 害 井葉 推® 日が大顿 
5 畳师踊担 夫宇部エ蝴 
6柳 匯 が®化 大刚 
了高木 徹 ©を 两卫閒 
8 W 上 地二 悼损中掘 
9 がを 韋熊 ぶ ホ商挪 
化 I ホ野 宪唐额新 お浜 H 顶 
n 鳩 林 護 富 山化 部が 抑 
巧□西巧お夫お郝産火诚 
W 腿 田 巧 お 城大饥 
巧中西歷 I 国±舱乂诚 

大時電気{埼 玉•前年 4 化： > 
ホー ナ！ 强诏巧卖 


部長 川上 馨 
監督 宗が一衙 
マネ ジャ I 小が鼠搬摩 

で摧本 苦捕美讯 

□岡 部 大虹 大概 
^滕田晒員聖ホ爭玉娜 
F ③お糜 章 梢® 楠 flA エ挪 
3 ホ手恒一® 法 大 g 
4 掃本隆一二®法 大峭 
6 腊口樓 こ®水慎 H 师 
日育庸幸司 適 曰梓大閒 
了 新田 晒 水悼商 肺 
8 □能彼.竿二大吸体大端 
9 をが宏淸熊 古 端 
W 椿 扳美審义稱米 H 抓 
u 武離お立文留ホ H 训 
巧飯田情 巧敬 村 志 往大邮 
W 兹村一 被® 立 大挪 

-二 貴〔毫巧•前年日 姐.) 
ホ！ナ ー摧水お 一 
部長 を 井 撰 
馨 巧 藤 正美 

コ f チ 甚の淫蚕 
マネ ジャ ーけが 义晴 
K 1 お藤 寿 U 找 火 化 
じか林剌巧駒込闽蝴 
F 2 を々木 健一®中 大雌 
3 巧 藤 正蒂⑨巧星親剛 
4 □絳木 健文 早 大例 
©山村往生 ⑥中 大邮 
K W 蛙 一推©を 大师 


7 □中が 

8 飯島 
9.★が巧 
m 中焉 

岂む墟 

巧稱盈 
U す近 
巧巧が 


を孝中大挪 
崔殺風自体お原高挪 
带異颇法 大邮 
成一風化如成太刪 
巧夫日 大則 
驟にや 大邮 
瓜带中 火 g 
义峭校 山 ^削 


太 阪ィ—ダ ルス (大阪 I 前年日： a ) 
才^ナーがの な 
部提 が m な 
I 井上格人 
n — チ ぉ转 清 
マネジャー神原綺臭 
Ki に川竜毋口体大抑 
ぶ★木の 泮日阵大峭 
F 2 か I 掃絹一©日体ホ術 
3 池本 進©日ぉ大抓 
4 足羽3^日.棟火抓 
日お禮曜一一最131体大脚 
G 縮本萬乂魯日ぉ大顺 
7 河原幅剪®因体大邮 
S 早 川 请隆勸日ホ大邢 
9 0 捻禪日化大抓 
W お居寿実3ホ训 
U 嬉摇正一日が来做 
巧期裝 清口が大鹏 
W 化岡大お B 体大顺 
化 U 山 n 健「日休太 ！ a 

日巧數韵 (に島—前を 7化) 
ホー六]石巧を巧 
報 長 山 尚 削 
监督 W 岡成徳 


コー子 一二浦 孝 
マネジャ！中野誠一一 
K 1 it 亩禅を吳 H 側 
S が 鮮勝興下関中み H 挪 
F 2□泉甚义瑪早 大讯 
3 松木連 夫 新お浜エ削 
4が 川 情感 新语哄 ‘ H 峭 
5お上 瞄®下閱エ脚 
だ 下茂文 秋舞-に 简 W 
7 败おあ 一一®早 大剛 
8吉阳義窓感黑 ての 
9勉を徹谁吳 H 刷 
化 叙 中 藤撤趣エ咖 
U 大お 亲领同击祉火咖 
U 閒本 童蹟鸟 H 挪 
W □森 倍 二箭居お H 挪 
巧搬阳 曾 裝阳水 酷 商 W 

一二菱 レィ 3ン大巧〔が 島、 新加叟 
ホ I ホ ー 和巧 屛 
部 接 片岡致 
監骨 木てな重 
コ]于 が量顺隣 
Ki 藤本 な尾逝高视 
侣中贈増毋御泌高邮 
F ③蒂本披煙を国エ扔 
3 お本ぶ道お国エ现 
4岡が 養班を 国エ抓 
S 雷が 誠を 同エ蜘 
日大林武則 尚.岡 H 郎 
7 大 が給 丈ま滿工大邮 
8巧 m 柄- お國 H 刷 
日 太な傾 這岩国 H 化 

W 罢 博を々養齡 
n 沖電觀帖岩画工讯 









な石竜概(漲本—前年 L お) 
ホ|ナー互わ牵雄 
强控 淳野 拙 
監督が 酷 
K 1 ホ巧巧な子二憬川尚刪™ 
^丸山か主能本み商欄 
Fy 衛ぉ享 t 中下閱巧觀 g 
3山下處类子诞天孽農娜 
d ず下凉乎®す滞嵩雌 
a 杞雖凉々黄@大み東髙棚 
6林 千患®稱ぶ窩刪 
7姐沸婿が®大餘高測 
8 瞧ノロブホテル林が欄 
9□棄厢に子熊ぶホ掘刪 
wn 姫骑五い辭大み東育刷 
UG 羽ぶ節ず柿埼農删 
口□山下るりす大お贤高蝴 

S 本ビクタ！-(或城•前年2描： J 
ホ—ナ t お禾邦ぶ 
部島 富 W 悟 
豁督 池 m 銳哉 
n — チ 池田 11111 志 
マホ ジャー酒鳥美朽で 
K ] 歸木はる子昭和学税机 
巧靖てるナ轉田磊挪 
F 2 連ぶ彰モ③晒和学臨舰 
3女 加藤美お子轉诵を高顺 
4 穂撰業掠子感鼎が高侧 
5 小島和子③水澈道二稱脚 
日を藤ゆき子風歸旧 il 商擺 
7 染谷おモ③昭和学綺聊 
8池旧11111愚⑥昭和学院術 
9 礁原义美平 § の一一拽顺 
U □が藤— |二宅高邮 


U □な橘 正 十 W 口化高顺 
U □若掘出江捕水煎做 
W □ホがかすみ秋田和淨ホ视 
巧斉祕ます、也酒が盈删 

東京重 操(東を•前年3巧〕 
ホ—ホ E 山間患」 
部長 山岡建ぶ 

霉 お藤责傅 

コ！チホを歷ひろ子 
マホジャ]寺の要淨子 
K 1 お义糊瞎【一一をお挪 
F 3雜木义葉⑩お出和泮，或抓 
3机口悚で®山齡みお刷 
d ホ替捣卜秋阻和がホ聯 
5亩下直 tr 一|一ち巧備 
fi ず田美を虽山脇ホ巧骗 
?寺田辜津で秋沾和排ホ邮 
8賴山が業で硬お凹和拌女溫 
9郎おミネチ證戰川商做 
sn 沖山巧で Ill ち S 邮 
UA 4 n ; a 腺ひろ子職か髙巧噓 

ブラ ザ— 工業 〔喪如-前年 4 怔} 
ホ1ナ— 

部長 ザ川一煙 
監督 も神薛雄 
マネジャー日商さわえ 
K 1 山 本福巧を化お商谢 
^屋比ぶ直でお.念商顺 
F 2岩井销子③或醇川み大挪 
3 山中きゆり③ |一 一本松掠 職. 
4 □則お美智す盛闭み蔚跟 
凰女ル撫义里子@佐化保前 欄. 
G ホ 下 瓶子 中 宗高卿 


了宵ザ虛十猶驰覇商皿 
8植田和子淸水商挪 
9 n 平井千釋岐阜酉高峨 
の宮本育れ 一一一本松 轟贴 
n 中川しげみ®か赋ホ女商挪 
^□川村豊千岡み実業細 
2: 白 かおを十江新宮高他 
巧 □岡山请 お.粉辄高顺 

ジザスコご一【重•前 巧 5 お】 
才 t ナ r 岡固卓化 
部孩 藤が聖司 
酷督 舞 木義巧 
コ—チ 樞岡钱 か 
マネ ジャ！み损をモ 
K 煩义お憾^ 赤羽中搬 
S 山 本 I 枝大提み腑 
F 2 モ田楷 す©{ず 部みお邮 
3 輕下 U 葉©一一一本がお施 
4 林 飯 于®か邮爭聞挪 
5 を巧 孝子© 凹日 巧 商聊 
じ★論 木げ 于够津ホ嵩 W 
7 お田 柴子⑤山陽み 為脚 
8 お 育子®^部中峭 
9若山程萬 宁③大 淀中师 
横山漏に山腸み商脚 
U 日ホ村典す か 邱学阐刪 
巧孟化津よ一向抓 

□壺村姜智子山限ホ高佩 
巧□中原孝子美恥 中央 商顺 

日な柄木(祗木•前年 ‘ b 按 


ホ！搞ず 博 
部属 蜜第前化 
酷督 巧聽宅带 
コ]チ 岡部懐之助 
マネジサー脯田姐子 
区1藥軒度子同学院栃ホ挪 
^高梧アヤパ巧潘蜡诚 
巧 n 爭が悦美二一ち高喊 
F 感山井マチす⑥綺学院端木峭 
n 晴山節す©岩手ホ商聯 
4 吉巧良千せ河二高測 
日ル棍おまりモ⑥下仁 W 喬诚 
だ 荒木利于弦お城 一.1 お順 
7 町村お乎で餘妈腳 
8太輪裡子石岡商咖 
9山产妙で光單が挪 
山島田きがむ®明偏狩描 
u 己水上清実商岡か聞鹏 
巧□山口なすけ抽女お咖 
碱井ぁけみ®円ホ大 g 

大崎堪気(埼玉—前年 7 g 
す t ナー殖過巧卖 
部属 化上 害 
監督 挤口槪郞 
マホ.ジャ]かが原お彦 
K 1 中島崎子神墙農轉地 
に應封巢お子おすみお娜 
F 2 中趕二千巧©!化燥女髙说 
3疏おが子③夙.川爭院高视 
4 ェ藤あ子-お手女髙喊 
5 内野貴げ姜⑥鹿本商 H 拙 


G 4<黑お子猶 W 田み商删 
?漲補安子⑩化担保帕鹏 
8に.々ホ美却で松に哉政咖 
9 巧 典子®が把操お哪 
W 歷的が都子®巧川学臨商础 
U □か盛原愛子華ち掘顺 

丈掘级巧(大駭•哉加盤) 
.で]ナーを慰克菜 
部長 永裹克辈 
監督 赌氷幸地 
コーチ 巾出盛尴 
深江命次耶 

Ki 中馬を美骗本^ 

指口丸山.あけみ龍本み商刷 
lainf 商美驼お)択ボ岡.删 
F ® 廊村道子巧竊招舰 
3清水典于化ち学閱刷 
4 當おお報す强ぶ商腳 
5 増永真弓館本 i 刪 
だ萬川る〇平圃か奠業挪 
了巧極基智子新择睛巧邮側 
8横が兰暂巧福島み閒诚 
9 □西担早が骗本巧爲调 
W 宮本啓子 f 鸦巿脯刪 
U □来木いづみ岡か実業刪 
W □中武妙す瞄都商视 
W □片地菩化集.かお鹿娜 

□印は新人、マ巧は教德または 
抵师、古巧は前年のベストセブ 
ン、巧手发下の0内歎字は前年 
の：：！ぶリ ー ダにおける得点数 


◊第2囘口本リーダ前期女子メンバー 






来春の世界選手権(男子) 

上位6ケ圃じモスクワ山據権 

THF (巧 隙パンドボ t ル連盟)は5巧日口、 一九 八〇年〔晒抓。の モスク 7 •ホ リンビック 思す巧 
力国を化の よぅに 巧を しわ。 

一、 み年 r 月 デンマ ー タで關く第 9化 巧 選手 衛 A グル—プの上が R 々封 
一、一 化古化 年 (昭；3〕二月に隅かれる 弟 が站 化 巧頌手携 B ダル [ プの拉2 ホ 国 
一、 了ジア大陆代表 i み 国。 了イリカ大畦け表 1 ホ H 。 アフリ，方大陸け表 1 み国。 

」、朋摧閨(ソ述り決志〕 

となり.、モスタワホリンピックは 


□……"モス タワ" が早々と蜡載 
した。兩かは输めて.常識邮な總に 
雨ちつき、日本は〔来接岛世巧遇 
み植に出措できるものとしで—〕 
ベタトシックスにもれても、了ジ 
了す遲で挥上ずる'チャン K が残さ 
れる^ 

しかし、モスクワオリンピック 
は、日本ホ協や JOC (日水才 y 
ンピック要.} Q 蠢定が、いちだん 
と厳しくなるものとホ想され、世 
界遵を摇でべストシックスま'たは 
それに準ずるランタは樞保してお. 


第 y 回肚界遇を 植 A ダル ー ブの 
了ジア、アフリカ、了/リカ癖地 
域す遇エントリ！は4 月加 as 切 
られ、注目のアジア地域は日ぶ、 
ダウよ—卜、サウジ了ラビ了、を鸿 
の4み厨が陆け山たにとどま「わ 
破ぶ和案 I 吐 F 踊事(アジ了選 


く必要があろぅ。 

胜巧彈手掘 G 化までにソ連(閱 
懼封.} が入「た墙合げ、世巧遇ホ 
怖 A ダル t プ7化 国 または B ダル 
—プ 3 化国のいづれかが機 ^ あげ 
も- れ るり 

巧の 巧 山が遇卞植 C グル t ブは 
来年 U 月むわれ、 - H 化2ホ菌が B 
ダル[プに進むことも同畔に発表 
されでいる。 

□. …-こ今闷のがおで、第回 f 
遥モ楠め 良、 C グル I ブがオリン 
ピみ夕に結びつくことが阴きら-か 


か.)'から、扫ぶ瞄な•荒 W 禍美迦 
ち長，へ5巧日日連絡が去ったもの 
で、予姐され..た韓同、インド、シ 
リアなどは.申しこまたかった。 

を遇 期 S は今秋の月末までと化 
められており、渡辺. I 打 F 埋ずに 
よって、おく競がは式(組みなわ 


「潘 W :ーサ醉選示梢 A ，ダル I ブ」 
を蓝ねる形になる で 併称されるか 
どぅかはともかく •実質的にはモ 
ントリオールな降、2年お每にお 
界遵手幅が顆かれる觀をど。 

なお、男でがにホ国に遮をしお 
ため、モスクロ •ホリンビッヴ.の 
女子は扫動的に6み国で巧われる 
ことが決まった。審加国め決めか 
たは、まだ発表され‘でいをい。 


せ)やな場などが雄表きれるチを 
だが、 同 理爭は ホ 狂式ながら 「R 
本对ム〔湾、クゥエ f 卜 がサゥジ T 
ラビ了をまず巧ない、その勝まで 
決腺；；いずれも2四 戦 制)」を 曰 
本喊をへ示した税なだ。 

日本開催の公算も 

口…：，摧か 4 み固の参加を意外と 
きれるムキもあろぅが、 A 本協会 
画ぶはを祀どおなとする見ぶボ強 


、 D 

これは、 4 月に 了 ジア選手根が 
閑かれをばかりで、当分アジ T 詣 
国は、了ジアにおける大会をが- 
とする摘阳が強まったこと、 しか 
も、日本が圧岡的な強さをみせ、 

* 世界がへめ單みがうすいことが 
ををっている。 

また、矛リシピックを荐も微妙 
に歲智しているぶうで、2年後め 
オリンビックで遍は、かなりの国 
が集まるものと.みら-れる。 

ただ、辖国 0 .ホ晏加だけは、 円 
本協を饒摔逍も宵をひねっており 
改めてアジ了湿手植にかけていた 
同一:掛聲熟がふ.む返られでいる。 
M •…：さて、で理遥稱だが、減ぶ 
IHF 理事が巧.がしたともおえら 
れる極莱サィドと 了ラブ サィドの 
取り粗みが、現がでは最菩でぁろ- 

ろ け 

問湿は调懼地。日本 X を湾は与 
鸿で巧ない、日本が赖った場合む 
を搬時、日本またはタウ卫—卜を 
るいはリヤド.で行うことになるの 
ではなかろうか。 

日本と昔湾の過まぬ対揽成紹は 
ホ年3月のモントリホ—ルホリン 
ピック予巢における邮—巧 、 g — 
クヴ-1卜とは了ジ了還手棺 
のサウジ T - ブビ了とは同 
の—巧である。 

今秋女子 SB グル[プ 

が7巧お界女子選手権 B ダル [ 
プは、今冬3^3日から化日まで 


第日回世屏黄子選手指 A グル 
—プで選リーグ瞄み巧げ 

V A 粗 巧 ドイツ、ユ I ゴスぅビ 
了、 チユ コ、了 メリみ 地域朽表 
一 >B 細ソ遲 1 デン マー ク、スぺ 
イン、了.イスランド 
VC 組ル]マニ了、ハソザリ1 

弟 ドイツ、 T フリホ 地 蠕け表 
t > D 祉ボ（ランド、スクゴ]デ 
ン、ブルがリ T 、 了ジア地域け 表 

西ドイツで隅かれるが、 IHF は 
このほどず通リ！'ダの阻み-かけを 
発燕した。 イス' ぅ エル、 イギリス 
の化塌が化目される。 

なお、來年巧ぶ子てコで關かれ 
A ダル I ブの请加尚はモントリオ 
— ル-ホリンビツタの 上 お3力巧 
C ソ述、裝ドイツ、ハンが り ！ y 
閱催國 〔チ K コ)のほか 呂 グル] 
プ上を5力'国、アジ了、アブリ々 
了/.リみ地蠕から备1ホ岗 、計山 
力画のをお。 

アジ T 地域予强の詳神は谎表さ 
れていをいが、来春 1^4 月にな 
るもめとみられている。 

〔 B ダル—プモ遷リーグ.組みかけ：- 
巧 A 祀 ノルウ H J 、 スペイン、 

ホ I ブンダ、西ドイツ 

姐ユーゴ、ブルザリ了、フ 

-プ y K 

VC 姐 ル I マニア、スウて T デ 
ン、スイ义 

|> 石 組ポ[ランド、デンマ—夕 
イ K ラエル、イギリス。 


日本、クウ H I 卜など4ケ国で 

世界選を権アジア予選 


一 i り 
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第1凹世界ジュニァ男モ遵を 
植は、 4 月 U 日からの口までス 
ゥ正 J デンの ヨテ ボリに、な化 
をになぅ别ホ故：卜〔一儿化六年 
技降をまれ)のをい ナショナル 
ホーふ•刘力闺が参加して謂か 
れを。 

できるだけ棄戦の鹿を、とい 
う配句ょから、2--3女圉によ' 
る6組曲予遥ラゥンド回あと、 
べ义トエイトを2組にかけて準 
決齡リ t グを巧ったほか、下化 
リーダも扭まれ、愚階に1位か 
をの拖までをみをずる順位峨 U 
試かが争われた。 

巧山 どみられおソ連と東ドイ 
ッが*いきなりず履り—グで同 
組とな「てしまい、V运が i 職. 
1 蚊ながらを計点でわずかに上 
遇り、ホ勢をかって準決滕リ！ 
グを隙ち拔き、決滕戦も(ンが 
り—を寄せつけず、初の チザン 
ビオンとなっを。 

止稍では K ペインが4をに食 
いこみを1111された。おドイッは 

結局6码疲牒齡補の-ちにあ 
がら恥でい I た西ドイッは5位、 
ル]マー子 I は U 陆に終った。 

T ジア^から唯-の-香加国 
となった夕 I ゥュ f 卜は W 愤。 

なお、3巧ルーマニ T で巧わ 
れる f ぶの真子巧よ姑下)は、 

:一：国が大地にお.揖われたわめ 
9月に延期 k れている。 


0を通リ r ダ主を記绍 
ソ 述の^ - 巧泰 ドイツ 


泉ドイツ削：—巧 


違 


スク .エ . ^ デン.の - ^ スイス 

デン マ— グけ—— ：3 ルーマニ了 

ス处イン ■け - U フランス 

ハン*カリ！ 扯 -化イスーブ王ル 

(ンがリ I K チ r 

西ドイツ W —— U ホ] ストリ了 

1>準が腿リーダ A 银 

ソ 連 お —— U デンマ ー タ 

ユ I ゴの - 抓スウエ ' r デン 

ソ 連 W —— 。ユ —ゴ 
スウ H 1デン如 IW ‘ デンマ]夕 

ユ ー •コ那- げ デンマーク 

y 厘 刘 —— ぶ スウエ[デン 
可 巧 Ba 

ハンが yfw (か) 3 スペイン 
西ドイツ；^(か)； 3 ポ ー ランド 
ボ！ランドお——のスペイン 
西ドイツげ——じ A ンポ y — 
"ンボ yr 如 巧' ボ tt ブン- ド 
スベイン如 —— け西ドイツ 

〔凄4ホ肉とも 1 踞1す敗の同 
單となり、语失点差で0(ンがリ 
t 啜スペイン風西ドイツ④ポ E ラ 
ンドの順 

1> 9 〜 W 泣決を戰予棉リ ー ダ A 間 
順化®チ^コ麼フタンス嚷ホ！又 
トリア風ホランダ 
V 巧 S 組 個 位®おドイツ③ル ー マ 
二了感タイス霞クウ S ] 卜〔京ド 
イツ X ル t マニ；/は 別 f 別) 

E >^:^〜别化み忠戦予脯 yl ダ A 抽 


昭位攻ノルウェ ー 涵モロッコ 
v 同 B ' 組順な®イスラてル⑤マ 
ダが K ホル感チュニジア(垂框 
披い U 別項 替搁) 

4 位にスペイン 

クウで—卜はけが 
VU * 姑決定戦 

モロッコ狀 I のマダガスみル 
イス-?エル 如 —— W ノルウ K I 

t>E • W 愤み发强 
ホランダ刘——クウ K ! 卜 
0 U 極‘決定鄉 
スイス别 I 巧才 I ストリア 

vn 

ル—マニ了端 — 邵 ブラ y ス 

〇日 ■W 化化を戦 
毕ドイツ到 ——叫チェコ 
V 7 • 8惊み定戦 


J 


£1?ぶ I 




7デシ マ . ^ 

1 7 


〇日 • 6搜お戟 

西ドィ互 w = i 惡气— 

£>3 ■ 4 なおを戦 

ュ I ゴ别 I リ_非) K ベ.イソ I ' 

▽1• 2植化を戰 
ソ連及げ：^ )21 ンが y 


チュニジ，しペナルティか 

イスラ H ル被拒む 

4 巧 n 日から-スウ -^1 デンで 抑 
かれていた第 I 同化牌ジュニ了與 
モ 遇を楠の 第6 3(4 月 日)、 巧 
>圳枯洗 お 挪予棉リーグ B 組にお 
まれていたチュニジア X ィスーブエ 
ル戦で、チュニジァがが戰拒巧す 
るという单件がおきた。 

1打？(国抵；： ソドボ—ル還盟。 
のま 催する 国 階ぶ会で、このよう 
な卜うブルは初めてといえ 、 IH 
F は事强を重窗、チ ュニジ 了にな 
也らかのペナルティが誦せられる 
惕捕.だ。 

日本滿を稱息觀では、戒尝など 
ではずまず、期贩つき巧堀博とも 
毒えられる.としているぶ、その 馬 
合ァブリふ諸封がどう枕.応するか 
ホきな問盛に苑畏ずることも患り 
偶るだけに、なり阵言を見守可て 
いる。 

ブカレストが乂々に擾滕 

? 男子ョ—ロッパが〜 
第 じ 回 HR 子ョ T ロッパ尤ブプの. 
化勝戦ステアウア■プカレスト ( 
ル—マニ了】 X 乎で X 力•モスク 

リ C V 辿)の試合は、 4 月 W 日 西 

ト ィツ■ドルトムントのウエズ '卜 
ファ—レンみ 1 ルに三千のファン 
を簾めてけわれ 、？；； Ig C 前半； 5 
. : To とい ク きわどい聯をでステ 
了ウア■ブホレストが勝ち、带 9 
同 (一九みセ)なぶ、 9 年ぶり2 


度目の潭勝を.挪った。 

动合は规诗どおりの大巧戳で、 
ステ了ウ T は前半5点差をつけた 
が、于^スみの.瑞妃單にあって援 
半 W 进同点ときれ、そのあ.と.は- 
遇一退、撲り5かすぎステ了ゥ T 
は•ヒルトランのこの： II 、819庶 
目のゴールで于エスカを輿きはな 
した。 

帖 AI •モスクワ勝つ 

-- 男すカップスー^ 
第2回男で 3— ロッパ•かップ 
ホブ•ホップス(ウイン'十]ズ- • 
カップ)徊決禪戦 MAI - モスタ 
ワ(ソ連〕 XSC •マ ダデブルダ〔 
東 ドイッ。 め就をは、 4巧 如 H 西 

ドイツ•ドルトムントのウェスト 

7ァ I レンホ T ルに五ずをこす擺 
燕を发めで巧わが、イリン、マ牛 
シモフち - 0モスクツが、ドライボ 
i ル、ゲルラッチらのマグデブル 
ダをげ— け (前半 9 17) で追け 
初煩腺した百 

〔今巧は「海化トピック Kj 化載〕 

来眷、西独ク日本梳をは西ド 
ラブま曰か イッの男子タラ 
ブ「リ]ベス • T f パンゲン」と 
ホずタタブ「 V な F ■マンハイム」 
が、来春 4 巧朵口をが單している 
ことを明尝らかにし、み地へ照な 
中である。 

男はリ]グ所虜だが、女子 
はを巧リ f ダ南地区で今季4愤の 
邸簾。 


— 11 — 










強化裘員会 


全国からの推せんで「ヤング黃こ 

幸田{男子)、極地(ホ乎)両強化部長も決定 


を目の她化委員会け、4月じ日 
5ぉ化日と2回の害.技を(强化部 
門のみ.〕を師き、辛田郛事の毋で 
鋪化部若、揣地理事の女子靖化部 
長正式就巧をふくむ要員会巧人事 
『ヤンダ全 R 本(男)」潭租など 
巧都ぶ針をが-お。 G 月3：!一のを国 
理ず会に摇巧ずるを目の男み強化 
コ—チと新ホシ3少ルチームか.リ 
スト 了ッブまでを完了した 。 (U 
次け猜單わ 

髓化娶貝をのスタッブ は、 本誌 
规端めとおり、聴化部巧と撼務部 


巧に疗かれ、このぅを強化部門は 
漉巧委眞長(常務驾是と，幸西 
横魅骑部提(挪事3さらにお加盟 
团阵の巧泰と y 本りーグかち. 1 累 
の 要員が遥りこまれて樹成されて 
いる。 

ーホ、摇務邵巧(事務抓織 J は 
これまでの お術現場 一本 やりの頂 
说姉化が萊を、能率的、多巧的に 
運行ずる曰的で設けをれ、撒巧委 
な長が、4ぶな来、幅補者を說得 
别揭の上さにまとめあがつわ- 
结で子！ム姐当(マえジザ（) 
と、 パディカル 
n ミテイ(トレ 
!ニンダ‘ ドク 
夕 は、6月 
巧口までに 決を 
される0 

発 萬さ.れお义 
タッブ めぅち-、 

お陋的马おみ就 
巧(申大化)は 

モント y ホ— ル 
■オリン ビック 
までか子ナシ3 
十 ルチ].ム監督 
を.つとめた 人。 


<>後は、これまでのキャリアを淸 
かし、絕賴 サィ P で活躍す る こと 
になる。 

活動方卦は、日本！への据化 
が日月ぶまでとあって、を面理事 
をでは事横帮も の形を 採るが、 こ 
の苗たり、 独立ををむち出した 新 
体制な をではの 動きだ。 

5月の委頁をでは、辛巧毋子、 
横地ホ f 而部長から、長細的な強 
化译制と、一巧した指導瑞输の梅 
立が強調され、男子は、が年度で' 
逆掘え ている 「ヤンダを口本」 の 
復馬をおぶに決をした。 

モ L て、「ヤン ダ余日本」のコ 
I チは、これまでめ よぅに"独な W 
した人遵 ではをく、 男で ホシ 3步 
A チ 1 ふ ■ n [ チンダスタツブの 
一人を ヤンダ皆 化とすることにを 
り、 骄强な人がの空用を中し 会わ 
せた。 

また、惡于については、従来 ど 
おり、 鋪批ホな|^ (陋則として^ 
ず城上)とするが、咎 碟道脾 鳥の 
高体連要具おとを国 A 学述 かを、 
〔，巧巧 H までに碼補遵手の 推せん 
をぅけ1そのあとでコ[チンダス 
ブソ 7 が遵を、縮成ずることとし 
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推せんにあたっては「鼻長邮& 
な上」を庸胖とし、これ城下◎運 
ホは、琼校擇子年で今彼挪畑お上 
になる巧能阳の者あるいは恃巽な 
な能をもつ者に販ることとした。 

独立をが髓.まった.强化委だが、 
施策の上でみ組概とラィンを杭び 
あえば、浮き上がりがきけら-れる 
を巧意がからもこの方針は評恤 
されていい。 

実業团、白衞隘の若手について 
は、それぞれの金區這盟から-おせ 
んを受け、高霉靴についでは巧め 
て概討することになろぅ。 

责子のャソダ編成についでも一 
部の萃員から酷咽があったが、相 
変らずトップクラスのま層がお 
く、高校の徳兼覃ホだけをリスト 
アップして活誦するのも課黯が多 
いため、当か見送りとさかお。 

茄3同强化委具を S . 口稍はホを 

強化姜員会首做の話 

唐辺窟寿重具長 *完を独ぶ"と 
いわれてを、まだまだ蜗步的な 
理锦を惜ることに時間がかかる 
あせらず、じっくりと.活動を遮 
めたい。 

麵化路親は瑶在の丸をどぅ今 
後に結びつけるかが主阵になる； 
来年のぜ萍遥手蹄(男女)—モス 
タワ ホリンピックまでで径班ら 
ず、とりあえずのゴ—ルを】化 
A 四年胸-^ ソビック(測相趙 


ホお) に駐 善たい。. 

をは もっ ばら、晒化体制の組 
瓣づくりにあたり、ナシ3ナル 
子—ムは男喊闽部長とコ ー子ン 
ダ スタッフにまかせるつもりだ 

独立を报おすには、辑金の哀 
けけ も-が 興で、強化垂員を巧に 
* 資金抵马，も置きたい。 

幸 田 まを 男子部長 强事に加った 
初お睦に重單なボストを委せら 
れ靑斤を 線 じている C 十シヨホ 
ル子1 ム0 巧動が がかに で， きる 
よう 賴い っばい猎丸する。 

十 シヨ‘ K ル、 ヤンダと も 現を 
はを尚 連盟のホを 借りているが 
将ホは、 ブロック 別に種則の峭 
をと リ もったヴ地城十 シヨ 中ル" 
を 造り、 * を口本*に轿びつ け 
るよう なシ.ス テムに したい。 

有單谴 手の発掘について が、 
コーチ禪だけにまかせず 駐口身 
もで きる限り 見で 追きたい。 

横地を昔女子部長み于の暗化青 
巧者が 組織 巧に贾 われる のは 初 
め V だを ろで、を巧が 巫い。 

当.闹 約曰德 は、 来年 U 月の胜 
巧谨を椎 だが、各チ ー ムと もみち 
思った よう だし、 全 3¢ 一 か 
ら W 時さなければなるまい。 

できれち来：一^月 竭 、ヨ— 
ロッ パ进辄 をむなって、経験を 
榻ませたい。 

こ.の蟲征には、国内み 于—ム 
のコ I 于から 辄専著を帯. って 同 
巧させて みたい。 
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専門委員会の人選進む 


口を瞄な活頸の中むを、これま 
で卿常鸦理爭会—理事会かを、各 
邱巧一蚕具をに醒畜かもるといさ新 
ホ W は、多くのを肖と姻掉を集め 
ながら、スタ J 卜鞭 2 か巧を强過 
したが、その成巧を捐る舍黃具な 
人畢は、急ピッ于で遇み、本誌^ 
巧り. (5 ぶ瑚日)までに、なのよ 
弓を決を ( I 部は巧霉をみた。 

.每要貫をは、日月からいよい上 
お格的な活動に入るが、向かに多 
くの課遇を.かかえでいるだけに〜 
どゆよぅな新しい施策、ぶがボ打 
ち出されるか、興嫌蔑い。 

なお重復している要民の調整や 
近加リ K トアップなどがこのあと 
行われることになっていぶ。 

福集委吕会スタッブ译6月 W 日 
に饰表され.る予を。 


昭おが • 年度日本協会専門 

重貝をち葱 


按術要県を 


1>委 眉 長 ホ 西武 
一二(班辜)、！ > 委貞 

お骗一 C 則事)、富を胡(即畢】 、ま 
禮1£化 湿造)、化が尚英(東化) 
山 n 吉裝が宿魅〕、 察が- 敏(臀 
棠)、浅郵巧廣(東海)、义拱田広 
れ (西 傲】、 楷厮担晚(巾国〕、お原 
達ま C 四国〕、今が幸 U 九州)、 藤 
厮消(を日本学連：一、乂野文地〔を 
鬥裔ホ述)、池の匙哉(を日ぶ実 
述〕"化川勇喜(告一向本あ聪昼遺 


普及指導要員を 


賴田慰搜(を 日本 自猜隙连い I 當 
昌で、 北井晴 化、 W 上整司、浅野 
紅 化，主ホ秀和、 郡 垣酿屋(な'よ 
本部 掘 せん：！ 

v 委 貿長聯 
黄尖(理事】 

t > 妻な 进廓鍾 奴 (理事)、を藤爾 
ぶ(驰些}、 A 巫樞英治(北海道】、 
銷谷燕 明(愚化}、 大巧文跟(化 信 
城】、高橋 除夫(倒 素.)、岡田 お隙 
(志 池 y 山中ぶ芝晌 G 也幾； r 鉛江 
昭ホ {中国〕、 酒ホ谓 (凹南}、 秀戸 
ず 1 C 九州)、山み 费ぶ (を 日本單 
是•理章〕、 を井勝姐(を 国 商 ホ 
讓) 、福 ホ貼(を日本 窠連】、岛田 
巧 1 1 C を U 本教 .職 眞遵； T 室川 正 お 
(を 日 乎： m 前陳 逸)、 平岡赛摧 、水 
上 一、萬呼 社也(なよ本部推せん) 

r 葡 ilwW ! マ — 畏—抽 
rii. 光 違寧、競な 妾 

昌会巧 当常禪理事】！>華な聴 山 
八邵(巧 事)、清水正 < 理事)、澗巧 
寶：卖北海道)、 出利 架 歳 北)、が 
賴雅ぶ C お！： 淸水正(脚景•理 
事)、節 木城晝偏〕、岡本 裏が這 
觀 y 楠 一尸 棘 化 (中国)、 河本武央 
(凹国〕， R 財陣(おが)、 藤 山信瓷 
(全日木 学述】、中 削靴 一 (を国高 
体 連)、 近 藤 金 博 (全日ぶ 卖 連〕、 

福ホ正 新(全日ぶ 自衝隙連) 

▼ルール研を姜員を岡前義春、 

大塚ぶ推 •、が 野辄ま、上义巧盛な 
姐利通、原稻错、化中挫一、島田 


I を画要買会 


，お琢垂貝を 


夏一 r 

覽善 IV 要^馨雨 

厂，' ...一一-一(常務迎责、 
可娶《鴨地重ち理幸)、哥出日 
呂華(理毕、国巧事務沾当)、の中 
秀夫(理事 y 背木撤ホ(本部おせ 

んじ 

I !>姜岛長山巧哲 
-趙(理幸) y 塞貝 
ちが山摇沿(端爭)、入な魄 一 ( 刷 
爭}、撼智武(拙爭)、高搞種ち(理 
ま)、棠置话一、錦大丄如】、手叫光 
山 U 觀、楠巧誠〔な上.早邵推せん〕 
マ委員長な山が 
巧(常務辄爭〕> 
妻ぉ御ぉお興理爭〕、中が壹ま 
〔规寧)、龙島活(..理事-兼会計担 
马逊事〕 

當削蜜査姜も決まる 

U ぶ陆なは、晒和巧、閲年度の 
曰本補会鞋觸毒显霎具会の A ンバ 
t を'なのように決め、節表した。 

入江礙 I 、お雖設、燕田八邱、 
鳴の新太耶 

記を巧事はじ月か 

H 本滿会は、来年2巧2りに劍 
ぶ抓周年を迎えるが、嶋而新太邵 
理孝を要眞長とずる記念巧畢垂层 
海は、同畔畑が、扉于の姐棘谭ホ 
檐(デン了！ダ〕.と重なぶととな 
どもあって、詔な巧事を今冬に月 
む黄の圃を曰木給合遇を権(葦忍 
時忙頸くことを檢試している。 


荒川理事長、要職重なる 

韋きに 口本；！^挪事、 JOC ( 

日本オリンビック妻)常巧雲具に 
選化きれた R 本協告•荒 川 清美踊 
奉提は、をの较さらに日本掉梳 の 
嚴お力が上委員、国ホ委巧、国民 
スポ t ツ委扫に邁任された。 

いずれも、国巧了マ于ュ TK ポ 
—ツおの.. 廣ホ端にある發驟。 

高体遭、条件つまで「共惟」 

高お選をハンドボ—ル 
を 国荷体述は、 5 巧對口 輩がで 
お韦会を開量、 さきに 请か年運載 
緩技 中を 述絡協 譲 会でホ認きれた 
高校生対泉巧ぶ-のぅち1 nx 本 ハン 
ドボー ル搞会企 雨に 上る「な 1回 
岛 校远扳 ハン ドボ T ル大を J (巧 
年3ぶ那 >那 S ‘名古屋) めを溢 
共谐について甚譲、「この 大会め 
ための ず遇を ブロック、 膊 とも 關 
かない」 「辜疵ぶに 経 齊のお 担を 
かけをい」などを 条が として 碟認 
した。 

〔を}いわゆる 商 校選抜大会は、 

風化バレ]ボール、バスケ ブトボ 
E ルな' ど巧髓段がだわれて いるが 
このぅち、全阔高お連がを璋お惟 
しているのは0補な。 ハンド ポー 
ルは リを目の申請だった。 

最近の理^ f では、愚拔太をの 
乱立に ブ レ—キをかける発宫が目 
立ち、ハンドボ—ルは、，での颗中 
にとびこん だ 感じで，が带条件を 


ずることがとれまでになく、强く 
念巧しされた。 

で遥をについては、新人戟など 
をけ巧すおぼ熙決できるが、摧贊 
について战、6月3日の全国細き 
会で*姑带。がこぅじら-れよぅ。 
いまのとこる、疏黄負担が暇度と 
みられ口 本 隨会财政とのからみで 
潤强は多い。 

海上下総が 3邊勝 

全日本自窗隊選手お 

雜9回を日本自衛陳選手楠は5 
另^^日からの日までの4口閒、お 
嚴 ■ 觸お体巧航に全国からおチー 
ムが赛施して關かれた。 

前年の成掃によるシ—ドに于— 
ムおかめ巧チ—ム担よってまず予 
遇卜 t 少メント、そかあと化チ] 
ふの巧勝卜！ナメントが'争われた 
が、決聴は 3 牟つづ巧て海上 下 鉛 
(千燕) X 聯田 C 萊城)の顏合が、下 
紹が H I ス平野 C を円本)の活曜で 
が一化とげ勝， 3 稱 4 が日め 
瘦熙を帥っお。 

3凹日を迎えな少年の部は武山 
少年枚 C 种杂川)がを曲垃 
ホ f 擊糕種島)を WI 6 で 
破り2年ぶ氏2度司 

女子 H キシビジョンは、 3 チ— 
ムのリ ー ダ騰で、 S 楠麻等看證学 
照(率が)が勝った。(詳報か号) 
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百本補をのクイ！タボイントは 
企刚力'、事業力かをしをである。 

審判雲が比較的ヒットをとげし 
ているのが目立つ賴度で、あ-とは 
毕的にい.っで、旧来李業のをを時 
おり.街り-かえる.ぐらいのも妃だ。 

もっとを、こ か數年は ホリン ピ 
ック捕用で迫いぎくをれ、が邪で 
もまれを贿室試なまで行わされる 
ハ^にをったが、そぅ何時までも 
ホリンゼックだけで巧おきせてい 
るわけにはいくまい。 

日本リ i グにしてち、全国中学 
を火をにしても、靑0補披透提大 
舎にしても、地醋故邪の：をと、あ 
とを近ったもめで、斯辭きにかけ 
る 0 

我が身を知った樓里さ、と一歩. 

ゆずっても、今後は、アッと盛く 

よぅな屯脚を考え、藥巧に移して 

もらいたいと駐さ" 

驰髓している事業の傑点瑜もも 
をろんお要だが、なかでも、積極 
的な樂勢が持望され V 」いるのは、 
覇瞧寧巽め活発化でぉ-る。 

ミユン A ン■オリンビックの型 
年、 ホノ ダルチ—ムのユ 3 ゴを巧 
いで、それこを了ッといわせ、つ 
づく仙年の東ドイッお轉では、を 
日本戟4試をがテレビ電波に町る 
など、いいム—ドだったのだが、 
後雖ボ雄切れた。 

ョ！ ロ ッバのトプブクラプによ 
る骄シ ー ゴン邮带齒渡試合も、を 
韩による交通寧情の不ぞで、今年 


から.姿をおしでしまい、期待され 
た今秋の y 迹戦もお流れのようだ 
(ついでながらいえば、ソ連戦の 
深近いは、もさをろそるよしたほ 
うがぃぃ。 

たしかに、巧典すリンピック優 
勝という看破の赃却はおてがおい 
が、地年ごろからおをぶ渉をつづ 
け、ハ本 をれ ているのは，巧手城 
に、あまり栽志がないかをではな 
いのか。 

待に、今年など、巧象では，ど 
わん.場で丰ヤン.セルとけ-、こ5 
なると化替闺を禪すこ.とさ.吏雌し 
く各地で，せ？かく禮保した会骄 


が遊んでしまうことにをる。〕 

これまでの日本疏を巧国際爭葉 
は、すバて受け身で岩った.混に間 
摆があるリ 

口本が来で欲しいという楓きか 
けを京した挪はまれで、たいでい 
は、相手側0来たい、という臺お 
にをわせたを裝が旁い。 

強化サィドなどでは、呼びたい 
巧、行きたい国のリストさえあ-る 
をうだが、とても案現はムリでし 
ようとあ-きら-めている。 

フアンにとっても’見たい巧、 
ぶたいクラブはあるわけで、湧、氷 


裴晶 C 投岛)が、 ョ I ロツバで活躍 
したなどと聞くと、いつそぅヨ！ 
ロツバのトツプタラスを招いて奴 
しくなる。 

こちをから-の呼びかけとをると 
掛 A 百が円といわれる口本をでの 
前を普ぉなおしをけれだなら-ず、 
を地の-分狙金などが增える.といぅ 
問强がをじるが、だからといづて 
キヤダチブい I ズにをしいチ}ム 
とのぶ流で、お祟を化ごしでいで 
.は、新しいア y ンの開拒など、と 
て，もできない。 

日本 Q C ソドボ ー ル陆、たしか 
に、ひとこるに比べれば、知あ度 


もあが「たし、理避もされて含を 
しかし，それは、强巧巧でこそ 
#大取麗"であっても、外硬かを 
すれな、单なるリンタテップにす 
ぎず、場合によ「ては、ごく常識 
的なことにしかすぎないな 

ここらあたりめギャップを1日 
本瞄会八王体が、気づいていないと 
日本のパンドボールは、ハンドポ 
J ル祥だけのものに.おちこんだま 
ま終ってしまウだ.ろろ。 

今をは1いっそう< ンドボ]ル 
を一おが民の中へ被けこませてい 
くことに1八王^ををげるべきだ。 


そ私には、国憾試ををふやして 
新しい愛好者む-日を向けきせるの 
が近道だし，トップ幅の强化にも 
つながる。 

やりように上っては、財源硝化 
忆もなろう。 

鹿 W 凰哥長のいうように、風お 
W 年制は-近雅摄掘，であ 
った。 

だが、これからの、いわゆる嵩 
2発坡勘の胜竭は、必ずしも關け 
てはいない。 

むしろ、ず詰り.なを41^さえぶ り 
よほど、が 商、 事業西で新しい捣 
媪をれち山さないと，-お 、 H ぶ 
協会はピンチに立たされる庶啦さ 
え否.ると思うな 

荒 W 观事おは、この愤機感を感 
じと「ているのである。 

それだからこを、蚕貝を制度と 
いう思い巧った1改おを巧ない 
を要員会の巧謝を、これまでとは 
比べものになら-ぬはど「目出にし 
た」のだし、あえて."證2発展裡 
という凿待をこめた表驳を巧いた 
のだろゥ。 

ここにをけた闊際串装の活窠化 
はほんの一例だが、斩しい7了ン 
新しい愛が省をどう增していくか 
それにはがをしたらよいめか 一, 

新しいスタ I 卜ぶ前に、 R 本 ( 
ンドポ t ル巧が摇討議してよいテ 
I マであ-る。今 巧 殺員の靑巧は毛 

、 a 

V 


—— 新しいスタ I 卜を前に 感^^—— 

国際事業の活発化と新企画を 
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徙来晒全国逊宰会と同じで.ぁって 
も、お凰毒.の-譲說は、昔巧に里打 
ちされお活き活きとしたぉのとな 
ぃ‘、おい导巧要#似-妻加で搔泄者 
を養成す-ることもできます。 

撼務委巧をは、專單部門に対し 
サ t ビズを描邮する一ぶ、ハンド 
ボ E ル野巧ホの息見を吸胁しこれ 
を企阿識超し、実けに移ずた：めに 
か.々ぅィンォ]バ]することがあ 
るかも，邸れまホんが、これも C ン. 
ドボールを魁うが故でずから.、そ 
のなは丈日にぶでいただき化い。 
大巧武兰な郁要員長-ハンドボ E 


なぅている、といク鮮党が飼内に 
をりはしないか。 

离の画-円のを端振を新しい化術 
霉の使命として巧力したい。 
胁恣ま普を指導要具長•懸案の「 
を国夕ぅプ大会」好実期が遅れ、 
そめ饒に岐阜械会や静岡橘尝のを 
陋ホるクラブ大舎が巧われる.よぅ 
になった。むしろこの傾阿を巧が 
しょい栽味で奋.地にクラブ大をを 
ザ乱立*できたらと考えでいる。 

各大会が、それぞれなををなち 
出すようになれば、夕うブ倒もが 
塌大をを遇おし、すがて「を同ク 


斬しいスタ—卜を前に®， 


各雲員廣に抱負を聞く 


お藤柿光競技雲貝長兼專判妻員長 
碧判界 の军藥 としでは、 を手黃 
棘、 人が 货 掘を 目时 忙した 「JH 

A レブエリー过]ス」 妇閒設 で、 

j 通り 巧 ものが 化 觸っち 
今藉 は、 が争業の 内轉ぶ案を 屯 
がけたい。 

組觸 的にも形は 整 「をが.、 巧容 
而では 乎 S ツクしなければならむ 
那遜も あり、ず蟲 は、甚樞 潮から 
缩展 畑への境に なろぅ々 

また、 了ジア 嫌がの 帷立 にょっ 
て、 ■了ジ了を レフみ yl " 0 レ 
ベル アップにも、 U 本が中ムとを 
りつくしたい。 

それが、口 去人を判 的を悄邱の 

舞 おへ、 といぅ 愤輔違 成につをボ 

ると 思 5。 

私 欄人は、競技要員長と 妇羞巧 
にな 『おが、 新機揣 への 顿り持え 
が念だった ため、 普聊委の バトン 
タツ于ができなかった。 

斑 技要 貝 令は、み要目お だけで 
悼を く •競我系3部のを理專 - C 9 
名}で擁成するヴもじで ある。 

張舞は、 ず商す る 巧：もちるをで 
巧期中に帯利ま具おの ポストを 引 
き概ぐよさ.になるかもしれ ない。 
大轉を-货お垂具長■今 f の 巧 
本揣会の機靖な苹は執行体制の碰 
化にありました。邸化、瑞技、臨 
務 等の 毒貝会に邵来の 巧 婿理卓尝 
の-権殺を大幅に養譲するととも U 
お要員を祈操の抵当趾事にその職 
なをか掌させる。をのメンバ—は 


ルををを脚に誘めら-かるスポ]ッ 
にしたい。 

今め： n 本のハンドボ！ルほ、関 
傑蔚だけのスポーッだ。 

勤含のある盘律に富んだ K ポ 
!ッとして、盛動を党えるょうな 

K ポ—ッにしをければ、ハンドボ 
1ルは、いつまでも、この.まま'だ 
ろう。 

::ンドボ—ルとはなんだ、とい 
うことを撒関誌などで濟 k 时に弼 
輯したいし、プレイヤ]©モラル 
向上にもつとめる。 

ホ リン ピック定着がをのまま、 
目本のハンドポ！ルがの発狼にも 


タブ大会」を-なんの'鬧念も.なく閲 
せる*たろさ。 

媒宿で就みを顿の寒い*は 
载加驻おををしわが、提面それほ 
兩げち現象ともい克る。. 2年目の 
企國が課題となろう。 

第 3 41曜の歇は、全同一奔にこ 
のよさな瞄しを、という邸.规の実 
現にも、是非立ち椅かいたいと思 
う0だが——り 

島田清をお覆妻員居’予算編成を 
くして事業計画成り化たず。普か 
なサ爵なくしては裤き聖ごとしを 
事業祐動は成し巧ない。黨かな予 
算を得るには—。幸い先巧焉の'巧 


みにより莊盤は施化されでいる. の 
だから-、それにプレッシュでアト 
ラクティヴな企画、直伝を持；っで 
すれだ必ず達成出来る"お体稍に 
な苹顧なる U 本り[ダの酣禪もそ 
の j つでおるが、国化よりの強黄 
チ E ムを超き慰突熟戦をお梢し、 
施固をる八ンドポ t ル了でンを鶴 
疲するのもークの方な。また人気 
をるぶ 単 yl グの强化 P 巧れにし 
てもな飄若、ジ*[4^リストの销 
尤な協力と援助なくし一しは山来巧 
ぬ事。をい裏山苗告おを切に得た 
今口、端な踐员始めハン4トボ[ル 
マンの男気ある前遣を期待ずる。 
フレッシュ了ンド了トラクティが 
そしで善を行るに寅化れ奇 
度井秀|【|画際渉か要員畏•粗悼ョ 
I ロッパ詣国の案情をぶるに〇げ 
感ずることは、トップの強化はた 
だナシ3ナル子 I ムの強化だけで 
堪独で碧成できるめではなく、を 
の-尚田長いハンドボ—ルの歴ぶと 
惜くてレベルの高い鼎な人口に式 
えられた站果としで、蹄力な少シ 
ョホル于—ムが半：れて尝でいると 
いぅことを実感として磕じている. 

々年はハンドボーか隨会創ホが 
周年になるが、こぅした意味に於 
てち相厨.年を一つの§としで、 
新しい時けへ R 本のハンドボール 
が成畏しで巧くよさを力して巧き 
たいとなじている。 

山田哲雄企画雲頁浸•を協な事巢 
に関する誠査•企画•なお•調整 


および実砲といぅか野を担当する 
ことにをる.ボ、地方掘お、各加盟 
尚沁等と0逼縮を巫にし、又陆力 
を碑ぎ各事業連営め巧滑化と涕嚴 
を計る。まを舰词年協会創立記念 
巧事妻口なと撼力し同行事の企邮 
逊常に当る。新しい事盤の顆発に 
ついてもが源码な瞬靖もなめ、ハ 
ンドボ！ル巧の.発展に向けで廚し 
いァィデ T をにく募り壳分な髓計 
を.し適大の努力をしてゆ壹たい。 
窩巧日呂黃国内事詔妻具長' いろ 
いろな化抓に応じた適巧な判断と 
正懦な罪巧山を必棠とする部門な 
ので、はたして十分に朽さことが 
化来るのか、む.おしておりまず。を 
裏なをとの違撫をょくとり、事務 
鼠0擁巧と一がとなって、廊会の 
事镇が円滑に進むよ.ぅに、かがけで 
巧きたいと魁います。さし当り、 
外固チ I ムの来口に隙しての日本 
紹なめ.マニュ了ルゴくりをすがけ. 
で行きをいと思っております。 
ホ峭浩会計担当娶見長，； S 午捉は 
一般尝尉にお干の罵字を上げるこ 
とができ、.感謝しております。し 
かしホ y ンピプク趣日のお着によ 
り.内外め梢をは大いに葬貌し、本 
年嗤は国の接触は増加し、国 
巧の昔见豬段にげいをぶ面ょりの 
要望は m 巧しに商まって、モの対 
萊赏の增加はぶ至であります々こ 
の為会計が則においても、長期的 
科学的に計画をおて、を理宰業め 
遂巧をの滞にすべく巧力しまず。 


— 1日一 








全国教員養成大学研櫃会 

「技術研修」と r 摘導法」じ分ける 


日本協なは、このほどず基8月 
拍日からが日まで来おで闡く「帶 
4回を鬧敦員黄成大ザハンドボ！ 
ル研核会」の蚕項を発衆した。 

今年度から研修 ri I スを「な皆 
と『損雜法」の二つにかけて 蒂础 
者を寡る めが 大きな辖色。 

『段術邮皆コース」への章加は 
骄则として7/化をのチ]ム早か 
「指辜法研偃コ] K 」 への娶加は 
個人で杉ょい。 

奉加巧描は阿がどおり、を圏の 

国 &お贵め教巧赛成‘太單(ザ部も 

をむ】.の男ホ 学 化とをっている。 

〇 ……全国教員善がホ ：.：. つ 
C 學研修会要項 C 

!>主他、日本 C ンドボ t ル協を！> 
度援文部省泉蔚「ホリ 
ンにック記念青共ず撼ムロ 4-ソタ t 
」V 规妇 8 巧の一日马彻 4 
日)1>套加人員「藉妍幢コー 
K 」 「掉尊を研捏コース」なわせ 
て約百る"ホしこみがを員になり 
しだい/切られるが、地方大單あ 
び新しく技成きれをチームが搜先 
される V 参加申しこみ、 y 巧3目 
までに所をの曲紙(串しこみ青} 
で U ネハンドボ t ル城をあて。 

り東な都お谷区1の1の 1 V 経智 
辜施料としで i 人四千巧：。中しこ 
み時に：：！本师をへ現金哥留で納入 


する こと。 ( S 巧の日な， 食〜抓！！！ 
朝を瓜びが巧背は U 本瞄 なが 全額 
も航。まを、旅背の一部4 円本 協 
なが 補助.) .V お 導 者口車撼会满 
故 葦 具 会をび 強化一軍員舍。 

0* ‘！‘研幢すを課自‘： ：6 
◊お 街 研を3 EK •基本お 補、 晦 


巧技栖、おみトレ11!ング、摇を 
拔術、帯剌技精、ゲ]ム。 

ぐ指導を研惶コース—益本な術、 
楠導第一〜單お城階、括削な極—， 

このほか两コースとも帶演、請 

議など。 


静岡で全国クラブ大会扔 S 巧 

ぁなたのチ1ムもぜひ； 


静岡搞 会は 日ぶ廊会苦及指禪委 
口 会の夕ーブブが带 と タィアップし 
て巧 I 巧を巧ブ タブ 大会(巧 ホ) 
を顆惟することにな. り、 このはど 
その 要項を靖 表した。 

地方柿を によるを 国 戚觀のクラ 
ブおなは、が年£3 卓撼ながホ 
モの卜！ナ-^ントをを惟したのに 
つづき2鹿^。 

静岡大をは、初めて舆子め邵が 
設けられ、クラブの実增をちえた 
K ヶジュ{ルなど房、むをもってい 
る & また、者加于—ムは 荒 制お巧 
梅 者1をを 问 ちきせ ゐといぅ 罰し 
い試みが.採られるのは 法：！：： してよ 

> J 

なお、靜岡瞄会は、ホな題巧の 
館 哉を，本誌のこの記を‘かもつて 
ちえるとしており.全.网関保者め 


が想を爾巢委からもお轉いしまず 
申しこみ巧紙ほ、本誌最粹頁に 
刷り こん でありますので-こ利巧. ド 
さい。 

3 を 国 クラブハンド_ 3 

C …，； ボール 餘岡太今.：. ：〇 

ち 耶责海(ンドボール協を 可 
を證曰本 A ンドボ！ル防な、靜 
岡県体奇協会•醉岡 新 間を可ち皆 
带岡摇ハンドボール蔚会 v 巧日 
昭和班年 7 巧が(丄-1)，の 2 
日悄哥会お靜岡す岛体肯酷、静 
翻^留罕箫体育縮 V 泰加贸化 W 各 
邵遵耐県協会が推せんしたテ ー ム 
風晒巧の年度 日 木協なに登録した 
チ—ム、がを日本学連1を日本教 
職員違、を日本自衛隊連、を日本 
実述にを錄しわ于—ム腺が個人は 
参加できない V 韋化チームな、男 


子の部： 5 于（ム，ホ子の部8チ— 
ム C 1 チーム監督•遵ず 化 名な巧〕 
V 泰加申しこみ朋洞、 b 巧 S 日か 
ら 6 月 如 日まで受けつけ E > ホしこ 
みが、静岡膳清水 f 葉町 1 が地 
•淸氷市立商巢時校肉、ぉ游畜巧 
次鬼 (〒桃。 電話 0 五凹ち一閒1 
五 III A 八) V 娶加料1チーム五 
千円(申しこみ普と 同 掃に執入し 
て下さい) Y 牺泊料1人 I 拍二 
曾巧ず巧〔稍金、サ—ビス料金こ 
み) 可 翼彰優聴チームに语腿肺 
と個人韩、準按碟チ]ムに準搜隣 
祗と個人戰巧滿章 W 第1拭合の閱 
拖時剖を7巧 W yE でとしますの 
で関祟、化陸、湖，曲、巾 国 地域で 
も前 R ‘栖沿しなくてち-替加できま 
寸"。閒 毋モ1 回觀 2試合の4チ— 
ムはつとめて‘ぶ¥同±のが—ドと 
します。排組合せの法定はホ梢者 
が朽い、號技 R 摩などは亩加チ ー 
ムの責巧者に遥知します。姐参加 
チ I ムは晋判を資棘者を 1 名(監 
霄遥于でも巧〕を同むきせで下さ 
い。が障(腰一幸のを急処盟はち背 
若で巧いまサが、じ法の寅斤は負 

いません 口 

を国高尊は8:11::^3日かを 

日ネ喃会は-日程.が東を0まま 
だった菊4回去国高巧遇手植を8 
月站 A から日までの3良間科 田 
幅をホ肯館、秋 巧 かながを怖で陆 
くと酱虽した。参加は姐域推せん 
のが卜段、申しこみ/切りは 7 巧如 
P である' 
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日韓交流を日本学を巧表 


固 眞藤拉 
監督 藤原 

紹 お づが1 
蹄.斤箭判員お巧 
男子コーチ大西 
み子 コーチ 壓辱 
マネジャー松下 


。没 具〜 

博(がか)全目本学迹会尉術 
街り日)日ホ大女モ協督 
- 要ち巧日）を R 本 ザ.迹理畢 
妄助が日）プ L 州学連理爭 
お三（日 1) 筑波大監皆 
J て一巧の武库川太大蹈俘 
おお (21) 中大4年 


，ネジャー祕延皇±で巧り口木去体太4竿 


〜運手 （〇 巧觀すはを年)‘ 

调子〕 

- GK 次她孝に巧 太卿 

韵波雅人ピ强 波感）が4 
- FPO 洞ヶ願直幸（早稍 m ®) 181 
北をまこと[早輔田盛）170 
新ホ m 哥り] ぶ逆) W 0 

〇握呀 
〇 次匯 
〇 臟墙 
0 ホ縣 


覆を中 头煎 
掛雄（日 #勘 
义徘（:荡 应風) 
靖ホ（お都茜太®) 


木下褲义（大股経太盛) 


化お m 絳岡碧高 
'"‘富山職 
なで川窩 
桌村山商 
晚韶肩^斗爲 
熊.本巧牺 
を野：!: 
慶応お 
並顆高 
こ訓商 
U 加 商 


17 fr 
1徘 
!7日 
183 
178 
180 


お々木 ft 岩（東北孚齡 J ) 1の化を巧莱補 
白ホ正彦饼 敗風）17日池山高 


〔女刊 
* G 狂 


休逐） 

ホ®) 

半®) 

坤頌) 


ホ森辛子扣 
堀田ル玻モ ty 
FP 癖み y 化子巧 
寺居真細子（日 
森 與子（日 
ち晋邮かほ 
恒パ I 麗（武帝川ホ强） 

盛モ（武居川み®) 

晴萬（助即协愈 ） _ . _ 

愚子（鬼み伴®)1日5 山®ホ尚 • 
迎モ C 最古乐颂 ） 1那就紫ホ単跨1 
通化（中 巧踏） 15 S 粉間商 

藉产ホお子（既 波風)巧7 扼赤ぶ高 

姑藤みどり （大 飯が太盛）153 岐阜葡 

男子 〇 印はず寿め 肚 巧■ザを遵ホ崔巧;梁 


祸島 
今井 
甲裝 
W 疵 
今木 


お®) ^33 岡が院楠未 I 瑞 
体®) 161 有磯— 高 
'— t — 明槪商 
を原商 
二本お高 
を都稍牵ホ高 
巧郎商藏お 
挣ホ十商 
大お高 


164 
167 
1加' 
1丘6 
166 
1阳 
166 


乗鞍(岐阜)で少年団キャンプ 


披阜協をは、今夏も B 巧4 日 か 
ら 6 111 までの 3:1 問、 高山ホの 「 
圏 立乘鞍背年の家」で全間スポ— 
ッ (； ンドポ t ル心か，年阿な致会 
古關くと濟表したり 

この催しは、昨年初がて試をを 
れ、愛姑、岐阜屏下からみつの K 
ポ]ッか年囲、(ンドボ！ル少年 
固からお兄も合わせて 側 あボ参姑 
を同練留や室内避載、，班颖ゲーム 
などを巧って多くのお幾をょんだ 
ものである0 

参観した蹄爱ホ向本姑を埋爭 ( 
昔 及指導姜旨：*0や普双關保者な 
どから-、献鲜的な孕巢とすること 


が嬰望され、帖阜協会ではこのは 
ど、ず夏、疆2固火会を聞-脂する 
ことに法めた。 

G 月 SH ごろ取巧が発遇され、 
G 巧ホロ^切りめ予定だが、期日 
は8乃4、5、6 Q 3 U 間、会墙 
は、前年と间じ窩山巧「国也乗轉 
の靡」。閑が悼荷航なども新 
たに远成してお.り、すでに帖阜祕 
会で比础名分のホ約をずませでい 
る。り下據に関搞記争 

女すクラブ大食も 

r キフ■カップ」と銘げらホ子 
クラブに よる 初の今国大会として 


ホ年に月、話湿をまいをを同み子 
ブラブ遵ホ権大会转璋大会が、今 
年もじ月化口被草市の祕巧県 
巧体育輔で巧われる。 

替加于^^ムは、を巧リブロッタ 
理爭長から销せんきれわ日チ—ム 
と招待 S チ t ムのをわせで巧チ] 
ムで、今年から肢者卜—ナメント 
もがわれるずを W 下補に関保記爭 

すでに6割強が納入 

即、引年度組綠協力お 

日本協会率热损は、こめほど晒 
和別決算をまとめたが、前、 
^?51^|^にまたがつで拙入ををめら 
れていた「祖赖瞄 A を」柳で円 C 
I 邵遵府県協4巧での：1のうち、 
昨末までに娜お w (姑％)が 


払いこまれ了い る、 と带表した。 

r 视負協力金」などとをわををホ 
納結滿は时扣お 円 だが、新年度 ( 
d 巧 故降)に入金しているものも 
をく、ず！^巧には满額納入され 
る見进しである。 

初の害員に中お重夫 ft 

日本ユニバシア—ド姜 

g 本ユニパ シア E ド妻巧無 了 
US 丘；} は 4 月お円棠をで会4气 
準加毁販いの学識經驗要賓として 
を 日本 ザをハンドボ：ル連盛理事 
長* 中 沢軍夫'巧【お」術工大 山、日 
本随会埋を)を遷圧した。 

を日本学述は、かおでから-口本 
協会を 通じ、同委 への加城をホ請 
していたもの。 

中沢雷員の話 ハンドポールは 
ユニ.ハシ了—ドかもはなれ、が独 
の 世 巧が を 選手棺を顆いでいを。 

欧が备国は現行ま挣が圧例的だ 
が、日本はュニバシア I ド加入が 
望ましい。 


「第2回を国スポ t ッ(八 
ンドボ！ル}か年团裝缺会乗 
觀加ぶを」と.「の年度全国ホ 
でクラブ選キ藉岐阜大を/ギ 
フ击ップ^」 についてのお 問 
をわせは歧阜県削超ホ巧鼻町 
大巧、羽島窩^|^チ校内「趣阜 
帖ハンドボ！ル協な爭瓷| 
神田竜情」巧あ.て。鄂班番巧 

五 Q 1 i ハニ 


これまでは、 それを 郭議 しとぅ 
にも ル— 卜がな かった が、今後は 
がををて JusB から極きかけて 
もを ゥょク にしたい 0 

日月け曰にを国環事会 

自本協会は、6巧巧！；！：午前 W 轉 
から、新重初のを國理录会を亲 
を渋がの岸記念を体靑を姑で聞く 
ことに決めた。 

新 4 v シ q ‘ナル チ—ム め n I チン 
ダ スタッフと 男女歲ホが頭表され 
るず定 だ。 


^:=日から日韓学生交流郎をの選 


を日本ザ連は 日 ぉ口 B から别日 
まで韓 W 警弛で 巧 わおる银 U 巧 ( 
ホで邦6间) n 稱孚主交流に出場 
ずるを目本孚生巧寒于 t ム(韻が 
擠团長ら拽厨8、項_ホ還手^^^1:5) 
を上指めように決め発我した。 

一行は6月； 5 日午前 W 時抑か羽 
のを灌濟、规日午を3特如を帰国 


手団 送る 

(羽山〕の予お。 

過去の通算成績は男一^が日本測 
のが戰那撒3かじ被(ぅち U 人制 
6峨6披〕、み子が R 本測のが概 
了 腿1かの般。女子は巧年の交流 
で日本チ ー ムが^遇敗 (4 戟)し 
ており、今回の成殺にを目が集つ 
ているゥ 
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- を日本実業団女:モ遲お - 

邸長近燕金博 (42) 

監暂白特邦描がの 
手 

GK 衙山本福巧 <プラザーエ業）化 4 cm 
啜北山加化子（立ち電搬 ） 1が- 
FP 破育藤ゆ章子（日木ビクター ） i 己5；1) 
⑩か島和子（日本ビタター)1ぉ帅 


M 1) 


重 


1日(切る 
160(1) 
スコ〕 161{1<}) 

X コ弓159 


城が口律子（おお 
® 械山祐男子 C 東を 
©韩木洋子くジャ 
思林' 節子げ* 

適み并マ子子（.目化 
@晴|1|節子（日立 
感廊を '牌子（大瞬 
® ホ場が宁は峭 
醇池淵酸を く 立：ちで™ -- ，-广, 
感中川しげみ t ブラボーエ恶つ1扫地) 
颇报水みよ子（宗ゴヒムネカタ） けが 己) 
感宮本啓了，<大和敏巧） 1が • 

I 〇 巧数字は.今回の背甫巧 
I を欄 （ ） A 数字は今阿の通難揖点 


垢中:）1加抽 
祐よ）1柄城 
毒気）161 • 
帘致）1做閒 
電機) 160(1) 


日本（実業団選抜） 

1隙にとどまる 

意欲おす韓国女子お 


曰韓女子社会人交流 


白神邦摧監督の 
顆 S 木は若い遇 
手が多く、勝負ど 
ころで。、.スがをつ 
た。 

禅国型の力も" 
着事におがぅでお 
り 、"いででも聴 
てる*相車ではな 
くなって.きていを 
しかし，日ホの 
少ショ少ルをら-は 
間遇はないと思さ 


丸山持巧、連改救*つ 
靑3戦■出州；丄等との試.をが3 
円午儀4時から淸师阵巧抓で巧わ 
れた。害蝴 U 韓辣猩、お英融、罰 
衆り約五ート 

全日本実3、日一"日一じぃ.む：： T 占 吾 
辈団袋抜 11 目17 J ム，ムがゴ尊 

昭〇 〇 〇 〇扫1。】〇 〇 〇 21 I じ 
の島子縣隔姫福玉順錦寧竜敏 I 
糾滋嶺明京お順承巧黃适南京 
拙具李葦ぶ李嚴お寅剔李をお 


* ■ 、 f 
及 

• G 


P 

F 


均夺1 口水導本井山‘：： gw 本 
巧. 昧 
t 山丸が淸火鈴山拙みホ宮 
稱〇 03 il 1100ら〇〇 だ 

幻. ：：：.昨年、日本の学もが完拱し 
を边舰 H 卑、日本でいう姐 A で苗 
る。 

日掉商段交流で留橘者のちをま 
かせた辜巧啦「胁弧).、洪承玉(鹏 


0 ‘ 一ら-が遲巧、華がさらに絡さを 
加え G ゴー ル. を奪った。 

酣ザは、たがいに化ブレ— が 多 
くチャンスを逃し.でいたが、盤毕 
はリ K ムをつかんで酸しい点のと 
りあいになっお。 

U — 邮から-吕本はほみすぎホ强 
の 量続ゴ！ ルで リ ー ドを帮っをが 
姐加もおり、巧—。と退いこんで 
タィムで ッ プ寸茹 f 概をつかん 
だが、は 本ぬ GK 丸山がょく化ぎ 
胡り、遇奴を敕っ.た。 

结子の大夕定頸戰が材時に巧わ 
れ 、'ち惟 者の 萬では义タン ドの フ 
アンは壯モを数えたそぅだ。 

自滅で勝利逸ず 

第 4 戦-じ川 { Bit との試かは 4 
日、体育結で巧われを。菩禪 
リ許閒、お化剌、敦お=1一首 


僅差はね遣せず 
ぶ1戦•雜国造啦拉社との試合 
は4ぶ如日午搔3時から太扭の忠 
武お肯施で行われた。審判り樹靑 
ち、異水淵、轉衆=拘一ーモ 


11造盤の 


UK 


齡疆. 


0 04 2 0071102 
r ^7 で^^色扫2川72 042 
一-ま6 66667666白扫ダ 
TJ1 1 1 X 1 1 TJ 11 1J 1 1- 

f 姻敏淀额卿瞄南玉翻庶脑激 
おが英明順ち札嗎相目明.補正 

腿李朴李を梁林爭李在金を余’ 


K 

G 


P 

K - 


か 


热羅で WIU と主導楠を攝夕た。 
日本はそのあと1.点差まで反避し 
たが残り1か逊遇なから2点差と 
された。 

後半の追覃とどかず 

第2戦■韓星ホ大との試合はを 
月1口午後2時かち盖山む九掘梓 
宵館で行われわ。器判り崇並择、 
な巧錫、藝恥"約一手 
拿呈お」，、 3 -一りを口本黄 

3 

-J 

〇 


が本山口川攝木井、刹川川恩 

巧山巩巧猎大挺山池中睛小- 

稱〇 〇 1 I 〇 5 ] 〇 王 〇 扫 I 巧 

〇.…’：ただでさ左醉娠する遠征蒂 
一毁に、二千をごす解旅のかん芹 
が電っで日本は、思うよ二な就合 
運びボで言ず、しかも閲始3か、 
ロンダヒッタ [の睛山が も 梅 〔ヒ 
ザ)、いづそう戦いを苦しいもの 
にした。 

稱同造萬椅は.、昨年ず！ムが発 
M したばか口というが李がぶ(溫 
加工尊)'、金順淑(おを淸ホお。 
らの厲恶遵をを軸にサィド、ボス 
卜、遍攻、 K カィプレ.1と多搭な 
欢め U をもっていわ。 

をれでも、曰本は小島が PT を 
體異に決めるなどして，ぶ盖を話 
めていた。 

しかし、談おんでわずかに挺る 
韓巧は、後半 U 分おでに牽相ぶの 


Q 玉.日30曰〇打003 
P 船子も愛粉ホ蠢淑絲节淑那 
靠延順菩外苗腎泉貞遲骗 
蜡垂摇聋杂冀率黃 i 进金牽 


K 

G 


户 

F 


T 

P 


句本山 U 水墙术ホ山 W 濁島 
け 林 
化山-九巧猜太辄山樹中池か_ 

得〇 oloi 3300003 

o * . s m X の m といぅ披いコ I 

卜 e 日本はパス、走リとも最後ま 
で クィミン グが合わず、ずるずる 
と押しがら-れて.しまつた。' 

稱 M は、学をテ[ふらしくスピ 
f ドがあり、前半はち全に目木が 
帮半となった。 

後半忙なつで，円本はよぅ や < 
コ—卜 にもなれ、由が路連論ゴ— 
ルをどで追擊、持とした 
が、告 め. あとぶ抽ぶが辟7か間な 
く、韓里に立ち直りを許してしま 
い、.残り S おとなって4点をホい 
大塌、山井でな舉し化も。の逃げ 
勒リを睐しお。 


第6凹 H 釋女モ 社な 入 交 

梳 は'4ぉ加 tn から-むぶ5 U 

まで全 R 本 実業細か C , 選抜 

〔を癖金惊樹長ら独員2、 

遇ホ 一が 遠祖、5 試を を 

巧った。 

口 本めホ リン ピックが 成 精. 
に聊激 されで、盘姬悄 な 頂点 
郎化対萊 をな ち 化したと 核え 
られ でいた韓国 か卡巧は、新 
遇 実業 西，辟固造摇局を はむ 
め-おを人 桓の充巽が目立ち、 
巧手に上る =0>苦 は、 学をチ] 
ムから 1 蛾をあげたにとどま 

.った。 

来 無、 世界 愚 一子 崔 アジ 了ず 
谨が 予定される だけに、目本 
喊をもず回の 成揺を票顿して' 
いる。 

遮難疵籍 は、 S ぶ脚の 則 戦 
^3隙1かげ敗。 


—1S — 
























^ ^ - 6 一 ん 或り本 実 

tj を i 扫リ棠樹遵披 

3 

の姬補順順順愛 金 県で临 - 

づ聖みお吾妙撒順 玉 南，が 
に崔 黄趙魄补命 な朴李妈 

K P - T 
G F P 

W 口 鳥晴木井水川 山. お ) 

[。弓.も小大請ん.洁巾聘照 - 

巧曰03102120000 


お-定自 

巧山 お 折 J 


，と W は互年前來 口した おと 


n . m 本剛にコンディシ3ン面 

む"：'^デがあったとはいえ、ムパシ 
ョナル予揣旱と-もいぅべき、実業 
凹が.若手運披が、1勝にとどまっ 
わめは、昨年の学尘我流で、思が 
エ専(韓国)に絕十>を食った试 
A のショッタとな T て、日ぶか子 
巧へ接わかえっ化よぅだ。 

ぶ藤聞控(荒京重機監暂)、〇巧 
おがとも、巧本チームの-キャリ了 
不足、コ I 卜の狭きや、撫職で口 
ングとツタ— •晴山百な)がも 
楠した マイ 十巧をあばながら、韓 
国白案力については、ほ？きりと 
レベルの向上を語め「その差を請 
められた」としでいる。 

□‘：，，‘恥ともと、锋固み子の欄々 
が持つポ—ルゲ—ムセン K は、日 
本蘭保者の歡戒するところでも-り 
もし、就化に木腰がいれられたら 
,‘ H 本她走ザがおびやかされると 
いわれでいた々 

■ uw ホ。、转 M 造化巧といった 


ほとんど同じ ゾンバ ー朴妙瓶 ( 
撇帥〕が袖変らず切れのよいフッ 
卜 7 — 夕でェ 1 K 化 だが、じめ日 
は朴尘おがなちあがり.虚統ゴ I ル 
して目立った。 

H 木は W かすぎからよぅやくコ 
ンビ 去—シ 3ンボととのい、清氷 
のバヮ.3、が n の技で如か 617 
と適いあげた。 

後平、1ぶの yl ドで余姑があ 
るた W は、薛理がを.なめからなか 

八ム共寧叢巧に惯を還ずを崇めたチ 
—ムが生まれたのは、 このが も お， 
の耶巽化である。特た遐醉姑はレ 
スリン ダ、 ウェイト y フティン ダ 
などでオリンピックを nr ^ すお力 
质手を賴えており、ここに長身還 
をま体の-か子チ！ムが霜をした目 
的は明.きらかだ。 

U ::'， 発思し.たての H 女 臨をか于 

日韓の差 

急速に詰まる 


强化妥昌会では、早虚、今回と e 
月の日韓学主变掘の抗乘を.か析し 
.て、.来年おに予想をれる靖了圃世 
おみモ運ホ僖了ジ了ず還の姑萊を 
こぅじる、 としているが、 ホ 春ほ 
とも巧、モスクワホリンピックめ 
T ジアモ趣 ( I 化セ化年？。は、 

<るままでは、予断を許をなくな 
る。去年の爭里乂流後、猜 WA 本 


917、 さらに余鞭愛めゴールな 
どで追姑点、3か^— 9 と賴々斧： 
を去がた a 

U 本は、！3かすぎ節木、山井で 
な撃のきっかけをつかみかけおが 
そのあ-と一押しがをく、ここが勝 
烏の贩れ目にをった。 

第1皱より差つく 

聲り戰 iMfd 戦)は、释白造踞 
拉班との2回戰として扫日午彼2 

瞄な现事畏な r をまでは基が郎き 
すぎ、をの裳さえも風えなかった 
が、どうやら、姿が觸るとこるま 
で近いあげて章た」と善巧女子が 
を評したが、今：一の站毋は姿どこ 
ろか、あし宵さえも間ごえる拒龍 
に逗られを感じ.だ。しかもぶ聖急 
である。 

ましてや、6ぶの日発泉と.いわ 
れる茄女ショナル^^ムから、島 
田、蔬出(ともに化石電機。の* 
引退*が相足的であり、をを‘ぉ 
を慮(重槪)も n 1 チ每念がをえら 
れ、遥退殺祕。キャリアの面でも 
日ぶ场拉とはいい難くなる。 

□…，：「全股的な力と技はまだま 
だロネが上」とお藤圓辰は、トッ 
プクミスめ实 力を 悟頼しているが 
ヴ そント y ホ r ル 5 位■に丧 、むし 
て 肚那のトップけ かりに 目ををぎ 
ずぎると、足元が ぐをつく ことを 
ず回の成結はををしている。 


時卵かから：..：.ルタ巧われを。 
觀衆 U 五な 

韓一:造骼 9 而13,一日を： n 裏 

八4站 —^」1棠団递抜 


悼〇 0127100031马 
潤姫英淑淑'玉姬順南额蓝淑贴 
細柴巧明順脚玉苦順昌明正掘 
投李命；李を乘醒林李げ责金を 

K P 
G F 

幻木山口川木な竭お井山山藤 
-ム丸が中鈴小大淸山晴描爵 


B 


9 

4 

- C - 

T 

P 


〇 


0 41 

〇 会場はソゥルに患る永常温 
甫高悼肯館。 

弗1戟で欺れた相乎とをって、 
日本は雪じょくのファイトに燃え 
ていたのだがウすーミンダ了プブ 
の時間不おがたたり3が li 。 の 
あと、李徊玉、お巧顆、お正翻ら 
になだれこまれて5ぶをホい、 

か昇瞧が i 点を場したもめの、そ 
のあ.と巧び述搞3失点、如み W — 
2 と y — ドされ てし まぅた。 

猎半は、目，再もディ了ユン K が 
どぅにか立ちなおり、梢ずのな擊 
を最少瞬にがいとめたおのの、巧 
撃はいぜんまとまりがをく、お口 
の連撮ゴ|ルなどで7か51^:^と 
したのが精いっ，はい。 

巧巧すぎ金福贼の連絹 3 ゴール 
をどで遍いあばの気力をおさえつ 
けられた。 

聘固が銷一戰より、.数鹰動きが 
よかった斟にがし、日本は鹿れも 
のぞいて、シ3ックな日点差の完 
がであった。 


あ大クも韓国遠征 

名大夕〔愛如っ現碟を含む。で 
は5巧 j 日から6日問、韓国を訪 
問し奋地で 4 がををななぅた。 

盤山では听から麗征中の吿円本 
踞述み子罹お避骑星女子大戦⑩丽 
座試合と して 巧なわれ，塞 山大メ. 
ンバ I にホ型福、爭連セが加わり 
この3人にかき卿きれた P 
4月. 同大会で成均飽火を破って 
韓岗 -てンパー ワンとなっを圓光大 
はさずがに邸く、同じく第 3 粗と 
なったた倘 H 專戰ともいい蜡強に 
なった。 

轉固み封哉太は 大学 3部チ t ム 
でを'巧、强棘としての ハン ドボ J 
ルをいぅを あが 额く、雜帯には大 
いに役扯った。 

成賴がかとおり。 

V 窗1概(日巧1日•寃山ホ九德 
怖—} 

壺ん大夕犯が UU } のを大ブ 
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稱かった。 

結果は1点差の晒取だったが、 
ホ西武 S 監督は「齡称した最初の 
シ t ズンにお速ずると.、部波は弱 
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ぉ 择一叩(^^ i ^ ) 犯立 敎 

国館 K お堂 

青山学院别(如！：； ^)9 篡浦 X 大 

国 ± 館通 N 迴糾 W 星 

紙巧进が(则 u } s 立教 

案 ^及柳—け节明 . M 
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轉 es リ ( gu )9 靑山学院 
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锅尘楠艾 ir 大 
靑山夕瞄里；^丫を教 
順天堂逆歷 n 则ぶ煉擊尝 

聞裏别 fsu 叫巧郎充を 

なぉ墓里皿 M 則)3芝池 も 
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が爵塚田野野田本鑛口が^ 

摘 新撇原細今 地 岡を 释聴柳ぶ-' 

蹲〇り lonl 314400立 

順す常艾诚 U 育 山 W 提 
明 星 町り•百 芝 浦 H 次 

な 教器 M 品霉尝 

立 截又が U } 巧を 滿王大 
明 是’艾 g HI 百 青山が 院 
藻ぉ化 ( lu ) 记郑 i - 巧 
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京海驾に順 天堂 


巧巧 3 郵 
お 修 
躁東学 結 
お 大 
防 商 ホ 
駒 恥 
闕意学瓶 
號城大 
巧批大 
閱東学院 
磯お補大 
狗制 
旣衛大 
横搞融大 
専 隆 
狀械大 
防淸大 
東大 
碟お耶 ホ 
あ城大 
防璃火 
お 太 
操 おお大 

轉泰臨 

防桐大 
翻 狀 
披炭巧太 
巧 暢 
防掩大 
〇 同4 部 
乂菜丈 化 
干萊犬 
武减 
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上 暫 
駒 前 
歇域大 
揭转商ぶ 
審 棲 
h 智 
蜗滨厮火 
東 お 
宽乂 
専 惶 
携城大 
卜， 哲 
閲東 学院 
责 火 
上 智 
辭 お 
h 咎 
胸が 
尊 液 
闡 東單院 
轉沢 
上 智 
巧城大 
甫 崖 

上 智 
泉大 
閱竞学院 
哉' 城ホ 

武祿ェ乂 
モ葉 工大 
日本 工大 


お京 X 大不戰勝 
千 葉 X 太洲 
東 商 H 大化 I — 指 
斌 藏王大——ほ 
束 禅け i 
東京 王 大巧^ —7 
大靠文化が ^ .U 
千萊 . H 大 W 〔岔^ 
モ裴大 3 1 ! ^ 
粟 禅 化1;^ 
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適な H 大別——ほ 
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千冀 火す 戰聴 
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お が 別 一 U 
式藏♦丄ぶ W——S 
東 伴 W — ■じ 

東京'丄大ぶ - 9 

太基 文. 化孤 ——U 

巧 排如 - -.日 
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東を1大 — a 
S 本 H 一大 化一■巧 
1>同日部 

東京紹大の—— U 
一 情け——9 
東な理稍乂 U ^7 
埼玉大 m ——4 
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一 摇別——6 
おち担大巧^ 


一 構 W —— W 
東」巧进碑乂2 —— n 
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武蔵 
大東文化 
S 本丄大 
千葉大 
東 萍 
武蔬 
或 蟲エ乂 
R 本工大 
或戚王丈 
千葉 太 
千悲工大 
A 本 H ぶ 
案 お エホ 
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日ぶて火 
千藥犬 
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武 滅 
B 本工大 
千葉 工大 
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で蒂王 ぶ 

ホ 暧 
千 萬 商大 

横お奠 

明擊掠 

端玉太 
成 漂 

千蠢乂 

愤おが 大 
辆猎ザ院 


埼玉ぶ：：！： —— U 賊 0 
埼玉夫 S ——3千葉商大 
窜巧理！け——3成 摇 
一 擺巧，一^明治掌院 
媒京狂太 巧 IU 顿お { B +； 
おぶ鞋大班——3 明沿华隔 
酣转 ホ太徘 —— W 埼韦大 
I 結^ —— S 舉墨轉乂 
千*一大の-—— だ 膊 陛 
梳损ホ火 姑 19成酱 
桌点経太崇趣科お 
千 鶏商大？^—— U 明堂 i 
一 倚 加 —— S 墙圭大 
泉宗 旌大對 ^ .7 埼玉大 
概鸦$ な——巧 巧酒 学院 
で萊商大 巧 — ぉ 東京 砸科太 
横浜が大巧^で 巧お大 
明 裤ザ院 如^ —^ な 哉'陰 
東京搭太糾^ ^ 巧 .一 偏 
〔柄 枯〕 ①萃お摇大7職を踐■©一橋 
G 腺 1 化®操お市大 4 勝 3 歡领埼 
玉大■東京 理科 太3 勝 t 巧 3 败® 
千 觉商ホ3 腊 4敗® お 婚学掠 1 脑 
G 敗®ホ授 7敗 
巧 同6 郭 A 鞋 

种を W 火. お i ‘ ^ 报械瑕 


都立お 
農工大 
巧奈 W 火 
農工大 
東な摆 A 
郁' 立火 
神を川大 
巧舶 
巧を川火 


如 - .1 


- 3 


お ——U 
站——け 
化——に 

WI 目 

，不 戰隱 
^ —— :リ 


独 協 
巧 柿 
祁立大 
独 瞄 
独 帖 
帝脚雨 
巧错 
京を農大 
農工ぶ 
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扯 協^^ぉ挪面 
奉な農大； 如 —— U 郑立火 
都お+^ の—— 指に 砸 
農王乂 W —— じ 亚袖皿 
神を川大 ——7 東京廣太 
都な太 U —— S 麗て大 
東な聲大化 ——巧 •曲抑が 
m 请化—— 化轴 協 
東を農太化—— U 證王大 


|>巧 • 9 〜 S — おが定峨 
お 補2 —— S . 東を王ち.火 
0 尚* 7 情決を獸 
山飄大 齡卫太 
可 尚 • 5〜だ陆执定觀 
剣 恤狎！ 巧 寧ぉ磐大 
マ W ■ 3--4 悼か定戟 
损お 岡 太 W —— 巧 辄立大 


V 同 


— 2 悼決曇 


味京 W 大綱—— S . 独 瞄 都留.又化 化 - 巧 を 化 
沾 罹^——3亜轴迪 
〔 A 粗胁 が】 抵神お川大—立大感 
東京費太盛摆王大趣お泄風甄端® 

雨銷化 ( U 運强巧位ない¬ 
な村 B 粗 


都稱文化の——日 和 光 
都留ぶ化； 5 ——慎提园太 
測 0 U —— 8京 京 H 苦：大 
山帮お本戦艦 和 池 
創 価不戦概萌 ホ 
骑稱玄化の ’—— ^ 柴な HS 


東京 H 苦 U - 


巧 化 


楼裝'同大 リ —— H M 恤 ホ海道はホ大、中四国は山大 
辄留义化の— 叫 ム梨大 
概お岡大お—— 8 山梨大 


極报閨火 


最京：丄ち大 


都碑文化ぶ——到瑞 丽 
山顯大 y -8哮お壬云大 


創牠加 




山雜乂 


描お博大站 ——. 8祝 光 
〔 B 祸桐な〕の部辩文化感描醇国 
お風割邮感^大®棄舒エ若大⑥ 
和ホ 

p > 巧 - u / y が诀を戟 
和 允 W 独 临 


化 骚逼が生塘畢リ I ダは日月3 
日から 5 巧まで巧われ.北大が優脈 
な下、宰魄 r ; 大、姐川義ぶ、劍踢 
勒ぶ、 化 見一丄乂、北海道了大 、化 
滞を岡、ル轉葡大か帖とを「た。 

また、中凹留学を荐带リ I ダは 
5 月 如、則 日に行われ、摄于 1 部 
は姐 n 太がお勝。2化设下はに 島 
火、愛媛大、ぶ太福山，広島瞥逝 
となり、3都はに島 H 火が滕クを 

話報蓉 3 


日体、說度同の優勝則位齡 


3、4部〔3 部〕吸 防衛？戦を 
の順位 職®梢お向大 5 隙2 
狀嗤饋 雨学瞄4 臨 3 敗城大 3 
腮 i 进 3取 風専蜂■梁'乂 3' 勝4 欺 
霞蹈.沢聯 J お 4 收祗 上智 7破 
〔斗 部〕煩お京エホ 6 勝 1 败爵 
あお基の) 風桌洋 ‘ b 幡 1 敗^如】 
@乂率文化&腺^职逆干葉ぶ 4 聴 
3欺霞或廟工大3勝 1 み 3 取風で 
無 H 大 1 勝 1 进_り敗③日本ェ乂 1 
腮6放®戴廊 J 職日敗. 


閲 I 粟’(ホま— 

1 部 日 枝、2部は 千蒂的 械掘大 
法政を迎えで7校の加 盛と なり、 
4月の目から 目 巧. 到3 まで駒が屋 
巧 谜歧摇などで け われた。 

1- 部は宗’寶す菩大め戦みがやや 
惦 てした 4 恃のの、筑敝、けち体大 
のお 実で 接概が多かった。 

桓渦は スビ TK に镑る日ホが快 
鬧に 逝んだがおぶお大の普お (L 
同載」に去ってもつれた.。2闻戰 
で 京 ホホが勝てな就报を加えた 3 
校が抽率になるところだった‘が、 
口体は 8,- 白から燕井、換林で逆 
転、 2埋驗狀 度目の タィトル 獨稱 
節肢の3侦はが 年 秋な來 
3靖はお 旧川、 闽熙をお力に攻 
撃のょい茨城大が 2 連勝。 千葉朋 
撇無丈ボ初鲁加とは思えぬ力を宗 
し化自された。 最多 得点運ホは 1 
都が寺居离知子(日#0 5^点、2 
朝ボリな功 西 野措子(获無太)と 
す棉宮千祐子 {千 無お)の2人。 
ベストみ I ブンは GK 太森" FP 聴 
が、ぶ捏、森 C 说王 R 体)、菊池 ( 
斑献)、親 山、 川被(描 上 東京み； 
ホーだ「を。 

Y 部 


P 


が 9 f^u 一 4 萍 h 


嫂 




盡京ぶ悼 S( ： ^U)G 蜡寧茜 
半累阵础羣芸 

孽がホ妹む * U い了日み体 
克を女体 R みホ 
召 阵 了 京 学ち 

日 S 巧パ)日緣臺芸 

靖 波弗亩ホホ 

得〇 010030 2 1 Q 10 
山.崎斐お訝山波旧掃瑪 ぶが 

陆地馬がホお 磯 W 村 巧小藤お 

K P 
G F 

^、.水鳥^地村本戸出 本 岡山 

^^ お提洁坂菊野靑燕爾お藤趙 " 

場 〇 〇なひ日日 .10400 〇 I J 

靖波 4^い一 3東. なか体 
U かお W 而 U )7 5を带民 
日ホホぶ fsu クー了 轉盤芸 

闻日 5: 2 〇 1 〇扫〇 Ci 〇 
^挡苗サお靡镇木邸脇 木 

^:一::贵 を-已渡巧高山糜巧な ， 

K P 
G F 

如 岸巧 野 菁廳が 木 W 巧 叫婉畑 

巧山 齡高奧 佐み：^山 池を化 
05 joooo 4]2 3 


T 

P 


T 

P 

則 

C 


日ホ文 SU で A か^ 
B ぉ£3巧 U 了 6古-^ 
规 ^ 

^ 5巧？了辟晏芸 

韩 波艾日みホ 
筑 S 巧了日ホホ 

東京ホお！2一2日 ^ 

得 Q 07^ 4012001円1 巧 

がお田サ馬邹村损野哪木- > 
も を吳 I 3 


日 


顆 


源 


大端麗專鄂姬新加央隨 


区 

G 


P 

F 


下 

P 


幻旧晴变宵輝み波井田橋顆本- > 
^ 場 帮 1 
悚顿馬甲古氷磯 W 雨村石 小 お I C 
醫 QO 31032〇。。'20〇 I 。 

日 ぉ3巧 N ^) g 莖嬰が 

〔順な〕0ぉホ7滕1 坡城荀地. 6 勝 
2 狀③東新み体大5勝敗④口み 
棒太2勝 K 蚊®東な学妄お6披 

千葉明德、法なが霉加 

1>3部〔1闻戰 制} 

響ぶ化 s(n て認明樞 

引さおけ 

千棠 ふ 及了 法 威 
ぉ械太 里が一！^了 & 歡 
山円んザ 席7。 u ^) がで お大 
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青山巧院不戰勝学设協お太 
邵牌ぶ化す戰踞單留院姐大 
疑明德3巧1お9 S 学瞄 

法 政不戦臟ザ背院姑大 

千葉が儘 
短大 


获城 6 。い丫 

都留文化削 f « u )4 法 政 
巧 斌不驶腑学期院短大 
都留-ぶ化の巧 u ) a で菊大 
千栗明徳馬大不戦勝学習院短 
お城太け 一!い了昔山学院 

肿诚明抱 7{^ z ; 了千おホ 

谦城ホい^ 了都理ぶ化 

千葉の操9^ ^—2^ 去 玫 
盈大 llwi 一 な昭 

千蒂ぶ不戰腮学が蜡堀大 

城火 U お U !^ j 4 で禁大 

都留京化巧川ぃ行山学院 

#川学臨け了なな 

〔順化〕の茨城大日做全勝③郝阁文 
化-干藥贿穂おぶ4滕1み1敗頌 
靑山学院3勝3败通千^2勝4 
が麼巧戚1勝5化③学晋院ホ商太 
6販 

(を)脚秦罕虚は、今李もおすの 
1 • 2留入れ轉え戦を巧わないこ 
とに決めた。^部のレベルアップ 
もあり、今化な牌は前向きにお討 
される。 


名城が3シーズン連綻 


東 姬 

4巧：3日から如日まで皂ホ垃の 
遣知県ホ育摘、を知教太体肯城に 
男子1/3酷げ校、ふで3校が策 
まわ、を円.捏をインド了で消化し 

'ち 

が巧秋な来 U レ ーズンぶりで3 
部制となった勇子巧、ち戲が予虛 
どおり圧倒的な強杳をあし、每シ 
1 ズンはげしいをりかいとなるか 
巧戰も一ぶ的な振軸で完勝、3シ 
—ズン速梳を腿疲勝、通强5度目 
のクイトル姬得とを つた。 

4位吊いはを-化に決め平が なく 
3掠が.2瞬3敗で並び、得央点蒂 
(マイナス)で假攸が辨な、 L 部 
適り 故きの静關大はぶ获なをかっ 
た。 

2部は愛す盤爾が失ぶがといぅ 
ずりの強きでを腿、通濟 d 度目 ( 
の愛大を含む)の惜隙、.欠 
々ぶ3部は谊活したぉん屋$大 
と奢知晤大の新加盟による5おで 
ずわれ、中 郁 H 太が胁った* 

ホ子は南山の不参加から3おに 
山る3試 か だけという邸し さ。 中 
京がまずまずのできで2 シ ー ゴン 
.逃統巧度目の搏戰を没也た。 

巧 巧 T 1 部 


ぶ城里廳 u )？ 静岡大 
ち！^^岐を乂 


愛知歎大别 


山- 

を 

を 


南 山の —— 7憂知学臨 
を H ぶ貨みおをを蟲ザ院 
愛大豊揭お——巧游贺ホ 
名ホ厘單阮口 一 S 雲 巧夕院 
愛 大壁情^巧 ル 
名 H A — ■g お推太 
牺 山^〔か〕 K おホ昆学路 
愛 火黃植^7ぶ工大 
滋贤太 WC か〕 S 愛城が 辟 
覺大 豊棉如 ——5;^ をせ県掌院 


巧里腸 u ) n 候を大 
嫌魁(型 u )？ 愛知教ホ 

S 3 —1 パ 窒づ呈も 2 — ^ -1 马 i 長与； 
火の巧 JS 静岡大が上太け I 愛知芋協 


ホ京典猶 usv 愛知教太 
擴巧太艾 SN パ) H 箭岡ホ 


あ 城艾姐 Z いでぉホ 

お 大里巧若晋知駭ょ 


中 


ぶ 


京班 ( iu ^)3 靜岡ホ 

城里巧りで彼 

蜡帛乂化巧>3ぶ大 

野窥教大加.(耻 NS ) 日^^脚大 

を城如巧 Z い}日中お 
〔順巧〕®を搬日概日勝©中を d 腊 
1敗③ぁ大2勝3股(得失ぶ盖マ 
ィナス！？。盛愛卸教大リ陪3'敗 ( 
マイナス化)®极を大2勝：^耿 ( 
マイナスの)⑥静岡大日化 

VIII 2 部 


淸 


山お . ^ U ぶ工大 


巧 山片 — .8 游背大 
〔順を〕®嚴知大を盾5戦を勝慰爾 
山3聴 I か1敗通ちホ展ザ院•を 
ホ歷エぶ2勝 1 甘‘2敗贷愛却学院 
L か4脱，(巧失点蒂マィ十スが) 
©滅转火1が4取(マィ十ス那」 
1>同3部 

S 巫大が——川をホ大 
愛知怪火3 —— m おが太 
贵火お古屋の —— ^致知於大 


中部工大 S ——。 f _, 「重大 
中郁工大肿、 9ぶ甫犬 
愛大をホ屋別——靴 .1 二電大 
を太ちホ居が^^2 ぁ巿大 
中部工大祀^ ^7溃 知お大 
中部丄乂犯^ 愛犬を み屋 
I 二垂ぶ别——お愛知賊太 
〔順怕〕補工大4戦を聯感覺知 
大名せ居 3 醋 i. 奴を I 二 毛太 2 戰 2 
敗盛楚知 睽科大 1 験 3 敗⑥ をを置 
蜜大4お 

中京、後半に威力示ず 
▽み子 

中なホじ{い^了摩知教大 
中巧观 (^ u ^) 目愛知致大 

中をぶ中京み 
〔順祐〕衙み鼓③中おみ頌愛知あ大 


を都産大、宿願の初優勝 


中 お里皿—。)のあ 大畫 M ザお3^2姑致お 


愛大豊慎站——5覺知学院 


閱西学を餐季リーダ時、日.巧化 
日金 R 程を終了したが、を目の1 
部お子 (7 枚)は、最热戦で團を 
ムロわをた.，而都座大 X 大が太の脈を 
が读聴といぅ、ここ載シ '.[ ズン： S 
じ展關になったが、前評制の補か 
「た京都掩大がが半かをが謂に試 
なを遇め S —9 で快聯、 g 年春加 
盛な来、晴歸の初垣瞬を違げた。 
大阪体大の U 連覇はならなかった 


3拉招下の-順拉は问志お、大阪絕 
ホ、大阪大、お太、京都教犬。 

女子 (5 掠〕も全路同±の武库 
川女大 X 太敝体太に漫隙がかけら 
れたが、志暗川が前半の巧なをキ 
t プしで d シーズン連絲6度目の 
お碟ををめた。 (詳帮化け一 


—己员 一 
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雷災からコルファーを守る大崎の FY ケージ 


* 巧ゴルフ惜榮巧 


いま、巧をなゴルフ巧作りが、 

社会のな二ーズを巧んでいます。 

もしフレー中【こ雷に基った5、 せっな<のナイス 
ショットを、命ガけで逃げなければなりません。 
そんな時、ををな掩避小屋が睛えてあれば、あな 
たの n ルフ黨は完璧です。 

霧雲は、晓、場所、人を選びません。ををな持避小屋 
一大幢の F Y ケージを適所に設置して中(こ入れが、 
雷災方を完全に保護されます。 

感大崎霉煮工業ががき社 

本ネ主東を都を川区東五な西二下目二まち号 
巧 （03) 4が一717](大巧表）干141 


FVfT-Ei 


帖乖シェルター 

工業巧を惟を中 
特巧3件 
柔巧か業4か 
意匠5件 
商擇 I 伴 






















アジア選手権 
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(カタブルな 峨で蕾 られた钻の了ジア 運 苹摧閱 を 式 ）I 


H 本 T 国際経験」で優る 

中が武一二 


トシ 3 十ルチ ー. ムが國 化に.お k 
で、 がめで渡 腸した 了ジ了火を。 
出靖 するまでには、 お姐 子—ムか 
ナショナル于—ムか巧いろいろな. 
間迴ボ あ-り、 ほんとぅに 曰' みが参 
加寸るのかどぅ かもを や‘ふまれた 
大造でぶ.0， 化堀ずるに あたって 
化、 クウ 111 卜园巧の. 停が、中お 
梁 か政.沿不请等 我々遺 革に と 「で 
は あ.ま〇すッ鱼々しない大命でも 
も一た〇し 加し、 クウ 王—卜に< 
国してかち-は、このようを 不玻も 
すしと び、 お A " お祀 なお巧，.が 


できた。 

婆加チームは、すでにごぞんじ 
のとおり、円本、 啤固 、韩 国、 を 
しで了ぅプ試 W 六ナ ーム でがめて' 
のアジ y チャンピォンをがすべく 
遵日星 E . 麗 5み、. 就 合は 巧な われ 
た'。とりわけ、地元タゥ1^1卜、 
パレ-ス于た 转国 田応療 者が妾く 
をの向々の 応强棘原が印 級的であ 
つた。 U みのお搜凹は、 在 口学槪 
(か ■中；) 坐徙 A 0 おがえ ジリ处 
もまきよるしく二組にわかれ、 這 
巧めどをから . JI 1 -T 一_ ，■セ 拉子の 


大京提。おかげで袖瘡驗を違げる 
ことがで違た。 

ぶ聋邮、わたれは、中 周を 非 

常にマークしていた わけで' あるが 
これたお前に a 本 チ t ムが完敗を 
きっしでいる ことに蜡岡して いた 
しかし、 試合、攝智 華を 豆て いる 
うちに 「み 巧と るに たもず」 とい 
うん [ ドが ホ！ ム0 中に在 まれ 把 
すなわち* 中 罔 遇すは ョ！ ロッバ 
K タィルのハン K ボ I ルを採りい 
れ，スマ t 卜 ではを ったが、 搁人 
々々の 毒れた批。 t 卜九 馬力を 活 
かす だけ. 巧现骗にさしいとみられ 

ち 

特に フ ホ！/ 1シゴ ンにんって 
からは、 単調で、 患-札た化壁をい 
かしきれて いないの が瑞 化であっ 
お。 殺 多く 3 I ロ ッパ詣骑と邮 n 
でい る 日本に とっでこれなら ば、 
納品しやすい わけずあ. る." 思 盛 ど 
ラり 舉決照梓 おいて、助半にで賊 
敗が決まり ほっと鹏をなでおろし 
た。 しかし、 近い颗樂 はかならず 
s 本の. 琐賴にな リろるち. 恐を もっ 
ている。争回の-楽齡で寬 を 体め て 
はなるまい。 

韓向は、口 本にかならず膀つを 
いうい妾ごみで娶 加した と間く。 
四 刀の ジュニア巧 犯大会 壺加を 中 
止し. てまでのあ場で あ-ゎ、そめい 
きご. みはを みたいで い.ではな かつ 
た。 しかし、通をの 節ぶれを 茹た 
と.さ 全員が 化 おおら 知っていを 者 
ず かりで、 これは間幽 ないといな 


感じがした。 を 墙がダランドこ/ 
ゥト ドア)-とい弓 こと だけがかし 
なにかかったが、'逼初.のうち-こを 
轉 おの 賴 志にたじろい わものの、 
しだいに日ぶの剧志も盛りをがの 
中固 戰巧播前平にで. 勝视をつげる 
こ.とがで資た。今回の日本の滕圍 
の姐 一に、 これまでの W 陪キャ リ 
了をあげてよ.いと覆シ。 

了 ラプ詣国は、まだ 球 歷も裙 く 
故衙 的にホ阿も得る ところがをい 
ただお方は U 本人にない 中陆 をし 
いものををっている"今乾..の菩献 
に托自したい。 

審制技術はまだ 値' 0^、 とくに チ 
ザ E ジンダと才 1 バー.ステップめ-. 
判发には戸禮 わされた。今までの 
罔 盛試がでは•あきらかにチザ ー 
ジンダとわかるプレ[がそのよう 
にはとら、 がず、 この判定を活かし 
たアラブ誰 一一の 突遁みには 恐 柿ず 
ら感 じた。 こうを ったらをのが萊 
をたでねば员けだ。早めに詰めて 
IV ュ t 卜 すすンスを巧え.ないこと 
を 鞭 度し、 成巧した。 

それにしでちチザージぎみのお 
ュ— 卜を陆ぎながら-、 ど ク斟定さ 
れるのか、 巧 二 ipT を とられたの 
には うんざりした。をた、す E バ 
I ステップの哨おもひどかうた。 

単拙迦玻でシ ュ 1卜をおつとが 
とんど『才[•ハ！ステプブ」とく 
るのだ'かも、 おこるより ただただ 
あきれる 该 かり。 

ところで今回な设齡した陰には 


日ぶチ I ムの阻話人バッサム、マ 
ハパドという！^馬め懇切斌身な世 
話があった。 

お二人ともががな親日索で、ほ 
L とうによくめんどクを兒.でくれ 
た。大を渡にはバッサム巧田海辺 
の別なへ一日招掉してくれるほど 
であった。 

が诺'に、今回クゥ H _ J 卜におい 
て阿 K - in おなく生活し試なに望め- 
た のは、 口 14 -K 化お、 日本人会の 
人たちのムあ-たたまる款迎があう 
たががこそでおった。 

グゥよ，-卜の轉專が虽わな <て 
ド搁をしているお、又試をの当口 
にはかを、わず日の差し入れを 
巧なっていただき、ど机ほど . 1 . 孔気 
づけられたことか。を員で「なん 
だか岡体に来 V いるみたいだな」 
と話したほどであった。 

爾事、当初の 目的を 達成す る こ 
とがで与/を具魁をはっで掃筒し 
たわけだが、今挺の中留、了うブ 
龍 国の遮.雖によっでは、，今目の 
弛な"もあやぶまれてくる。 

ちい人をちの 捏斌 .なくして、 将 
来め口本ハンドボ ー .ル好瑪晤はを 
り左ないな 

ブジア：の壬座を巧りつづけ、 匹 
於め上かへ遁おするためにも、 を 
手の並山と為起を期待してやまな 
い。 ( F ち 大同梓谦鋼〕 
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々まごころのがつきあレ、か、、免が巧の毛"/トース4ず 

® あなたの銀斤 




化國銀巧 


•本な金沢す下堤耶•店舖石川•富山*福井-東京•大瓶-を古匿-京都100か店 


いつまでも金メダルを 


今四、第1巧アジ了 C ンドボー 
ル大会においで、禅く金メダルを 
獲得できたことは、わが生涯にお 
いで、大きを 白 信と なりました々 
また、この時晒にプレ E ができ 
たことは1ぶ马にラブキーで起つ 
たと 思います。 

このぶをは、巧力岗のどんな特 
衙.の-チ]ムが.山墙するのかクウュ 


花輸 博 

!卜に到査す' るまでわ.かりません 
.でした。 まして 今まで先辈のホ々 
が中国とが戦し、全敗に近い成結 
を残していると間き、去の.不安は 
嘘き切れないものが 患り-ました口 
悼をもにも日ぶよ巧すぐれ、ま 
を、力强きもある中国に日本は腑 
ちわしたものの、.これから先、常 
に中国に巧載を链いられるめは必 
至のよぅな気 
がします か 
また、一ぶ 
基で韩国に寂 
をのんだ中巧 
は、載の目か 
らすわば、実 
力的には上四 
つでいたよゥ 
を责がし去す 
山発前、遍 
港で•が副会 
提から、 アジ 
下におけ.る HI 
本の立塌は巧 
韦においでも 
を目されてい 
る。この意味 
においても、 
みをきんもを 
肖される人と 
してはずかし 


くない巧動をとってほしいと.いろ' 
’靑菓をいただきました。 

まホ、タウ王1卜に剔量しても 
オリンピップに 出場した日本 キ t 
ムといぅことで、いろいろ注目を 
れていたようでした。 

その怠味においても、をメダル 
を摧语できたことは非常に感觀し 
でいますし、青巧をはたした よう' 


タゥ A I 卜で開懼され-た。第 1 

了ジア(シドボール大舎におい 
て、を向本の一員として巧遠征の 
踐会をちえてくれただけでをく、 
最高め名替である梭膝を手にずる 
爭がで尝1そしぶホ0チIふめ一 
m として玻彰おで金/グルを受け 
る爭ができ1大変.光朱に思ってい 
ます。お连が搏賊で拿たのは、技 
術は和ちろんのこと、 于！ みの岡 
描「祇」を大强にしてブレーする 
事をちれなかった事が願利につを 
がっためだと、雕 、むし. ます。 をし 
でそめ接ろには、たくさんの応援 
の人々がいた事も、忘れてはいけ 
ない事です。 

この大会には、かか国のす—ム 
が'参加し、-日組したダ！ムが展聞 
きれました。サウジ了ラビア•夕 
ウェー ト•バレスチナ ‘イラン- 
X !レン幻アうブ諸圃は、予想城 
上に、ョ1 ロッバに近ぃ C ンドボ 


な気が.します r 

これから先、この乂尝も如き協 
き關砸されると思いまずが、が A 
回がこめ金.>ダルを醒として述脈 
記録をのばしていきたいし、また. 
のばしていただ当たいと楼から-髓 
くプレ3ャ]にお踊いしたいと思 
います。 CFP •乂罔特殊鷄) 


S ルをしている事に嫣きの旨をみ 
はりましたが、攻路においてはも 
う 一歩で、まだパリ E だけ阵顧り 
すぎ姐霞を面が目立ちました。そ 
のみで準決滕にあたった中国は身 
長，体垂•の太、ささ、宣さからく 
るパヮ t はお速诚 L の.ものがあり 
ました。ただ摇齡と気力(精神力) 
の不足が目立ち、卽ザの点差につ 
ながのわのだと思います。しがし 
近い将来中時が口本四太きな敞と 
なるおはまちがいないでしょゥ。 
アジ了で一位という、街殿め带メ 
が少は、を0唐びの重みと共に、 
が巧にはばたく第一歩としての昔 
巧の巫をとなり'、いっをうあ心を 
していかかければと痛感しました 
まゼまだ世界へのぶは献しく、险 
しい遺のりでずが、この一歩を機 
みん口にして、ホ-しでも、が巧の眼 
高レベルになづく主う、努九しで 
いきたいと思います。(お崎罢気】 
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目指をぅ r 世界の金メダル」 

巧藤幸司 
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秀れた体格、若さの中国 

藤中憲一 


み腺卜—ナィント1囘戦(帶化 
腮)の对 B 巧手は中巧であった。 

おは、この試をが事実上の蹲胁 
徵と思づていた。 

前り〔予遽リーダ)の轉國 X 中 
挡戰を留て、友る精度のチ J ムカ 
は制っていたが、やはり，中間， 
といぅをを間いただけで、未知に 
主る不ぶを磕じないわけにはいか 
ず、をおしで話をに揣んだ。 

單を◎日本のナショナル于[ム 
も平码身長やホ童も、いちぢに化 
ベかなむ增したが、中国は日ぶょ 
りもさもに身属で2/3帥、ホ韋 
で4/日 H をいと盧われた'。 

ただ、ま也していたのは、もし 
接戦になった强合、中岡は平均年 
令の>到才とおいだけに、我々が 
有靖に試をを導け、勝てると思っ 
た.。 

しかし、迸に中區を波にのせで 
しまったなも、その若さが遥に能 

れを急なもおとし、斌いと思い、 

前平に蜡負をか.けた。 

S 本はディ7エンス、ホブエン 

スともに飼志をむきだしにし、コ 

—卜を日本淫手ボと領した。 

粒巧肯、了ジアの翊者•日本と 
む親し、胸中に期ずるものがあり 

瓣えち 

が半は1316、日木の上いブレ 


I ボ损邮に化、毕しかないお来で 
ぁった。 

だが、彼ホは、大豈リ I ドのた 
めか、全貝财闡まがぅずれ 1 この 
W か制だけをとれば U — けでおく 
れをとつを。 

これは A 本がダブルポ K 卜の玻 
寧が小さくなったのも一爾である 


就合は如 — 化で腿ったものの、 
若さにおふれ、に恵まれた'中 
国は、これからテジ T 池域で日本 
の . 強がになる . ことは.まちがいない 
私は、 U 年前忙中国と口冰の試 
ををいちど息たことがをるが、を 
の時、おめ脱裝に巧 ^ をものは、 
中！：のジ'ヤングカを活かしたを間 
ブレ ] で苗った。 


今回も中岗は靠間ブ レ { をかを 
り . 多用し でい责が* 喜销に ラィン 
クロスを とられでいたため、苦し 
いゲ 3 ム興閱であった のではない 
かと 推挪 した。 

もし、 こめ 空間 ブ レ—が活 きで 
いたち、円本ち. かなり 苦しかつお 
のでは なかろうか。 

(FP • 大尚 お嫌領 >. 


アジアの GK 、 中国の 技術 



本田 洋 

G 区はチ巧硫は閨建しで爺嚴するものです 
某もで..の各国 GK についでは 
各国のハンドボ t ル技術の拙衔と 
そこか：らもまれでいる GK を観が 
と推をにょって、特に中画の GK 
についで報 苦します。 

中国好ジサンブシュ！卜は腾酣 
的なをり込みと：にまかせて、 
み閨特特のしなやかさとジ * ンブ 
如をおかしたサ t ジザント的なジ 
かンプをし、ヒジ、ホ昔の K 十ッ 


—ムのシユ 
—トカ シ 
ュート技術 
に対応して 

デイブエン 
K はオフユ 
ン K のを撃 

展酣 、シコ 

t トカにが 
応して、ま 
た'ディブ K 
ンスと GK 
めコンビネ 
—ションで 
ちつでホフ 
ユシスに财 
おするなど 
チ t ムのホ 

ブムンス、 
デイブとン 
K 、 G 区の 


ブ.を劾かせて放’つシ 




，は m - 


W ツバ义クィ心であ- 「た。 

サィド シュ ー トについても、し 
なやかさ、 ジャンプ カをホかした 
ブロ：\ジ3ンシニート、浮かし シ 
ユ f 卜が惠り、また了ンダ J ンュ 
]卜については、しなやかさと丰 
替の強さをぶかに発揮しでいた。 

ステップ シュ ートではキャッチ 
即シュ—卜という去 I シ ヨンで シ 
ュ t 卜する透をがいた。 


しかし、シユ ー トホ勢に 入つ で 
か らの 動き で は、日ぶ遇 をボ ヨ } 

ロ ッバのの 憤れたディブェン 

K を前にして シユ '! 卜ずる畦の よ 
弓に、ディブよ ン K をかわすべく 
化置の変化をして ディフ王ン K と 
GK の コンビホ t シ g . ソを窗し、 
プライン ドへシユ ^ '.卜する.という 
ような巧術を むがて いないようで 
した。 

中国の ディブ ェン K は^が忘 
るが請めが扇く、肉体接邮が 少な 
く、.ツユート妾.せで、 GK に取を 
せるというよ うな、シユ E トコ f 
スの 半なを徹底してずむ、ディ7 
エンスと GK とのコン ビネ— シヨ 
ンを利巧して、 チ— ムディフェン 
ス也型を形づくり、 ホ ブでン K の 
玻めを方がゴけさせて.守るという 
技術が風ら.おず、 バスケット ボ] 
ル的マンツ1マンといっでよい陆 
の ディフ王ンスを巧って'いた。 

特に 、 i —5 体型では5 乂ボ H 
リア近くに愤當し 、 D • 6体型で 
は €-^4 人が エリア上り2 m . も. 前 
に化てずると いう 場面が苗った。 

これには、ブジ了大会を控えて 
の 子 r ム編成が急いで作をおたた 
めにな度な 子 — ム n ンディション 
まで出来上らなかったみか、それ 
を 中国 ( ン K ボ T ルが近けハンド 
ポ E ルへの 指"詩が系を砸立 きれて 
いないめ か、 の両 若を考えされ.も 
れ るが、 私は 後者と 戚じました。 

さて、これをの 中国還手のシゴ 
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f 夕 I やデイフ王ン K かも- GK を 

推紫し、感察すると、中岡め GK 
は、阵柄はイ H •ジ，ヤシが.拘刷 
伽、ヤ■リュウボ約腿加め身長と 



劣らず、 蛋 軟化、骑捷おにおいて 
は tr 本 GK 陣に恒るとも媒らずで 

あっち 

稱えや補域甄作はョ ー ロ マバス 
タィルで、于足をひろけ、がばし 
飛びつこうと寸る型で'、ノ[マ！ 
タシュ—卜に对しでは、 G ににぶ 
つ...けさせるか、ゴ I ルの外へシュ 
E 卜きせ山うと邮へ摄び山してく 
るり 

ゴ—ルにがか「て辟綴的な走り 
で来るシュ—ターに骑してが強か 
う たが、ディフュンス前からシユ 
I 卜 しようと ずるシュ E 夕！ が协 
嵩をを化ませてプライ A ドコ—夕 
へ拔つシュ t 卜中 、ブラインドコ 
—スを利用しでの近 H へのシュ！ 
卜に对しては、ディブ正\スがか 
わされているにもかかわらず、そ 
れをず測レた位經どり- 1 梢えがで 
きていなかった。化厨との摇験不 
おか？。 

GK お術の愚乂なる.ものは巧怖 
ディフょンスかをのな镑をうける 
ことにある。 

そのためには、正確な捕球とデ 
イフェ> K 不^:^ピンチの時のキ 
] ビンダにあるが、で測すべ尝估 
證どわがををれでいをかったこと 
と、时確なコン ビネ— シ 3 ンを'許 


〔す裝〕み厨の運ホは大巧だ。マ！ 
夕する白‘本(り)め感泣々木 m 抓、® 
满を视训、逆中ホ腳、③化輪抓训、 
③銭中^™ 


ろぅと贼惠かけをかったところか 
も權密し、 GK 掠術は S あ、韓间 
に游るものと私は感じました。 

ボ]ル化しにヴいては^中国の 
述をは鞭に才 t ブンにおるため、 
GK よりのヴンバスに頼をれるが 
タィミングが連れたり、カットを 
化われた場合の繼なぎの者へ0、 
的雜な，そしで正赚なバスがきれ 
ていなかった。 

誰もが一度は贵に專々を日本 
ず]ムに乂.りーヶ月、初の了ジ 
了環手椿ぶ祀に音 加で きたこと 
はとても5ッキ]で亩った。 

责础にをたっては、まずチ] 
ムにとは込む事が第一だと愣な 
ぉに一を髓なであった。 一一 简め 
を宿でどうにかチームの善 四 扇 
にをじめ、羽田を発つ時には胸 
をときかかし、ある程度の相な 
もムめみにを「わ。 


聞国の GK (輩锁求、おみ年} 
は、播えかを、讓時の-手化の使 
いかた、城置のとりかた、すべで 
日本から單ん.'だとい「てよいほど 
，日本人的 W で、クロス多用の速 
玻をするため、ボ—ル化.しは継な 
ぎの若に敏述かつ的極にバスされ 
でいた。おおはり本より.黄る(ホ 
跳0、をり刷柳)。 

グウよ f 卜、イラク.、サウジア 

サゥジ M プピ T とが一戰の後半 
監野の指おでコ ー トに人った。播 
に とっても ちれる ことので きな'い 
第一戦だ。少しをがっていわめか 
思ぅよぅに 体が.動かず とまどった 
が、が埋たちの指-ぶを受けながを 
時翻と共に自みを政りもどした'で 
二戦、 S 峨となれるにしたがい 
、相を乎！ムを藝襄する こと もで 
春た。了さブ诺国のをザはまだま 


う ビア、パ ！ レ ！ \、.了うブ首お 
国連巧、バレスチナめ G 技は、ヨ 
tc ッバでしわが' ホがは H 本よ 
りおり、ボ—ル出しは强理に7ン 
バスを出ずことが多く、バスミス 
が多かったが、その巾で、ィう夕 
0 GK ヤド•ハご、 H ドが、もっと 
もョ！ロ ッバ的な良さを 雜 揮して 
いた。 

^の頤は . R 本、中到、韓国、 
そしで T うブ節鬧(剛哪试下〕で 
した。 (GK •大阪ィ t ダル K ) 

を s 始めで括たか国ナ]ム" 

身お西からは、はをかに日本お 
t 砸っでいたが、ダレーがまだ 
おく、対外拭<1の経験が少ない 
ため、チ.—.ムプレ. I がす「きり 
しなかった。 

洗縣む相手、掉国には過去の. 

が.戰で白信を轉っでいる日本は 
マイべ ー スで遇め楽酷。第 1 巧 
アジア墨を権⑩度瞒をなしとげ 

たひこぬ瞬 


しかし、県時間の 
お巧機ではりつめて 
いた体がまいてしまい、いきな 
り、海が遠征のさがしきを躁わ 
された。 

タウ H I 卜に焉いたあと一週 
閒ぐら-いは，時を•気艇•黃韋 
の掉遥でホ誦をくずしてしまっ 
たむがしでいを责.事はクゥエ— 
I 强をの大化および日木乂をの 
人たちのな意で口本がををベる 
事ができたので、どれだげ迦か 
ったことか。これでお気づいた 


初めて©賣遠征.中本満明 


だ.おくれているという惑じであっ 
た。拱擊にしても、たが ボ！ ルを 
まわしながら、みへ中へと切り趣 
む バタ！ン だけ、おぎよう も 形に 
なっでないようだった。 

第巧戦は準お瞄。日ぶが山お前 
からもっとも留戒してい.た.中岡と 
戦かった、立ち-上がり固さボ見え 
をがしだいに—< I スををりもどし 
た。だが後半はな合がゆ’る.を、藝 
きボにぶり苦戦した。 


会式で，を^ダルを首にさがて 
もをった時は最通の気持ちでを 
った。初.进征金 V タル。なんて 
辛運だろぅ。 

この遠征に娶加しで監督•コ 
I チ—諸先單かをさけた注意や 
指綺をかみしめ、これか杠も一 
県がんばっで巧きたいと思いま 
す。 〔FP ■太同侍を锅) 
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ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


ェ榮用ミシン•读庭巧ミシン•翌す搜提 
漏摄 * を庭耍気製品-滝鼓附帯域器 




ml 


臣 


ホ京巧おェ荣株 3 を社 


aNi 本節巧をがが宿民をちお巧の 
1邸がの3巧 Hit 大巧勤 




ゆかた姿のブラカ I ドガール 

松原光一一一 


第一 圆了ジ 了ハントポ] ル 通を 
植太会は、砂漠と石曲と灼敎抽国 
夕，一] 卜 に'て丽懼された。大をの 
規構としては、オリンピックや巧 
界選ホ请等に比 i 栽^な與りず 
るポ、巧留时には觀一阿アジ了大 
をの：醇盆すべき関曜地としてハン 
ドボ—ル虫に残るものであった。 
をの記念すべき大会の概驭、試を 
結果等についでは、肺々のレポ f 
卜にて剧潘顆度があると思.ぅので 
たは.ここで特に開普式、間違巧の 
稽標についでおち克寸ることにす 
る 0 

A 開を巧 >. 

互を' 一十 K 曰午後五時。巧進か 
になわせて迅手入場で あるで チー 
ムの先颈であるブ5ホ I ドガ]ル 
は、それぞれの#加岗のおさんで 
あり、自飼のお尴衣黃姿である。 
当热わがチ r ムぶ了ィドルは日本 
人で、 夕ぶ t 卜日本入学枚化單中 
のお撼をん。そして衣裳は言ろま 
で.もをく「ゆかた」である。行進 
はき 前 巧合せで、/.ィシに向かっ 
て「頌右ク」を巧ぅずをが黑閒の 
犬を晋と観衆の歐声で号令がおわ 
らずチ3ット失服。しかしをの地 
は、煤誰ぶしい律々しい巧進であ 
っお。を闺遵を拙整列のあと，を 
ず巧なわれたのボ、「お祁り」？ 


でぁる。軍 M 婴の男.性(軍人なの. 
か、ぶ教窥なのかきだかでない。} 
が現われ、祈りふ I 化を咱えた。 

これはこの-極の鴨しには必ず巧な 
われる麗或で、大会の成破とおを 
を 顯 しを：巧りであ.るとのこと、ホ. 
に、太会要員長およびお寅のお撰 
と通常どおり。だが了タビア語と 
いぅのか閲いでるわかわれは、チ 
ンブンホンプン、やっと典語で部 
して話し、'内曾を理解(ほんのご 
く一部せだけ)。その他、体巧罕校 
のお徒による醒を陡つてのマスゲ 
1 ムや、ィギリスぶ近衙兵による 
バブパィプおドリル.演寿とかなり 
盛たくさんの前おでをった"中で 
も掉にを巧した..めは、ぶを雄を運 
ぶおふ6人の走り方で、人堤から' 
退場まで經^環手のもも止げの稱 
好でまこと忙ピシリと 昔 そろい、 
参加题手の目をみはったこと'を恃 
記しでおこぅ。 

八 巧を式 V 

まさに视会式は役滕チ—ムのた 
めにを在するかのごとく、言宽で 
は表葡できな.い程の盡敞的シ！ン 

であ.ったり 

距お、海外の大会では常に腺巧 
で妾った y 本ず！ムが、了ぶア大 
をとはいえ栖もて主役を稱じた 一 
瞬であった。/ダル授与の傲、表 


聲おに成つ彼四、履手-人一人ボ 
まきに干両役者で患る。勝つこと 
の'唐装、勝つことの尊さ、この椿 
程強く感じた.ことはなかった こと 
と思う。異簡の地でホ会の-覇甚と 
な「て/ィンポールに掲るリ草玻 
を見'たとき、口の丸の赤 Q 美しか 
「たこと、今没もこのホ勝を半を 
义時に口ぶ乎—ムが紙揣できるよ 
う南力し.をいもので志る。 

鼓薇にこの大会、日本チ[ム媛 
勝ということで，拭止符をうったが 
披員通をめんは'ちとよりク王1卜 
に稱をする：：！本人応提团のバッタ 
了ップの-大きかったことを記して 
おもとしたい。 

(FP •大材特蘇鐘) 

を 日本 1勝率叫％をに 

T ジ了選モ極の脾了によって日 
本與モの公ぶ呂操試な.〔7人制) 
は刖試合と.なり、成績はお腿4か 
が敗〔勝率恥％)。 

モントリオ I ルホ リシ ピプクの 
如ナダ戦から8連臨をつづけでい 
ゐ。加年 9 巧の力步ダ.邸から則年 
d 月 0 ィスラエル戦までにマ t 夕 
した8連腿とタィ。. 

瞄人記絲では、化曝圆数が木野 
(稱、取)のけをトップに、本田(ィ 
t ダル K ) お、雜中(太村 ) ET 
中#(大同)抓、飯 W 〔お崎)が、が 
藤丢度〕 g 、 蒲座乂间〕お、巧輪 
(.大一:)孤など。(木野、敞巧は 
今：！！不率加)" 


通算得点は木膊圳、藤 巾挪、 佐 
藤邮、中み m 、 お森晶立 踢捣会 
監腎、前試 介) 術ぶ ベスト5。 

〔ぶ誌 調べ〕. 
韓国、バ—レ ロぶ 强を が最 
—ンを指導わ 近得た情報に上 
るを、 择閨が若乎コ]チ：(をを な 
ど 判らず，)が、こ0ほど バ—レ— 
ンに 招かれて、 问函 C ン ドボ]ル 
がを指谭するとい ぅ。 

バ—レ[ンは、了 巧 了逼手靖に 
初#.加、韓国は大を格 了 後、 バ r 
レーンにぶちをって點尊試をを巧 

つている。 

□ 前をから揭邮 .の了タ ア瑶手 

楠リポ I 卜は本をで拖了しま 寸，。 

荒川をらアジア委員会へ 
R 本協おは、 4 月批日染巧で關 
いお常務埋事会で、かねて如ら- 1 
HF (国の"ソドボ T ル递强一を 
通じ 裝 .請されていたアジ.了弛捕 n 
ミッションへめ舶遣觀县にツいて 
瞄歲、化の 一二おを 巧めたか 

アジア •コ ミッ シ3 ン が〜今竣 
どのょぅに粗辄きれ、活動して い 
くかは、いまのところぶ 明砸 であ 
る 0 

t > 執行姜朽をを川清栗(理事長) 

1>ルー ル-レフてり 一 專呂会を 
鶏郎光(競ほ委員お) 哥コ ー チ要 
目会渡巧度养(強化蚕 n お) 













スポーツ Q & A シリーズ 

実戦ハンドボール 

腊巧慶寿-大西武= • W 上整司著 


"ンドボー J 诚モが試合や嫌當場兩で 
直而 するな術上の 問 短や練閣の化方、 

トレ^ニンダ、コンデイシ ヨ ンづ < リ 
の問題について、实戦的立場から 一轉 
ずつ具体化な妈み策を早えた選于 •コ 
ー チの相談相ず-ともいうぺき Q - A 書。 

AS おいの8貞 ¥ け00 



•巧術 g (目 7 項のバスお術/シュートお 
術/ホフエンスが術/デイフ卫ン X の技術 
/ゴールネーパーり技術 ♦作戦•戰術 苗 （23 
3 頁 g ) 才7ユン义 / デイ'7エンス •トレー 
ニンダ 巧 （15 す 目目} •チーム管埋 編 （7 切 
0) •ルールち判 巧 （38 巧目） 


!衰忘ょる ハンドボール懸 

•新いお# - j ヒリ!ま > 祕げ る" A 捕えがから A 又 
々イプレイ"までの賤お技術を科毕的にお試し、実 
戦に巧おつ練習法を体利ヒした。な胜じよる立袖: 
的梢谤 ；( よわかりやすぃ。 At 日种•けが¥900 


置スポーッ審判為’ 

■化々木•西 山- 永な* を巧お# な巧なおが評 
を稱した「審判お曲」の改 f 極禍。最新のルール 
と靑判をを觀める。収録程目化レ、ンドボール 
轨ホ =岡 おをま] お叫，8站ぉ¥4200 


雨 I 日 I 東京都千け田匹巧巧錦巧3-別 


大修館書店 


巧 2 日 4- の21 <大巧牽> お/東 3-4 日 5 M 


スリップミスをなくが 



一3己一 



























.ぐ 閣隙審判員によるアジア選手樞リポ I 卜 

国階な詔蜜判昌 

安藤純化 


ク患蔓あるアジアの初大驾 

IHFC 国愼ハンドが I ル迪强) 
は、み太陸を述顆の摄成を認め了 
ジアについでは当が二つの弛城に 
かけで連盟を粘成することを目論 
んだ.。 

しかし 昨年 i 巧タウ ぶ f におけ 
る会謠において「アジアは一つ」 
とする'了ぷ了ハンドボール連盟 ( 
AHF ) が結成された。 

これらの耗過.については、端関 
詰などを通じで燕氏のよく痴ると 
ころである。 

今叫め了ジア•ハンドボール演 
手指大会は、 AHF がおぶきれで 
初の邊 V 卡跑大会でぁり、大きな意 
義をもつ大会であったといえる。 

参加化力国の中には、1円ドに 
ホ加恐の国もあ「たが、で瓶して 
いわな k の国が榮吏り.祕会とな W 
た 0 

ホスト 固で ある.クウ正—トハツ 

ドボ[ル協をは、日本の誉加をが 
く評师しで「口本チ！ムの.藝加は 
この.大ををより一層疵りなげるも 
のでを る」 と票驻していた。 
◊クウ H ! 卜の呂然、環措、宿窜 
など 

クウ K — 卜は、日本の岩手県と 
同じ.くら-いの太き.さの国で、 人 U 


は咖ち 人、 このうを韻. 力 人がタウ 
王]卜人で、あとの肋 巧 人は外圏 
人で ある、と閒 いた。 

巧 盤の巾にできた都市であり、 
賄 物は.石油、を活骑每の.ほとんど 
が睹入 おという。 

町にはわずかではあるが緑がぶ 
をれ、 この摄を背てるた&には大 
蛮な巧觉をしているょうでを る。 

すこし 町を山ると地平袖の見.え 
る砂撰が掠がっでいる ぃ 

その化い渺玻の中に舗装された 
大きな道略が离度にどこをでも损 
いている。 

完通機閱は自勤車で1アィリホ 
製め日本でいう大型ホが挪キロか 
ち- 挪キロの义ビードで走うている 

これらにまじって曰 本 旗の自勤 
市の数も多い。虚抽匯であり、が 
ソリンも 安い (1 リットル 巧円)。 

K 両、お實源がをしいため、ぶ 
は滴水を峨いあげて貧.水に精梨し 
でおり ー リットル聊円ぐらいとの 
ことで み' つた。 

気酷は日中では' すでに口本の 
夏を思わせたが、 觀 .になると上を 
が 彼しくなる。 

ぶのみみがら， 肖 動串で如かほど 
走った了ラビア 蹲の 波めれらよせ 
る梅岸に巧した ミッシュう t ビ— 
チホ.テルが、を チ— ム瓜び役具の 
牺な にあ てられた。 


このホテルは 述設されて脚 も. な 
いとのこ とで、 きれいな リゾ t 卜 
ホテルであった。 

各ル ー ムにテレビ、 が 蔵犀、 燕 
わかし巧の：ャ ヵン 〔富親ぶ〕ボ揣 
えつけられ.ていた。 

度垂には困った。口^4^でなけ 
れ巧食べちれない、というのでは 
な' いが、 てフビデ料部は格別"油 
っこくて一日、 1 IU ならをもかく 
情をまで口に合うものはホなかっ 

ち 

◊競技の遇 営に ついて 
乂な開带即を、姐構要良金幹部 
とレブ Tt リ ー を〕 ちがを 合し. て擺技 
⑩.運君について棉議した ひ 
すでに酝おきれていた嬰項にが 
しで贊耗がたわれわが、そのまな 
もめはな好ょうなことであった。 

.一、 っ レフユリ t が参加すをチ I 
ムと材固離でなければならない」 
とをるが、'参加するチ！ムとレブ 
王け！の闺帮は同じである必要は 
ないのでは ないか々 
【1、 チ—ムが参加していない国 か 
ら來でいるレフょ リ [ (ィンド、 
シリ‘ 了。 にも巧を吹かせるべきか 
どうか。 

ir . 技術委貝を (テク ニ カルコミ 
テイ ht ’ c } になぜ クウ ュ 3 卜 
が 半觀の 4 人も入るのか。 

これらは、いずれも A 技 F が ホ 


姐織で をるた. めにホ じる 閒頭だ。 

一時化紛排したが、結局すでに 
酌かされている耍巧をこの.墙で黎 
虽することほ、さらに堀乳を招く 
ことになるので嬰項にし妃がって 
魅なか」運宮することになった。 

レフエリ E については、 チ— ム 
参加のなか「をインド化びシリア 
のレブエリ ー にも招か H させること 
で まとま 「た。 

当おながら、これらは，要項の 
が成段階における問强である。 

きて、 耍巧にしたがって T • C 
の攝成が行われ、タゥょ I 卜から 

及 •マイヨブ、 H ， 了ルマゼディ 
A - アルカサ—ル 、 S I アルマゼ 

ディの4を、をして要 加 国かを S 
■アブドル，： 了ジズ (サウジ了ラ 
ビ了>、 E * ヤヮド(イぅク )、 A 
，了 y • 了ラリ(バ I レ I ン】、跑 
藤め 4 ぶ、 計 8 おが湿山きれた。 

覆具なは、巧夜8姑前かに開楷 
きわ、その日ぶ兢技についで意ぶ 
を交披し 1 翌日の鏡段のレフ1リ 
^尚(或合营理黄を者12名のレ 

フ王リ）、スコ了ラ . —、タイムキ 

I パ！の日を)をが-足した。 

委員す*へてがレフユリ]であり 
一一韋の人格をもつことにょ叮て生 
ずるま暗は、每を大なり小なり親 
り恩.された。 

将来の牌屈として T I C とレフ 
ムリ t とはか魁しでがをすべきで 
南をラ。 

ク太会の廣営 


太おが国襄予晋によって遲嘗さ 
れ、堂當な投貝を配属し、スムー 
スな運営ぶ りで あ ft 。 

輸送、軟謡、腎幡などについで 
もがをが斯されていた。 

桿に齊欄についでは、告抵に多 
くめ袋擦をがが置され、遇手巧の 
会場へのを撰にはパトロールホー 
が随行するなど、日本ではとても 
考えられないほどが荒の硬いよう 
であった。 

歧上、いくつかの帮みと盈潰す 
るで击ろク、ところをさけて、感想 
をまじえて述べたが、あえで私か 
をも報售しておかなければならな 
いことは、高稿ホ提ど夫妻をはじ 
め g 本大お砸跑晋きんの献身巧な 
で克提と、口本人会、口本人爭较' 
の.先を、主徒.の强大な庇援があっ 
たことでをる。我々にも遇手たち 
にも大きな力となった。 

經じて、誕ホ闆枝ない、をして 
未皿織の AHF が主腥した嵩1凹 
大会は、化請前の不安を除けぼ機 
醒誌前巧で、巧野坚おがいってい 
るように成就のうをに運営され， 
終帯したといえるでをろう々 

し.かし、今後め課盛がないわけ 
ではない。 

A H F の組微を礁立し. iSIK に活 
動することに上って多くの問頭が 
踊決されなければならをい。 

IHF 畢務祕長のいう「了ジア 
を股の曹判は術のレベルの-晤さ」 
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(辭幽誌闽马〕などは、 早 為に解 
決されなければなをない閒键であ. 
る。(法大 OB 、 y 本協な.常郵理 
事〜縣は姜 具. お、審刊 委員 房〜】 

園蹈公戲霜判負 

闕前義春 

〇 すずから期待へ 
3月が口から d 月4 日までグウ 
>^1 卜で酣かれた第 ill アジア 淫 
すおは、 か 発が、 泰姑固 おも、 鮮 


お スヶジ.ュールも不が1、 湖 待 半 
か 1 不巧毕 せでしたが、北京—テ 
ヘラン—アバぶンをおで 别 日化夕 
ゥエ ー トを 態に 臂いた時から、 ク 
ゥェ ート 協会のをたたかい摄迎を 
ぅけて、それまでの 不敢が 一初け 
しとび、了 タピ T 橄め潮励に 吹か 
れる滞站の宿吿 •ミツ. シエ.ラ ー ビ 
ツモ ホテルに 昔いで 口 本 語で害か 
かた「白本ハンドボ（ルキ]ム歓 
迎」の女字を みて、 ずべ ての 気持 


り、 お 目ずし，规肉、お煮しめ、 
麦茶など日本食のさし.いれが苗り 
この再ふのこもったごぶ援に弦し 
て' チ I ふはもとょ.り、私ども蕾 
蝴賞も願殺す卒ととらに全巧〔丸 
となって，據碟め柴を得でこのご 
恩に韻いる気持ちとなっをもの.で 
t 

をめラえ、ゲ T ムタ皂る！：一には 
早々と正而スタンドに円本人を校 
の化か：がた、如鋪開からか、や ザ 
を約如名が曰の丸の小賄を振り、 
带でふ鼓、扇子をもって大声摇、 

テ r ムを尤気づけてくれた姿には 
思わず： X がしらが孰くなる思いで 
した。 

さて、アジア地域各巧のレフエ 
リンダ掠術や、大を運営おにつき 
巧奈を背きと曲、ご報をに代えょ 
クと思います む 

ともかく、アジ了で初 S 太告と 
をっては、妾くを里むこと自体が 
ムリかもし.れませんが、大会運な 
のをとなる，へきテクニカル • n ミ 
ティ{.技術委お会レが、各国邏半 
団に：！巧したレフ A U — から選げ 
れたおで睛成されたのは大妾な間 
摇でした。 

この蚕員をがレフ^リ；め剝当 
で、抗歲の她理をけぅの.ですから 
合点のいかねことも多く、巧然の 
ことながら AHF (アジアハンド 
ボ t ル連盟)巧に制度化されたコ 
ミテイが置かれてしかるべ呈でし 
た 0 


〇 ひと昔前 貧し フ H リング 

安藤巧と私のバアは、 W 円 MAA 
ぶ直後のいわゆるホ E ブニンダゲ 
1ム•タウ ェ I 卜对サウジ了ラピ 
了戦の.レフユ I をまず削りお-て 
られ、盛大な岡を或(本誌 幻 貝々 
ットお畜ツ嶺照)め余嶺が消えむな 
か，封概帕国の国歌の軟專のあと 
レフ . H り一の国歌まで吹奏さ私た 
ことは撼激枯なできごとでした。 

アラブ 诸 国の レフょリ[ 辟つい 
ては、もちろん今凹がめて見.おわ 
けですが、巧界のレベルからみる 
と物おりをく、なに加：化日邮化レ 
フェリンダに顧しているょうな巧 
靠さえ島りました。 

プレィヤ—もやりにくをうで、 

I 瞬とまどう場而もし' t ? しばでし 

ち 

レフエリングが魅推であれば、 
当然、ブレ3も荒くなり、-?ダビ 
—ぬゲ I ムを思わせるプレーきえ 
見られるが態でした。 

了 - ブブ諸国のレフエリ--に共通 
していた利を は1 シユ—卜時の反 
がについてのもので、完全にシユ 
1卜が防御の酣でな.きれでいても 
身 ホ截卽が阿えルきくてもあ.った 
: か、どさかと思われる時はフリ— 
スロ ー が鄙せられ、ホブ A ンス有 
利の诺が.多かった。 

これには、"岡隙盧常*に染ま 
つた日本チ J ムは、ずいぶん憎ま 
きれ、苦しん•たようです。 

ペナルティ■义 口！ の判をも、 


反則め あと、 完 をに シユ J 卜恕势 
になるべき時に も 笛と なり、ペナ 
ルティが削，足されて 中 與基灌 ，の 
不明破 も 目につ含ました で 

理巧の牌の K テップ にがして す 
—バ J K テッブとみるレフエリ I 
が 多く、これ また H 本愚をを踢み 
せでいた U 

靴び こみ： ンユ —卜の 昔地酱、夕 
イミ ンダを 述し 遅らせてめシユー 
卜扛 、ほとんど ラインタ ロスの 利 
定とな 〇、 ホ独蟲攻の場迎で*ま 
だボ]ルの说かがす能な械態であ 
りながら、技挑きれると、ゲ t ム 
を止め、棋 T 巧を与え ブリ ー スロ — 
とずるなど、せっか.くのスピ{デ 
ィを腊聞を、レブユリンダぬ拙ま 
でホがする 矿！ K が多かったのは 
靴念な瞬リでした。 

0厳 裁たる宮判越度 

レフエリ I の判定について、不 
滞な動作には容しゃな く， 玻重忙 
徑普が巧えられています。 

言薬が通じ.をわない点もあ，リま 
すが、ゲ ー ムホ、大きた声を化し 
たりした時も化盐 U がちえられ、レ 
ブ エ リ[が桂魄をも っ でゲ1ム Q 
厘巧に当たっていましわ。 

プッ，： \ン ダ(邮 手押し〕にがする 
判をち極めで厳しい もめが ちむ、 

R 木でまあ-まあ，といったプレイヤ 
t のマナ—にも、 的 祕なジザッデ 
をしていたことは、屑巧でも巧考 
ず X さで患り、見習ぅぺきことと 
思 「たもの.です。(日ホ大 OB ) 





ちは、迎恃でいつけいと をり まし 
た 0 

な 一 参加国は、 すでに ご 
判 I 承姑の日み国、試合ぶ 
輪 一 :巧は、かつてめ世排遥 
前 乎椿法或 ともいう， へき 
問 I 二 姐のホ處リ！ ダの あ 
左 i と、 再 組1 枯、 2植に 
上る棘聯卜 ^ ^ ナメント 
と视 り，を U 3 --- 3斌' 
合 均口搔 というと とも 
おきをかにな りました 
大なにがする 山 酌は 
これで i 通り なくなつ 
たのですが、 了うビア 
K 地方她得の姑つ こい 韓 
^ i おが、 かの 牠み となり 
X I 戳日後には、体調を く 
_ I ずす 日本遥手私 ありま 
ュ した.が R 本大枕瞄 の 鳥 
パ橋大 战ご央妻を はじめ 
; 結円のかたがわ、日本 
I 人をの牌鹿に 上つて 担 
I 試を日め島を におにぎ 
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Wakunaga Hiroshima 

ヨーロッパ遠征を 

ふりかえって 


请永薬品 F P 兼ゴーチ 

木 野 実 

ミュンヘン■モゾトリホ -- ル禪） 

V ホリンビッタ巧;表選 r • 立火出 J 


□おめ ての単独竜な 己 

賊前からいちどは、 と 考えでい 
を計陋が、裸を社長はじめ扯なの 
絶大なる理酷と操助によって実現 
とはいぅものの、ぶこから于をつ 
けてよいか聞らない化，想での*出 
稚点*でした。 

3] ロッパの 年 调スヶジュー ル 
は、はぼ2 iJHK まで組まれ.ており 
その中にをいこんでいくことは大 
愛なこと、この点が我々とのいも- 
ばん*財った こと。 でした。 

しかし、多くめかたのご支援で 
どぅにか、旅捏と相みスヶジュ I 
ルとの m 盤がとれ、当初7 -^8 試 
か幻すおが W 試合に 増。 ろ多少余 
招のない遗征になってしまったも 
のの、み巧の受け入れはお.まよく 


してい'ただき、大敕迎を.ぅけ感撒 
でした。 

梓にいえることは，あ圈とも協 
会の受けいれといクょり、クラブ 
お她もしくは各地で(地域〕協会 
が中*^になってくれたことでず。 

ゲーム枝は必ずレ.もブションを 
丽いていただき、日本に来ホユー 
ゴの GKT ル又ラナジッ于、今な 
ほお健おの稍れのルブキンダ.(と 
もに巧ドィツ：すッテルスタブト) 
とも巧を、旧をを暖かがられまし 
たし、充分、各おで，赫菩，のお 
割をおたせたと思います。 

是に、をクラブの組締、藥情に 
ついでも詐しく間ぐ機会が昭られ 
壑考にを巧ました。 

U 本の企崇中ふのクプ組输と 


のちがいを盐明しても，をぐ理雌 
できないらしく、けげんそぅな顏 
をしていました。本縣では最近と 
みに、グラブへの 通手引き 抜きが 
多く、 穂 親料もかなり副いている 
といわれます。记談に、口本に来 
ないかとおをかけ.たら-、移 错料二 
四0巧/匹 00 方、給料 五 •乃円 
程度、そして靠め保証、子供達の 
学巧尊ち 措 示さお•ひ。くりしまし 
た。 

新. 間喘道はじめポプタ I 、 プロ 
グろムをどは'「ワク十が」よりも 「 

Hiroshima 」 のず把おが 

大きく报われ、はつを」りとグラブ 
組 潮のちがいが虛じられました。 
L 西独全国リ—ヴの勘戦 厂 
西ドィッ 稱を 中、串 運に も 1 部 
リーダ—^ブンデぶ•リガを强戦 
する撒会を语，本 蜡の迫 山を 目の 
ぁたりにみて、 選手一同 火感髓り 
OSC ■ライン A ゥ屯ンの'ホ T 
ムゲ ー ムでダ了、ンュラ '1 クとの 財 
戰 C 

さ インハウゼンはこの 時赢で 2 
枯 、優 雌晒線に 残つ でいるとぁつ 
で スタンドは扭满 員、通路と いわ 
ず、 いわず、空いているところは 
どこでもといった感じで、 コート 
の 中まで脚を投げ だしてみている 
人もいました。ゲ ーム酣 から応麗 
施を ふりかざし 1 うツバ、苗を鳴 
をし 大漱 な歷 やかき、地 瓦選手は 
ふ おたもので、 を 楽になわせでリ 
* スム体 挽、とい ク '玉りはグソスで 


ホをほぐしている極にみえました 
禪蒂も半が子をとぅたむして、自 
ら楽しみ、コ] 卜 し」稱尝 Q 一体盛 
はお事といぅほかはなかった。 

ラインハウゼンは卜おめナシヨ 
少ル湿をを槐し.(ちなみに巧她は 
A ^^のナシ3ナか選ホがリスト 
アップされでいる)，個人技め逝 
れた遇みがをい。 I ぶ Q が T シユ 
ラ I クは、 f イツらしい流動巧な 
ハンドボ—ルをみせてくれまずこ 
のチームには、 A 本にも馴染み深 
いユ ー ゴのラブルニック(左竊) 
がいて、ゲ]ム前植おにいくと乂 
蛮携き、專んでくれよした。.巧ド 
イツのハンドボ！ルがでユ t ゴ乂 
がブレ！するのは大変多いらしく 
特にコー于の人達が 一 部^ーニ補ま 
で指'選ぎれている_槐です。 

我々の感情としでは、八ンドボ 
!ルの/ッ々■曲ドイツが、をこ 
までしなけれ K なをないお家の卒 
情は、潤断がつ皇かねますが、研 
かさみしい気がしまず。 

さて、ゲ I ふはのりにめってい 
るーブイン C ウセンが方強い攻擎で 
熙始リ ー ドを雷い、とくに、サイ 
ドの.ラ[ゼルのフよントの閒れ昧 
は最商でした。晒于 J ムと扛ボ— 
ルテクニック、を問の關帯力など 
宗晴しく、一封一の攻防の強さ、 
きびしさを十巧みせつけもれ、我 
々は I 辟芦もでないほどでした々 
日本としても、もっとサイド攻學 
を忘おのに、3を向けるベ童だと 


插盛しました C 

ぶ年のモントリオ—ル’才りン 
ピプクちたりから、^13^ の ハンド 
ボ—狀は恼人巧を多用するヶ！ス 
が毒く、まず白かでがり熙しでい 
くという轉法がみられます。しか 
しそのブぶイントは、ボ1ルをキ 
ャプナずる前の動がボをきている 
ので、ブ正イントタフェイントと 
しで終らず、バスをつないでいく 
フェイントの姐いかげ、ずいしょ 
にみせるブロックブレ—も基本に 
忠実である.といった盛じでした。 
運営听に试、端内了十ゥンスの韶 
がを説 曲 もあり、観咨へめ反達も 
十みなされていた操でした。 

ライン A ウ ゼンのもう一つの 乂 
気は身長 二 一 五センチの ' G ，にの 
バルッヶ遇革 C 圳よ)です。狭いゴ 
1 ルに入って、むしる白みの体ボ 
じゃまになる0ではないかとヘム 
にこちら ボム配したりしで、彼に 
そのぶを聞いでおくべきだったと 
悔やまれまず。 

とにかくゴールをみた隔間 1 全 
然入る蔚がしなくそめ- 1、 ホ肚が 
おく動き、玻猜なのには関んしま 
した。ロンダシュ—卜には強いよ 
うですが、ェリア前で放つタイミ 
ンダの.はず L たシ - 1 卜には弱い 
訊がします。 

槪がシュ t 卜をとめたら觀當の 
是びは、大変なもめで地-兀の人に 
とってち 何とも‘む強い、たのもし 
い自慢の湿手が度われたことか.： 


























ゲ ー ムは巧111、て中かィトする 
骗面がみられ、それが亂端ブレ t 
をさえきっているのではないかと 
思われるほどでした。しかし常に 
激しい疏巧で、敢迫したふードが 
あり、ハタハ百のしどうし。ぶち 
去たりの啟しさに倒れる遇于が疏 
出し、トレ I ナ^^、ドクター.が她 
智にあ，たっていたが、 A 本でもホ 
ブホ！についで一円も早くチ—ム 
巧に トレーナ t 见ド タタ— の髓立 
を急ぐべきだと思います。帕に站 
がついたことは、レブ yt タィム 
が R 本ょりかなり多いことです。 
それだけに 一 寧み、一破おのん，が 
をひしひしと感じましを。 

わだ、レフリ]に誰青を化いた 
け，、义タンドプ レー がみらが、マ 
ナ！め点では感ムで身るものでは 


あ-ゎませんでした。 

柄菊はラインハゥゼ. V ' の 地 如聴 
もで駱 了祗留 衆が コー トにどつと 
ぁみれ、ぁつとい ぅ阱に応廣斌を 
中心に 同を 組んで 带 をろ. たづ おり 
しで勝利 Q 質嚴 にいつま.でも 配い 
.つづけでいました。. 

おな はゲ] ムが轉つても、自か 
透がやつでいるな t に力が貼げ て 
ぐつたりした感じでした。そしで 
R 本 も、いつかは 受 「とこん な姑 
になる だろうと 思いつつ、 しばら 
く憑手連は聴す〇 あげませんでし 
た。' 

U 慮 巧のョ—ロッバの 流れ □ 

特に R かつたのは、 各 巧の 攻擊 
畔 問が 大変姐くなつているととが 
あげられます。な 前の樣に ゆつく 
りぶ！ル經 しを してチャンスをう 
かがうということから-脱皮し 
で、ょり 稷楠 的に 局而を旣 り 
ひらいていこ 弓. とい.ろ.こと. で 
す。攻贴め切りかえについで 
も 間の びがなく 逍頓しません 
7ク十 ザの子 I ふも何度と な 
スト！ リンダを とら-れる 

ヶ^.スがあり、 をれも 【 四：：！！ 

の. 欢擊からとられたりしまし 
た。今： §の得点をみても、雨 
乎5ム< 口わせで抓点 おく入つ 
で わり-、 おおいのディ フでン 
义の惡 さを あけられ ますが、 
巧よりもを學暗問が短く、溝 
趣 的に シュ f 卜してく るのが 
毒-いからです。 な前、ソ述の 


園内心！ルで凹 五 秒ルー.ルを 通巧 
しようという 勁 きがあり ましたが 
それにをい际向にある 機な贵 がい 
たします。 

全く 極端な例ををけ ますと、攻 
擊 の 意思なく、攻聲 •がつまって、 
ポジィシ。ンを せて直す府 、をサ 
イドからあサイドまでボールを ま 
わず だけでスト Jy ンダのケ IK 
として 考えられる わけです。 

ユ；ゴ祕会の 人から、..日本 チ] 
ムの攻擊は無鼠な動きが 多く、 有 
劾 的じ ゃないとい 一っ指過をうけ、 
言薬の解が のもがい もあるわけで 
すが、 大或 ショックをうけました 

日 布の 玻學力に、世がでも上位 
にランタされ1 " でれ をり の評师も 
され、我々 も大いに 扫 情をもづて 
いためで すが， ショックを 同時 U 
插 いところを？ 加れたという感じ 
です。 

ブレホ リン ビック (昭加〕の時 わ 
ら 我々 が 考え をれないような スト 
1 リンダをとら-れていましたが、 
口本于^ムは、ほとんどスト^ — リ 
ンダをとられても化方ない よ、 と 
いク ft — ゴ人の-精麻は、これから 
の世巧の流れへ、おくれて过なお 
をいといった啓趣として、十 かか 
みしめで、をれにお姐していかな 
けれはならないと思います。 

な撃で目についたことは、モン 
トリオ I ル； でみせわ各岡の サイ K 
を豐がはとんどの国で売全に マス 
夕！してぃたことです。 それに対 


する ディ フュン K の エホ、抓 弗の 
あとがうかがえます。 HI 本としで 
も、 ず搜局面々 たでの 攻防のはげ 
しさを日本人の特敝で.ある早さを 
を かした か聖力を身につけ、組自 
でが靖していくこと だと 思いまず 
もう一つ 今回百についた ことは 
バスゲ t ム であ-ると時に、ブで 
イソ トを中ムとした 倾人 なめ多巧 
です U 本頭お跳でち、動呈と バス 
を、 一、ツ クスした 流れのをるハンド 
ボ t ルから フ正 ントを巧 r て 切り 
瓶してい <峨 をが今や 十.’破でず。 

日本 子— ふがフ ムイントをつかっ 
ても相ホのふとこを に 入ってしま 
っで、'つかまってから、はじめて 
バスというめ. が 多く、ことごとく 
チャンスを つぶして しまいます。 
結拭 7 ュイントー か マイ十 K になっ 
でいるヶ1スが多いわけで、をの 
へんを わきまえで、 か'をフ 王ント 
と バスを つないで いく 妓術が泌要 
になる'のではないで しょラ かこ 
□レベルアップ する ためには 己 
ず 阿の邊征でも「带話題にのほ 
ったのが、バ 7 — のちがいです々 
口本人は下半身に.くもべ て 上半身 
の宮馬さは外人と 並んだ 時に、と 
くには っ 舌り感じさせます。 

#格は腮巧を毅えれば ぶくなる 
という相期関摇もあるので、長期 
にわたっての体カトレ—】ーンダが 
必嬰でず。我々は今遣、 ハンドボ 
— ルの 還ホに、が霞なお丸、 ホ 山に 
ついで 真剣に なって 考えて いたの 


だろうか疑聞です.。お上め論で游 
っではいなかったでしょうか。 

な術も体力がぁづてこそ、銷禪 
できるのですから、ず巧してすず 
めでいきたいもめでず。 

今一 iW 加ら島校をの脊め大会が 
ふえ、まずます体カ トレ t ニンダ 
をなめ、基跑トレ I ニンダをする 
時間がさかれ、ゲ J ム中むの.施禪 
で、やっていかなければならない 
瑞がをみて、将来、口本のトップ 
をず える 補校主が、大ザ、类塞団 
に入って普でも.、み物の-基碼がで 
きている人が果しでが人いる担ろ 
うかとが問をもとざるを克ないの 
です。 

今四は二十日間で十ゲ（ふとい 
う强巧スヶジュ I ルで、をホおず 
へばってくるのが目にみ去てきま 
す。その時が睹んばりがお加.して 
います。持泉み もさる ことながら 
やはり日常め生活を通しで、 K ポ 
] ツマ A としでどうあるべきかと 
いうふ稱えを考え直さな<てはい 
けないとおい重ず。 

タバコの嗎强にしても、今凹か 
なり睹揣され、『スポ—ツマン、 

/ゥ』の言强は择いほどでした。 

姑搂になりますが、ちっとおが 

に！0本チ—ムを 了ビ！ ルし、 うっ 
たえていくべきでをり国萊とはい 
え、ぶ年/十年の長期报里をなち 
たて、違巧しでいってこそ、日ぶ 
の立請も、今這试上に理解しても 
も-左るのではないでしょうか—。 
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世界へ はばたけ 日本のハンドボール 

(協賛者御芳名 • 順不同） 
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语麵 

昌永 スポーツ 

甲が市中ホ四： [‘ 目糕り了…ケード街 

高の 帯地 

— 秀 

な都が h 京挤姻川通今出] り 下ル即側 
西陣産業舍韶の 

TEL (07 旨） 431—0147 

京都染色寶が株式会礼 

Ll | [07 ffiU 十 

K 巧 勝 お 

京都ボ中京区王をム巧巧 *64 

TEL (075) 811—5531 

スブ IJ ンター■スターレットの 

トヨタオートヤサカ株式会社 

ぶ社京報 T だ中京区モを仙を巧5蒂地 

TEL (のが8の一0巧1(大化贵） 

全道一を誇るスボーツ用品専門な ! 

(採） スポーツハウス 

削が鞋拳所[格ホ: ib 火通 10 T 目 
(23) —1526 

松の寿司 

欄田和子 

(巧お市な商栽'届等ザ情"ジドボールが 3年 斗:> ' 

禮氷 ホ戲座1番3号 TEL 66-3063 

臨 山 病 院 j 株式を社 加 藤 組 

1 代表取締破加藤憲 

山梨県塩山市上於替 1 盛館ホで才町3 — 2 

鳥のデバートく鳥料理> j 

たぐち会館 ! 

田口敦一 （旧姓湯山） 

(昭化口幸#普太ザ/、ッドボーゅ掛を梁） 

靜岡県撤か&解座 巧番の号 

1 ソニービデホとトリニトロンカラーの専門店 

1 寿常化サービス 

巧表者川口 巧 

1 山熱県巧おホ宝2下目 27 —王 4 

1 電請0日日2—26^^0319 

技術と経験で奉なする店 1 

望月 スポーツ 

到[格ホ錦巧5 — 王 電口巧 一 72妨 i 

ま化くし，ろデパートス啦ーツコ ー ナー軍 (24 — 4721 

[たのしく学ぶ明るい学園 
学おを人巧围学围 

1 梅花幼稚園 

: が 岡県 清水巧預肺町3 — 8 

i W ." 一 . . .. . ™ 一.，•，， 

地場産業に貢献する 

奥^ _1| 不動座 

巧素取綺巧舆山邮を郎 
巧府ホみの内2 丫目14一 3 
奄話 (0552)24 - 32日日- 5698 

棘巧会锥 松本組 

取棉设社長巧本演之 j 

本社函偷ホま川化4吞30^ 1 

化幌ぶ谋ネし晚巧:!ヒ区37条禪4 T 旨をの ピルを F 1 

茂津目精肉店 

茂讳旨勝じ 

くを岡联端ホ巧吉巧を A がドポ ^ か却义巧のを面もう） 

j 都岡哄馆水巧がケ 丘が TEL 0543-52—1951 

-' 1 

i 

上旧茂巧 1 

i -1- -- : 

1 

ミ 山梨県ハンドボール協会 

j 会長 植野 お 

1 . 

! 山梨県ハンドボール協会 

副会長天川正ぶ 

1 能を* 和倉 温泉 

! 巧が登録 口 肿 民 

i 尚 厮観化旅銷训 11 監 

1 WJ 1 1 県七尾ホ禍念湿泉 - TEL 太け載 (076762)2111 

8 冕函館小型運送 

本な曾業祈函館巧西結枢巧589番地 
(:流遗センター巧） 

谭結 cou のけ表 4 s-sisi : j 

;HM 速齡所扼晓ホ^, |i 区菊水元巧巧 




























































岩国と山隠女勝つ中国高敕 


今年かブロックが校遇す搞の卜 
ッブを巧って帮が回中両高梭透を 
極が、 日月8、 9 妇邮日 岡山て：商 
ダぅ X ドをよ<島に、 葫 みみがチ 
1ムが妾加して^£かれた。 

男护は、テおどおなん口势ボ強 
く、トブネ了の弓ち 一三つを も 
め、 i は岩 国 X 下 閱^エの顔 
<口せからみ ^ Ir が腦って-^年ぶり2 
度目の玻战をとげた。山：：一巧表の 
優'髓は5年祉攝乳 鹿 U 。 

女子も、 山 口あが三校谭か騰に 
碳ちあがったが、 山歷ふ (広島}が 
固いホりで、穂 山、 岩周商を 違服 
2年ぶり 9度 A の栄冠を摧 得した 
拉齒化表间.谭艇は2年ぶり 化 度 目 
のこと。 

▽劈子 1 閒鞍 

替国卫( 山 巧 —6 敷 簡 (岛〕 
天 城 (祝)州 なま其碁 
下閱吏某 山)が f 3 晤化祐 C 結) 
山 赃藍) q ' l ? 岡山エ (岡) 

-般技登録について 
学 牧〇且 の 多い クタプチ[ふ 
では、带董ム 王 貝がグラブ 封で 
あり、多いところでは当然 細ぶ 
を越すのがふつぅだ。 し 如しそ 
の' ホで' 常砖化場する 人は 眠られ 
でくるが.、それでも 謂が お早 も 
化撤 できるよう 巧戸を 郎城 しで 
おかなけれ*はならない。 


興 湛(拉】别 —5 睹化去島〕 
爵巧莱(鳥な—:::水島 H (岡〕 
な敷 HC 脚〕如 Is 境裡エ烏.〕 
培 国^;山)の12條 逍 
1>尚準々讳滕. 

岩封 H K 磕 U 。 百 天城' 
^了ム 隙 


了既中央 


池化打了をま^ 


;)3 倉般 H 


お 

お 岡「化一 
準黑勝 

岩 国著 u ) i " 摧. 

口留典里 IU ) りお 固 H 
V 荷決勝 

お m 

▽女子1回戦. 

德 山(山) 巧 Is 讳山齊岡〕 
お 凹(島〕7 16 维 一女 閒 (に レ 


今4^のを猛则度によると 石 整 
疑にも個人を録が追加された。蒂 
寂に登錄し上さとずるクラブお当 
者はどうしたらよいか迷う。爱巧 


おま攝 おずへの.提言 


捣畫担当者に間け试止わを得ない 
から I 部0人だけをを窟すればよ 
いとの返事。をこで最柩7おだけ 
で登録を済ますことになる。しか 


山幽ま原 だ f 火巧大寺(岡〕 
山口度(山)化—5倉吉西〔烏〕 
が お(山】 U — 日 天 城 〔岡) 
が化家獻(風)：： 逝 觀受 
がにま(島) 716 W 摩削〕 

岩開巧(山}に1】米す南(烏) 
V 同準み決勝 

施山 及 iu 了 ぉの 
山瞬•ふ7 打 Ms 了 山り $ 
爵ぶ 如 松な.歲政 

岩国頓 扣^じ 松江$ 
1>间準を腮 

山 暇み4 な N 处 s 觸山 

ち固商 S •訂 U 了な 水 
一> 同法勝 

山慮 ホ 4巧^)3 若 肖 商 



地 

の 

記 

録 


ブラザー、ジ々ス n に自信 

しもっと嵩が目に革えれば巧部- 
問幽を括ち込むよりもを錄をし 
をい方が閣遥いがない。 

I 殺 B をを縁させるといぅ破. 
聞か目的まで見おなって、を資 i 
で無带な楠上げはかえって避餘 I 
チームをおらすことになりはし一 
まいか。' I 
再考を違を C 

違知 T ). 


第；！5 屈崇術类黑 H 遇ホ樞ホでの 
部は 5刀 巧円を巧居ホが湾館に 3 
チー.ふが 麗 .ま.り y ]. ダ戦。.ず. 鹿 ど 
おりブラザ I : 丄業ハ愛姑}、ジャス 
づ(三重.)が强く、両者のが觀に 
度秘がかかったがブラザ t が瑞臟 
3 年ぶり 3 度目の 蜡勝となつ.た。 

プ：ブザー はこと しに入ってジャ 
スコに狂ぶ戟 3速 勝である。 

;) 


H 莱(舉2 一巧 
却) 


一二拌盖磯 
(峽旱：！ 


ジヤスコ 
つ二垂じ 

プラザ ー 
i 


{乱 U い)5一一一洋晋槪 


ジザス n 


.0 13 \ 

V I 豆 C 

t 順恍3.のブうザ-' ェ盤.@ジャスコ 
趣二 I 洋黑職 


黄子、川口化に銳さ 
►埼玉県単徒(富お}大を (5 巧 

ふ口 H .) 

W 虽于庚滕リー ダ 
W n ^ 9. — ■了祐和盈 
川ロ エ化 ^，7 火 宮 
川口 H U ^^8播和.巧 
川口 化が —— U 火 茵 
川：！化 W — ■? W 口 ‘ H 
潘和南：： j . ^^5 大 宮 
〔順 淫® 川口北風 川：：！ エ@ 補巧樓 
感大宮 

ホ^決避り— ダ 

裸誓一 巧 —— 4朝 霞 
川 n 化9 — -3 滞和两 
深宵- 9 ^^2 能か巧 
W 口化 9 - 9 蘭 霞 


♦おことわりず巧は禍費按 皆の 
切り脅え整理 潮に. ぶたり、一部の 
把皆を揭戰しで お々 ません。あし 
からずご下み下さい。 

深甚 j 巧-5.川 U 化 

滿巧巧の^ *4 朝 霞 
〔施悼〕 ⑩深谷-風 W 口化®甜お西 
風' 關霞 

みおホ女、ゆるがず 

▼お W 蹲高枚春宰大耸 -4 巧•を 
お葉太体育酷。 

1>男す擊々化酷 

ホお王 n - .8 里 觀 
脾 X 5——4 M た 
か 秘站 -7 かお商 
寺 非 W ^二 ぶ 
w 同谭化.勝 

ホ松て把——3 お エ 
寺 ホけ——^か 松 
V 同み勝 

ホが 卫 U 巧：：：：：て寺ホ 
VA, pi 回戦 (3 試を) 

祖 巧目 1 4 ホ 巧商 
かが商 W ——3 泮 播 
星 換む ——5 据大髙 
1>间準決勝 

みをがホ別 - —0 极 が 

か群おじ^星 臻 
> 同が臨 

ルを巧ぶ；5{り：：：^了か松荀 


一が 























海自下総いぜん強ホ 
▼千葉県実業団連盛創ぶ日周年記 
忿卜—ナゾント月 •一 n 井 だ 晒 
化学ホ厮阵巧航 ； J U 巧子の み 
巧 準々決勝 

出 化む油千紫 游—自術自爾山 
隶竜干藥け —— 巧滿自木お律 

だ戦巧獅^——け蜡挡下 志巧 
滞. 自下給 一——じ日 虚巧袖化学 
巧 带報賊 

亲竜で柴が C 延) 巧出 化 お曲卜蓝 
淹自下 接 W ^ 一ニホち 姐化を 
V 快勝 

お自ド蜡京雨千典 

徳出(ホ；〕岩国商に辛勝 

▼山口県高お大会 C 4 巧 •お国 H } 
で 巧 子 7 -8 化化定徵 
胁廊商ぶ——川 ぞ徘 H 
V 同日* 6化がを戦 
ム ロ：：^衞 ム 
V 同ス * 4が化を'帶 
下閣中ホ H 如 —— 2 ド閱一 
|> 同1 • な化かを戰 

^15 IE H 9(^ u ^8 ぉ国 
• 6做決定戦 

巧 部,6 防脾的 
v 罔 3 • 4極決定戦 
補 ぶ巧——6 山口 中央 
一 > W 1• 3 化决お 戦 


、3 12 パ 

-- Ti 

0 山4 ;..;; 3鮮国楠 

- 1—〇 
\? 〇! 

I 部は中京クが棲勝 

▼第の 回 愛がクラブリ—ヴ (3 リ 
■おホ匡 1 U 毋のみ 
1>1禪 

槪 ■瓦 会は^ a 愛教ク 
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富山 も 敲昌が トッブ 
►宣山県营を選手 插-お男 テの部 

(日巧■ル輕搜 
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— ^ .女福集後記牛，； . . 1-- 

□ ’，‘；’ 堀ス； タッフ (杉み 背 水) 
による 最渡の発行 号。これまで； 
の ご支援に感謝し ます。なんと 
か 新味を.と、 なと めでき ま L た 
が、 冲ッ とせず残 盆に 思って い 
ます。 

次号.からは 新体制に よ.づで刊 一 
巧されることになります が、ず 
でに を プロ'ジタ、 誓加盟规体か 
を 新編撮壺負が 湿け 巧ら れてお 
り、期掉しわい. をのでず 苗 
□::: 廣 が、 この磯関訖 につき. 
あうよう になって 巧 年になりま 
す。.時おり、 本箱から撫に 
ホい 号を とり 巧し では 誌む 妇で 
寸ボ .、懷 しきというよ.〇 も、 い 一 
:つも同じ調モの瑞集内容で 了ク ^ 
セントがないことボ気になり ず H 
す。本誌 も 新し.い時けが来ない 
と…-: と 思いまず り 
n ……っ"年前、 新むな 読者の. 一 
人であった 菩木郁予さんが、 編 
鹿をををいたいと 申し山て くれ- 
た掉は薩に 做た 站诗ちでした! 

青木さんがと びかし. てきでく 
れたことで、へをばりかけてい 
た 当時の撰は、 励 主され お.. ので 
す。 

彼女、 ず举から 一 I 蘭お貪に入 I 
捕、 とたんに 同を ハンドポ ー ル 
部のマホジャ E に 就 巧し 丢した 

□ 撒閱謁ボ(ンドボ] ル‘ 
タレ—ジィの娘 まかになること 
を 巧って をす。 .(お 山…哉} J 
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ミカ F7r > ドボ-ル 


百み、ンドポール協会•公認球 


ミた品を 

東京■豊島 I 梁鴨 I 7了目16如 
己 *6592 


TEL (941) 2 6 3 5 



オリンピックの巧術が'生きている。 

東を、ゾキシコ、ミュシヘンと速統3回オリンピック試を巧に選ば 
れたミカサの超商級ナイロン糸をきの技術のががこのボールにもす 
ベてに生かされています。 

< 科学のボール，斑を紀か……クラリーノ巧 iC 準おを）もあります 〇> 


日本ハンドボール協をおを巧 

墨画ゅ 


功星コムエ篆かな含れ 

に島•來お> 太暇•福脚•る古屋•ホし帖 
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お宿区新商3了目《坏^!| 

I TEL (341)2 日79 '*016 


堂月運動用互 KK 

栽京;袖畳お匹城川姆4了目色 
—て E L 本所（ち3么 ） 0 74 6 


曰本ハンドボ〜ル滿をな認球 

ミムレス/ iW が ■/• 

•パスワークのさえ 
参オーソドックスなデザイン 
参ハンドリンダのよさ 


迅 cSS 牺た3株式会社 





























第 1 回全国クラブハンドポール静岡大会申込書 
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を主将は醬号に 〇 印。盛#が還手を盤わる.場合透手擺にも記入ずるとと 


宿话申込書 


宿祖巧の辫施を巧頼しまず 


申な貢巧を氏を 


巧 


?月1日日 


名 7が目口蛋 名 7巧 17 H 選 お 

(7 巧17円閉会ぶは 1 日時の予を） 


或大会卿要項はぶ誌16其婆陋のこと 
嫂この巧沾沿コピーでホしこまれでもかまいません 






























































































練査お巧術をつちか L 
巧術が信頼をまえる 



きようの反省を、あすの練執こ、試 

合に結びつける . スポーツマン 

にとって、大切な也がまえです。常 
により高度な技術をめざしてチヤレ 
ンジする——それはブラザづが目ざ 


しているものと一致します。巧術が 
チームメートの信頼を支えるように、 
お客きまの信頼に応えるのは、高 
度な巧術に支えられた品質外に 
ないのですから-5 
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プラザーエ策なまを社 
ブラザーミシン販充なまを社 
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